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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　文倉十





　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







　　Memoria


一　ブリザード特急便


二　デートしてよ


三　不快です


　　Memoria


四　もう何も失くしたくない


　　Memoria


五　生き続けてやる







　あとがき








　Memoria







　目を開けて、真っ先に見えたのは、天使だった。


「あ、ちょっと動いた。生きてる？　立てる？　自分の名前言える？」


　天使は早口で一気にいくつも問う。


　金色の髪かみは肩かたより上で短く、毛先はあっちこっち跳はねていて、よれよれのシャツと膝ひざ丈たけのズボン姿で、元気な男の子だと最初は思ったけれど長い睫まつげや華きや奢しやな手足を見れば少女なのだとわかった。


「ねぇ、名前は？」


　葉っぱの上の朝あさ露つゆみたいな、瑞みず々みずしい緑色の瞳ひとみが覗のぞき込んでくる。


　体中痛いはずなのに、そのまっすぐな眼まな差ざしには逆らえなくて。


「アルトゥール……」


「そう。じゃあ、アルね。わたしはメリッサ」


　答えがあったことに喜んで少女は微笑ほほえむ。


　彼女が名前を言ったと同時に、風に流されて火の粉こが降ってきた。もとはカーテンかシーツだった、散乱した布が瓦が礫れきの中に落ちていて、それらが燃え上がっていく。


　しかし、その火はすぐに消し止められた。


　雪を孕はらんだ風が吹ふ雪ぶいて、火が氷に覆おおわれたのだ。その吹雪ふぶきの中に立っていたのは、白銀の長い髪を風に揺ゆらしている少女だった。


「あの子はユズカだよ」


　メリッサがユズカと呼んだ少女。吹雪は彼女を中心に起きているようだった。


　彼女たちはアルトゥールと同じ年とし頃ごろ──十歳前後だ。子供が三人。なのに、この場所は決して子供部屋や緑に囲まれた公園なんかじゃなく、瓦礫と炎ほのおと煙けむりに満ちていて。


　吹雪の中、こちらを向いたユズカが驚おどろいたように目を見開いた。


　それと同時に、アルトゥールたちの頭上に影かげが差す。


　見上げると、そこには灰色の軍服を着た男が立っていて、鎌かまのように変形した手を振ふり上げていた。


「お、おばけ!?」


　思わずアルトゥールは叫さけぶ。しかしその横で、メリッサはズボンのポケットに手を入れる。


　彼女がポケットから出した手を広げると、そこには小さな植物の種があった。なんで今そんなものをと思う間もなく、種から芽が出て蔓つるが伸のび──


「弓……!?」


　メリッサの手に握にぎられているものを見て、アルトゥールは驚きよう愕がくの声を上げる。


　小さな種は、ほんの一呼吸の間に弦つるを張った弓へと成長していた。


「ちょっと痛いけどごめんね！」


　メリッサはそう言いながら、草の羽根がついた矢を鎌の手の軍人に撃うち込んでいた。


　矢は軍人の肩に突つき刺ささり、そこから蔓が伸びて軍人を縛しばり上げる。無言のまま倒たおれた軍人は、もがくけれど拘こう束そくは解けない。


　啞あ然ぜんとしてそれを見届けたアルトゥールに、メリッサは微笑みを向ける。


「おばけじゃないよ。贋人ギニヨルっていうんだ。──わたしも、ユズカも」


　少しだけ、悲しそうな笑顔だった。


　傷つけた。そう悟さとってアルトゥールは俯うつむく。なんと言ったらいいのか、わからなくて。


「ここにいるってことは、贋人ギニヨルだと思ったんだけど。アルは違ちがうの？」


　違う。


　贋人ギニヨルが何なのか、知らない。でも普ふ通つうの子供だ。父さんがいて、母さんがいて──もう、死んでしまったけれど。


　なのになんでこんな所にいるんだろう。


　考え出したら止まらなくなって、涙なみだが零こぼれた。顔を伏ふせて隠かくしても、嗚お咽えつが漏もれて肩が揺れる。


「もう、泣かないの。アルは男の子でしょ？」


　苦く笑しようして、メリッサはアルトゥールの頭を撫なでる。華奢な手なのに、力強くて、そして何より温かくて。


　驚くぐらいあっさりと、涙は引っ込んでしまった。


　顔を上げて、目が合う。優やさしい木こ漏もれ日みたいな笑顔。


　煙の臭においも、はらはら降る火の粉も、まるで別世界の出来事みたいにメリッサは笑い──


「メリッサ！」


　鋭するどい声が飛んだ。顔をそちらに向けると、白銀の髪の少女が駆かけ寄ってきて。


　いつの間にか、アルトゥールとメリッサは灰色の軍人に取り囲まれていた。


　メリッサは弓を構える。


　だけど相手が多すぎた。両手に吹雪の渦うずを纏まとって走り寄ってくるユズカの眼前にも軍人が立ちはだかる。
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　──アルは男の子でしょ？


　さっきの言葉が頭の中で反はん響きようする。


　この少女たちが助けてくれた。守ってくれた。


　だから、今度は男の自分が助けたい。守りたい。


　贋人ギニヨルじゃなくて、何もできない、ただの人間だけど。


　守りたい。


　アルトゥールは叫ぶ。腹の底からせり上がってくる激情を。


　そして彼の前に現れたのは、赤く燃える炎の龍りゆうだった。





　パルティシオン暦一八九九年五月──第四クレイドル焼失。




　一　ブリザード特急便







　パルティシオン暦一九〇六年六月──キュンバラ南西部、ジョワイユ市郊こう外がい。





　ゆるい勾こう配ばいの坂道を、荷車を引いて登っていく。


　ゆるいといって舐なめてはいけない。問題はその距きよ離りだ。


　うねうね蛇だ行こうする道は、山のてっぺんまで続いている。しかも見たところ、徐じよ々じよに徐々に勾配がきつくなっている様子だ。周囲の木々のおかげで多少は日ひ陰かげができているとはいえ、荷物は重いし今日は気温が高い。


「重い……積み荷以外の何かが重い……」


「それはつまり、わたしに降りろと言っていますか、アルトゥール？　わたしは自分の仕事をしているだけなのですけど」


　アルトゥールの独り言に、荷車の上からご丁てい寧ねいに返事が返ってくる。


　冷たい氷を細い鉄の棒で叩たたいたみたいな、涼すずやかな声だ。この声が聞こえただけで少し涼しくなった気がした。


　でも気のせいだ。本当はちっとも涼しくなんかない。


「後ろから荷車を押しながらでもできる仕事だと思うけどなぁ、お前のは。そこに乗ってる必要性を感じないんだが」


「今回の積み荷はとても繊せん細さいなんですよ。なるべく近くに寄って、集中して補助しなければ。いくら格安の運び屋とはいえ、仕事が雑では信用問題になります」


　背後から滔とう々とうと語られたのは反論しようもない正論だ。悔くやしくて、無言のまま肩かた越ごしに振り返る。


　荷車に積まれているのは大きな箱だ。振しん動どうでずれないよう、縄なわでしっかり荷車に固定されている。


　その横にちょこんと座り、白銀の髪の少女は分厚い本のページを捲めくっていた。


　集中しているようには見えないが、それを指し摘てきしたところでたぶん勝ち目はない。何せ運び屋『ブリザード特急便』は、ユズカの力ありきなのだから。


　本に視線を落とす涼しげな顔が小こ憎にくたらしい。


　純度の高い氷みたいな、薄うすい水色の瞳は文字を追って忙いそがしそうに左右に動いている。その瞳に影を落とす長い睫は髪より少し色の濃こい銀色で、こちらも氷の針のようだ。


　まっすぐで長い髪は腰こしまで届き、耳の前に垂らした左右の横髪は一ひと房ふさずつ青いリボンで結び、飾かざっている。前髪は綺き麗れいに眉まゆの位置で切り揃そろえられて風がふくたびさらりと揺れて、艶つややかな髪が陽ひを弾はじいて光る様子は雪の照り返しそのものだ。


　肌はだも色白。だけど血色が悪いわけではなく、ほんのり色づく頰ほおは熟うれた桃ももに似ていて、すっと通った形の良い鼻の下にある唇くちびるも、ぷるんと潤うるおって薄うす紅べに色に透すけている。


　どの角度から見ても、文句の言い様のないくらい綺麗だ。


　しかし、そんなユズカにもひとつだけ欠けているものがある。


　彼女は異国風の服を好んで着る。体の前で左右の布を重ね合わせ、厚めの帯を胴どうに巻いて背中で結んで締しめる民族衣い装しようだ。


　本来は踝くるぶしまで丈たけがあるのだが、膝ひざ上うえまでばっさり裾すそを切り落として、下にフリルのスカートを穿はいて膨ふくらませている。服は瞳と同じ薄い水色で、帯は白。腕うでに垂れ下がるような大きな袖そでも特とく徴ちよう的で、そこには薄紅色の糸で小花模様の刺し繡しゆうが施ほどこされていた。靴くつは膝下丈の白いブーツだ。


　元の形よりだいぶ改造されてしまっているが、この衣装は胸が豊かだと締めた帯の上に胸が載のっかってしまって不格好になるらしい。


　けれどユズカはものの見事に着こなしていた。胸むな元もとから帯までつるんと真っ平らだ。もう十六歳だというのに断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


　ようするに貧ひん乳にゆうである。


　もっとも、それは禁句だ。言おうものならここに氷河期が来る。


　そんなわけで結局何も言えず、また前を向いて荷車を引いていく。


　それにしたって暑い。訳あって黒いコートを年中着ているから、なおさら暑い。額に浮うく汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい──アルトゥールは歩みを止めた。


　勾配が続く砂利道に、立ちふさがる影五つ。


「『ブリザード特急便』だな？」


　うちの一人が問いかけてくる。手にはナイフ。顔や露ろ出しゆつした腕には刺青いれずみ。田舎いなか寄りの都市なんかによくいる不良少年集団だ。


「配達依い頼らいのお客様、ってわけじゃないよなぁ」


　ため息交じりにアルトゥールはつぶやく。


　運び屋『ブリザード特急便』は冷蔵宅配を得意としている。しかも、本来なら氷や冷蔵車の手配で高額になる冷蔵宅配が格安。そのおかげで、そこそこ名も知れていて、温暖な気候の土地ではどの町に行っても依頼は途と切ぎれることがない。


　しかし、客を取られた配達業者の中にはそれを快く思わない者もいるらしい。


　正当な料金を請せい求きゆうして、『ブリザード特急便』はもっと安いのにと客に言われては業者も気の毒かもしれないが、たまにこうして町の悪童どもに小こ遣づかいを握らせて仕事を妨ぼう害がいしようとすることがあるから申し訳ないなんて思わない。


「なんでこんな暑いのにコートなんか着てんの？　強いって噂うわさだけど、なんか弱そうだし」


「女にこき使われてるしなぁ」


「でも女は噂通りすっげぇ美人！　本なんか読んでないでこっち見てよ！」


　荷車を引くアルトゥールを見て嘲ちよう笑しようし、荷車の上のユズカを見てぴーぴー指笛を鳴らす。


「うげぇ、馬ば鹿かっぽい……」


　表情にも言葉にもうんざりした気持ちを出して、アルトゥールはため息をついた。すると、その言葉を聞き咎とがめた少年たちの額に青筋が浮く。


「なんだこいつ、むかつく」


「いいじゃん。強いらしいけど今は二人とも丸まる腰ごしみたいだし、勝ったら俺たち『ブルー・シャーク』に箔はくが付くってもんだろ。ついでに女もらっちゃおう」


　ナイフを手の中でくるくる回しながら、挑ちよう発はつするように指をくいくいと折り曲げる。


　アルトゥールはもう一度ため息をついた。


「ユズカぁ。ちょっと荷車支えててくれ」


　荷車から手を離はなすために、ユズカに声をかける。二輪の荷車だから、支えがないと前後に大きく傾かたむいてしまうのだ。そうなれば積み荷の中身が台無しになってしまう。


　はぁっ、と小さくため息をついて肩かたをすくめたユズカは、長い白銀の髪とひらひらする袖をなびかせて荷車から飛び降りた。


　しかし本は開いたままだ。アルトゥールに代わって荷車を引く棒を片手で摑つかんで台を水平に保ち、腹部に当てて支えながら、視線は片手に持っている本の文字を追っている。


　そして少年たちにもアルトゥールにも一いち瞥べつもくれないまま、こう言った。


「早くしてくださいね。片手ではページがめくれませんから」


　少年たちの顔が引きつる。


　アルトゥールは重い荷車から一時的に解放され、手をぷらぷらさせながら答えた。


「あいよ。ちなみに、今どのへん読んでる？」


「ページの二行目です」


「んじゃあ充じゆう分ぶんだ」


　白い歯を剝むき出し、にぃっと笑う。


　それが癇かんに障さわったようだ。少年たちはナイフを構えてアルトゥールに駆け寄ってくる。


「調子にのるな！」


　ボスらしき刺青の少年が吠ほえる。


　アルトゥールはその一いつ閃せんを軽く横に跳とんで避よけた。


「なんだ、逃にげるだけか！」


　少年は振ふり向きざまにもう一いち撃げき。しかし、その違い和わ感に気づいたのか表情を変えた。


　だが、もう遅おそい。


　少年の手にはナイフの柄えしか残っていなかった。根本から切り落とされた刃はは空中できらりと光り──二つに分かれた刃と柄は同時に、赤い炎ほのおに包まれた。


「熱あちっ!?」


　たまらずボスは柄を放ほうり出す。


　それを啞あ然ぜんとして見ていた他の少年たちのナイフも、その隙すきに切り落とされ燃え上がった。全員ボスと同じように柄を投げ捨てて悲鳴をあげる。手を押さえ、うずくまっている者もいる。とはいえ、軽い火傷やけどだろう。


「な、なんだよ、それ」


　うずくまった少年がアルトゥールを見上げ、震ふるえる声で言う。


　彼が見ているのは、アルトゥールが肩に担かついでいるものだった。


　ゆるやかに湾わん曲きよくした片刃の長ちよう剣けん。


　刀身は鏡面のように輝かがやいている。


　アルトゥールはその剣の峰みねで肩をとんとん叩き、答えた。


「何って、剣だけど。物もの干ほし竿ざおにでも見えるか？」


　しかし少年たちはそんな答えを望んでいたのではないらしい。


「そんなん見ればわかる！　どこから出したんだよ！」


　アルトゥールの出いで立ちは黒いコートに黒いズボン、黒いブーツ。髪も黒いから真っ黒々だ。コートの丈は長いが、そのシルエットは細身で、隠かくす場所なんてないように見える。


　アルトゥールは頭をぽりぽり搔かきながらしばし考え──


「手品だ。種も仕し掛かけもないぞ。ちなみに出せるのは剣だけだから鳩はととか花束とかリクエストは不可だ」


　にかっと笑ってそう言った。


　しかし少年たちはまた表情を険しくさせた。馬鹿にされたと思ったらしく、憤ふん怒ぬの形相で火傷した手をポケットに突つっ込こむ。どうやらまだ武器を隠し持っているようだ。ただ道を通してくれればいいだけなのに、諦あきらめが悪い。


　はぅっとため息をついたアルトゥールは一度、両の目を閉じ──かっと見開いた。


　普ふ段だんは落ち着いた暗赤色で、光の加減で紫むらさきにも見える柘榴ざくろ石いし色の双そう眸ぼうだが、『能力』に集中する時は赤く煌こう々こうと輝く。


　それと同時に、剣──《炎龍ヴイーヴル》は赤い炎に包まれていた。


　湾曲した刀身の上に炎が蛇へびのように蠢うごめいて踊おどる。輝く双眸はこの炎に呼応しているのだ。


　アルトゥールはその赤い眼まな差ざしで少年たちを睨にらみ据すえる。すると彼らは蛇に睨まれたカエルがごとく硬こう直ちよくし、しまいにはごろんとひっくり返って気絶してしまった。


「あ、やっべ」


　炎で脅おどして道を空けさせようとしたのに、睨みだけでころりとは思っていなかった。道のど真ん中で倒たおれられたら邪じや魔まなのに。


「どかさないといけないじゃねーか。めんどくさ」


　早くしないとユズカに小言を言われる。


　とりあえず荷車が通れる幅はばだけ確保すればいいかと思い、倒れている人数を確かく認にんして……四人だった。さっきまで五人いたはずなのに。


「武器を捨てろ！」


　声は背後から聞こえた。振り返ってみると、そこにいたのは刺青の少年。ボスだけあって多少は骨があるのか、睨みだけで気絶とはいかなかったようだ。


　少年の手にはどこで仕入れたのか拳けん銃じゆうが握にぎられていた。その銃口は、いまだ黙もく々もくと読書を続けるユズカの頭に突きつけられている。


「女の頭吹ふっ飛とばされたくなかったら荷物を燃やせ！　手品なんて言って、どうせ発火装置でも隠し持ってるんだろ！」


　ユズカを人ひと質じちに取って勝ち誇ほこったように笑う。ユズカはまだ本から目を離さない。


　それを恐きよう怖ふで硬直しているせいだとでも思ったのか、刺青の少年は余よ裕ゆうの表情で彼女の全身を舐なめるように眺ながめた。


「首から上は無傷がいいな、もったいない。それにしても本当に人形みたいな美人だな。でも、人形なら胸に粘ねん土どで肉付けできるから人形のがマシか」


　間近で見て、ユズカに欠けているものを目め聡ざとく察したようだ。


　ユズカは身じろぎもしない。それで完全に安心しきったのだろう。少年は再びアルトゥールに目を向け、片手で銃を構えたままもう片方の手で荷車を指差す。


「ほら、早く燃やせよ。十数える間に──」


「あのさ」


　嬉うれしそうに命じ、カウントダウンまで始めようとした少年の言葉を無ぶ粋すいに遮さえぎる。


　でも、言わずにいられなかった。


「自分の手、見てみ」


　言葉を遮られたことに、少年はむっとした顔になった。しかしそれでも、ちらっと銃を持つ手を横目で見て──


「んなっ!?」


　顎あごが外れそうなほど大きく口を開け、目も見開き、顔面が破は裂れつしそうな形相で驚きよう愕がくした。


　それはそうだ。彼の手は、拳銃ごと分厚い氷で覆おおわれていたのだから。


「手！　手が！　つめた！　なんだこれ!?」


　耳をつんざく叫さけび声を上げ、少年は腕うでを振り回しながら走り回る。


　アルトゥールの脇わきを通り過ぎ、自分の仲間を蹴け散ちらし、最後には木に激げき突とつして仰あお向むけに倒れた。その拍ひよう子しに手を覆っていた氷は砕くだけ散る。


　ぶつかった時も倒れた時も、だいぶ痛そうな音がした。かなりの衝しよう撃げきだったのだろう。少年は完全に目を回していた。


　自じ業ごう自得だ。蜂はちの巣をつつけば蜂に刺さされて当然。彼はそれをやってしまったのだから。


　だが、道を塞ふさいでいた少年たちを蹴散らしてくれたおかげで、どかす手間がはぶけた。ほっとして、アルトゥールは肩に担いでいた《炎龍ヴイーヴル》を振り下ろす。


　すると《炎龍ヴイーヴル》は赤い火柱と化し、アルトゥールの左手の中へ潜もぐり込んでいった。


　埃ほこりを払はらうようにぱんぱんっと手を鳴らし、アルトゥールはぼやく。


「こいつら、変な噂うわさ振りまかないかな。俺は手品ってごまかしたけど、お前のはなぁ」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。氷も砕けましたし、夢だと思うでしょうから」


　氷が砕けたのは衝撃で割れたのではなく、ユズカが証しよう拠こ隠いん滅めつのため意図的に砕いたようだ。抜ぬけ目ない。


　荷車は再びアルトゥールの手に渡わたった。ユズカは当然のように荷台に乗り込む。


「さっきみたいな余力があるなら、歩きながらでも積み荷くらい冷やせるんじゃ……」


「アルトゥール」


　涼すずやかな声でユズカは抗こう議ぎを遮った。


　そして、初めて本の紙面から視線を外し、氷の色の目をすぅっと細めてアルトゥールを見み据すえる。


「わたしは今、とても機き嫌げんが悪いです」


「さぁ、あとちょっとだ！　張り切って登ろうかー！」


　やけ気味に明るく叫んでアルトゥールは荷車を引き、山道を駆かけ登った。


　出会った当時からほとんど育っていない胸のことを言われると、ユズカはとんでもなく不機嫌になる。こういう時は逆らわないのが一番だと、この七年で学んだ。


　それに、暑さはだいぶマシになった。何せ背後からひんやりと冷気が漂ただよってくる。むしろ今は寒いくらいだ。
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　ユズカと一いつ緒しよにいる限り、アルトゥールはコートを脱ぬげない。いつ吹雪ふぶきが起こるかわからない環かん境きようにいるのだから。


　運び屋『ブリザード特急便』はユズカのこの能力によって成り立っている。


　本日の積み荷はアイスクリーム。それもチョコレートやマカロンで飾かざり立てた特大ケーキ型だ。


　なんでも、この山の上にある別べつ荘そうで金持ちのお嬢じよう様さまがパーティーを企き画かくして、その目玉がこのアイスらしい。別荘にはアイスを作る機材がないから、町の有名パティシエに注文したものを迅じん速そく丁てい寧ねいな『ブリザード特急便』に配達依い頼らいしたという次し第だいだ。荷車は、アイスが巨きよ大だいすぎるのでパティシエが店のものを情けで貸してくれた。


　本来なら高額になる冷蔵運うん搬ぱんが格安なのも、元手がほとんどかかっていないから出来るのだ。何せ氷なんて用意しなくても、ユズカさえいればそれでいい。


　氷と冷気を操あやつる《氷姫グラス・レーヌ》。それがユズカの、贋人ギニヨルとしての能力。


　いつかは消し去りたい、怪かい異いの力。


　だけど今はそれより何より生活費が必要で。


「なんで金持ちは山の上なんかに別荘建てるんだろうな！」


「避ひ暑しよ地だからでしょうね」


　アルトゥールの憤ふん懣まんはユズカの一言で答えが出た。せめて会話を楽しもうという気もないらしい。


　勾こう配ばいはいよいよきつくなってきて、背後からの冷気で冷やされていても意味がないくらい汗あせが噴ふき出す。


「ユズカ……やっぱ、降り……」


「わたしは自分の仕事をしているだけです。そして今、とても機嫌が悪いです」


「あー、軽い軽い！　ユズカは羽根のように軽いなちくしょう！」


　涼しい顔で荷車に乗って読書をしつつ、片手間で積み荷を冷やすユズカ。


　そんな彼女を乗せた荷車を引いて汗あせ水みず垂らし、年とし老おいたロバみたいにぜぇはぁ言いながらアルトゥールは山頂の別荘を無心で目指した。
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　パルティシオン大陸の南部に位置するキュンバラは温暖な気候で、青い海に面した国だ。


　歴史ある港町も多く、貿易が盛んで、食文化と服ふく飾しよく文化に優すぐれている。


　大きな灯台のある町ジョワイユもそういった港町のひとつだ。


　昨日依頼を受けた、巨大アイスを山の上の別荘に運ぶ仕事はそこそこの金にはなった。小金持ち状態になってそんな町にいると、つい食べ物に目が行ってしまう。


「ユズカ、なんか食べよう」


「朝食ならさっき食べたでしょう？」


　どこかの店から漂ってくる匂においに誘さそわれたアルトゥールの提案を、ユズカは市庁舎の前の売店で購こう入にゆうした新聞を読みながら却きやつ下かした。


「でも、せっかくの観光地だぞ？」


「わたしたちがこの町に来たのはなんのためですか、アルトゥール？」


　ばさりと新聞を折りたたんで、ユズカは大きくため息をついた。


　地元新聞の一面を飾るのは、ジョワイユの町で最近立て続けに起きている殺人事件だ。


　被ひ害がいに遭あっているのは運び屋や旅芸人。定住しない根無し草ばかり。


　そして遺体からは心臓が抜き取られているという猟りよう奇き的な連続殺人事件。記事の見出しによると、すでに三件起きている。


「その犯人と接せつ触しよくするため。……わかってるけどさぁ」


　記事を指差して答えたものの、チーズの焼ける良い匂いが胃い袋ぶくろを刺し激げきする。ピザだってパスタだって十七歳の少年にかかればただの間食だ。


「昔は新しい街に来たらまず散策したじゃないか」


　昔、というほど過去の話じゃない。一年前まではそうだった。どんなにユズカが反対しても、そんなのお構いなしに『彼女』は二人を引っ張って行ったから。


　さっきの提案だって、『彼女』が言い出したならきっとユズカを頷うなずかせていたはずだ。


　しかしユズカは取り合おうともしない。


「だったらお一人でどうぞ。わたしはそんなに食べられませんし、食べるためには働かないといけないんです」


　一人で食事したってつまらない。アルトゥールは肩かたをすくめて諦あきらめ、コートのポケットから一枚の写真を取り出す。


　そこに写っているのは、眼鏡をかけた青年だ。


「ディニタ・イングリス……その写真も、だいぶ古くなってしまいましたね。当時は二十二歳でしたから、今は二十九歳です。生きていれば、ですけど」


　写真を横からのぞき見て、ユズカが言う。


　この写真は手配写真だ。ディニタ・イングリスという名の逃とう亡ぼう犯。


　アルトゥールとユズカは望みを叶かなえるため、この男を捜さがしている。


　しかし手がかりなど何もない。だから、まずはディニタに繫つながりそうなものを見つけるしかないのだ。


　そのためにもう何年も大陸中を転々として、今はこのジョワイユの町にいる。この町で起きている殺人事件の犯人が、ディニタの行方ゆくえを知っている可能性があるのではないかと考えたからだ。


「記事によると、事件の被ひ害がい者しやは心臓を綺き麗れいに抜き取られているそうです。三人とも同じ傷で、同一犯だろう、と。まず間ま違ちがいなくマテリエ狙ねらいでしょう。贋人ギニヨル狩がりですね」


　そう言ってユズカは自身の胸むな元もとに手を添そえた。


　贋人ギニヨルの心臓、マテリエがそこにある。


「マテリエを回収するのはシローフォノ軍……か。あの灰色の軍服の」


　七年前のことを思い出す。キュンバラの隣りん国ごく、シローフォノでの出来事だ。


　そこでアルトゥールはユズカと、そして『彼女』と出会った。


　木こ漏もれ日みたいな笑え顔がおを思い出しながら、アルトゥールは写真を仕し舞まってポケットの中に手を入れる。そこには、布の袋ふくろに入れた小さな固い欠片かけらがあった。


「贋人ギニヨルの存在は秘ひ匿とくにされていますから、マテリエ回収部隊の行動も同様でしょう。私服で市民に紛まぎれていると思いますよ。逃亡犯討とう伐ばつ部隊もです。だからこそ厄やつ介かいなのですけど」


「殺された奴やつらは、なんで贋人ギニヨルだってばれたんだろうな。贋人ギニヨルは見た目だけなら人間と見分けがつかないのに」


「さぁ？　それは犯人に訊きいてみなければわかりませんね。何か見分ける方法があるのかもしれませんし、単純に能力を使っているところを見られたのかもしれません。その可能性が一番高いのでは……」


　言い差し、ユズカは俯うつむく。その表情が陰かげったことに気づいたアルトゥールは彼女の白銀の髪かみをくしゃりと乱すように乱暴に撫なでた。


「もう、何をするんですか」


　頭の上の手を払い除のけ、ユズカは不機嫌な様子で髪を整える。いつもの調子に戻もどった。それに安心して、アルトゥールはひらひらと手を振ふる。


「じゃあ、いつも通り俺は捜そう索さくでいいな？　ユズカは……」


「仕事です。本当なら一緒に手がかりを探したいですけど、生活費も大事ですから」


「世せ知ち辛がらいねぇ」


　ユズカの答えにアルトゥールはため息をこぼす。


　もともと『ブリザード特急便』は格安の冷蔵運搬を売りにしている。そうしなければ他の配達業者に勝てないし、数をこなしてなんぼだ。


　そして冷蔵運搬にはユズカの能力が必要不可欠。先日のように重い物を運ぶ場合はアルトゥールも駆り出されるが、一人で抱かかえられる荷物ならばユズカだけで充じゆう分ぶんなのだ。


　そうして彼女が働いている間に、アルトゥールはディニタ・イングリスに繫がる情報を探す。こうしなければ目的と生活を両立できない。


「仕事募ぼ集しゆうの張り紙は市庁舎の掲けい示じ板ばんに貼はっておきましたから、依頼が入ればすぐにでも向かいます。アルトゥールも、よろしく頼たのみますね。どうかお気を付けて」


「おう、ユズカもな。俺よりお前のほうが狙われる可能性高いんだから、人ひと気けのない場所には近づくんじゃないぞ」


「心得てますよ」


　そう言って、ユズカはアルトゥールに背を向けて市庁舎の中へと入っていった。


　離はなれていく白い後ろ姿を見送って、アルトゥールも町へと繰くり出す。


　ユズカは贋人ギニヨルだ。


　シローフォノの研究機関、クレイドルにて生まれた怪異の力を持つ人型の生命兵器。


　本来、贋人ギニヨルには感情も自我もない。しかしユズカには意思もあるし、些さ細さいなことで怒おこるような少女らしい感情も持っている。


　いわば欠けつ陥かん品の贋人ギニヨルなのだ、ユズカは。


　だからこそ願っている。普ふ通つうの人間になりたい、と。


　アルトゥールはその願いを叶えてやりたい。そして自身の望みも叶えたい。


　そのために、ディニタ・イングリスを捜している。


　反逆者の巣として滅ほろぼされた第四クレイドルの研究員で唯ゆい一いつ生き延び、逃亡した男を。
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　贋人ギニヨルの心臓であるマテリエを回収する者のことを、アルトゥールたちは贋人ギニヨル狩りと呼んでいる。


　贋人ギニヨルは本来、感情を持たず、クレイドルで育成された後はシローフォノ軍のもとで使し役えきされる兵器。感情ある欠陥品は反はん抗こうの危険性があるため、処分される決まりだ。


　そのはずだったが、感情を持って生まれてきた贋人ギニヨルに情けをかけて逃にがしていたのが第四クレイドルの研究員たちだった。


　結果、第四クレイドルは反乱の徒とみなされ、七年前に焼き払はらわれた。


　所長を含ふくむ研究員、贋人ギニヨルたちもろとも。


　しかし、その事実を知るのはシローフォノ軍と当時その場に居合わせ生き残った者だけ。一いつ般ぱんの人間は、そもそも贋人ギニヨルなんて知らないし、クレイドルのことだってシローフォノの研究施し設せつという認にん識しきでしかないだろう。


　アルトゥールだって、知らなかった。あの日、あの場所で彼女たちに出会うまでは。


「もう七年か……」


　路地裏を歩きながら、アルトゥールはつぶやく。


　当時、十歳だったアルトゥール。ユズカは九歳で、『彼女』は十一歳だった。


　あれからずっと、望みの綱つなであるディニタを捜している。いいかげん何か糸口を見つけたいものだ。


　クレイドルから逃げた贋人ギニヨルを追うのはシローフォノ軍で、逃亡犯ディニタ・イングリスを追うのもシローフォノ軍だ。


　それなら、贋人ギニヨル狩りの犯人は軍の関係者であろうと考え、アルトゥールとユズカは贋人ギニヨル狩りに接触しようと考えた。ディニタの行方を探さぐるために。


　もちろん危険は承知している。ユズカが贋人ギニヨルだと悟さとられたら殺されるかもしれない。だから、アルトゥールが捜索を担当するのは彼女を守るためでもあるのだ。


　とはいえ、贋人ギニヨル狩りに関しても何も手がかりはない状態だ。新聞にも報じられる殺人事件であるなら警察も捜そう査さをしているだろうが、ただの運び屋に捜査内容を教えてくれるはずもない。独自に情報を集めていくしかないのだ。


「目ぇ疲つかれたぁ。こういう地味な作業って一人でやるときついんだよな……」


　しょぼしょぼする目を擦こすりながら、アルトゥールは手に持ったメモ帳に視線を落とした。


　まずは情報収集ということで、町の図書館に行って事件の記事が載のっている過去の新聞を読み漁あさり、重要だと思った記事を全部メモに書き写してきたのだ。そのため昼時はもうとっくに過ぎてしまって、腹の虫がきゅるきゅる鳴るし、何より目が疲れてしまって眉み間けんのあたりが痛む。


　図書館に向かう途と中ちゆうに見かけたカフェにでも行って休きゆう憩けいしようかと思ったが、道を間違えてしまったようで店が見当たらない。


　古い町並みの景観を守るためか、建材も色しき彩さいも統一感があって、綺麗なのは綺麗だが代わり映えしない風景のせいで迷いやすかった。


　繁はん華か街がいまで行けば看板やら何やら目印になるものが溢あふれているが、それ以外の場所は白い壁かべと赤い屋根が海に臨のぞむ斜しや面めんにずらりと並ぶばかりだ。


　だったらもう、適当にその辺の店に入ればいいか。どうせ一人だし。


　飲食店の看板を探してアルトゥールはきょろきょろと視線を巡めぐらし──


「きゃっ！」


　どすっと横腹に軽い衝しよう撃げきがあって、それと同時に悲鳴が聞こえた。


　驚おどろいて声の出所を探してみる。すると、足あし下もとに若い女が座り込んでいた。


　どうやら、よそ見をしていたせいでぶつかってしまったらしい。


「悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」


　持っていたメモ帳をポケットに突つっ込こみ、慌あわてて手を差し出す。しかし女はその手を取らず、自力で立ち上がってお尻しりについた砂をぱたぱた払って顔を上げた。


「いえいえ、こっちこそぼーっとしちゃってて。ごめんなさい」


　両手を背中に回したまま、会え釈しやくするように前まえ屈かがみになってぺろりと舌を出す。明るいピンクの口紅を塗ぬった唇くちびるはにっこりと微笑ほほえんでいた。


　化け粧しようのせいで一いつ瞬しゆん大人びて見えたが、たぶんアルトゥールやユズカと同年代だ。


　カスタードクリームに似た、こってりした色の金きん髪ぱつは鎖さ骨こつのあたりまで伸のび、毛先はくるんと内巻きになっている。前髪だけが、染めているのか地毛なのかは知らないがチョコレート色だった。


　ぎりぎり感溢れる丈たけの短いプリーツスカートは焦こげ茶色とピンクのチェック柄がらで、フリルのついたベアトップは淡あわいピンクの単色。


　耳にはいくつもピアスが連なっていて、派手な菓か子しが人間になって歩いているみたいな少女だ。
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「怪け我が、なかったですか？」


　声も甲かん高だかくて妙みように甘ったるく、耳にシロップを流し込まれている気分だが、言動は礼れい儀ぎ正ただしい。


　少し吊つり気味の大きな目はサファイアみたいな濃こい青で、じっとアルトゥールを見上げてくる。


「いや、大丈夫だけど……」


「よかったぁ。じゃあ、あたしもう行きますね」


　高いヒールの靴くつを履はいた足でくるっと方向転てん換かんし、彼女は早足でその場を立ち去ろうとして──


「ちょっと待て」


　アルトゥールは少女の肩かたをがっしり摑つかんで引き留めた。


「はい？」


　耳のピアスをしゃらんと鳴らし、少女は振り返った。ピンクの唇は相変わらずにっこりしていて、大きな青い目を丸くして何度も瞬またたかせる。


　まるで何も知らない無む垢くな子こ猫ねこみたいな表情だ。しかし。


「盗とったものを全部返せ」


　怒いかりを堪こらえて静かにアルトゥールが警告した直後、その甘やかな笑顔は崩くずれ去った。


「はァ？　何？　言いがかりとか超ちようウザいんですけど。マジありえない」


　青い目を鋭するどく細め、ピンクの唇で粗そ野やな言葉を吐はく。もちろん、もう微笑みなど浮うかべてはいなかった。獣けものが威い嚇かくするような険しい顔でアルトゥールを睨にらみ、肩を摑む手を強ごう引いんに振り払って逃げようとする。


　だが逃がすわけにはいかなかった。摑んだ肩を強引に引っ張り、少女を振り向かせてその手首を摑まえる。


　そこには、コートのポケットに入れていたはずの手配写真と小さな布の袋ふくろが握にぎられていた。


「返せ」


　少女の青い瞳ひとみに、アルトゥールの顔が映り込む。柘榴ざくろ石いしに似た暗赤色の双そう眸ぼうが剣けん呑のんな光を宿していた。


　しかし、ただのスリにしては肝きもが据すわっているのか少女は額をぶつける勢いで睨み返してくる。


「手、超痛いんですけど。離してくれないかな？　女の子に暴力とかマジかっこ悪いし。あんたモテないでしょ」


　さっきとは違ちがう、小こ馬ば鹿かにしたような笑みで唇が歪ゆがむ。ずいぶんな豹ひよう変へんっぷりだ。それに、痛いと言われても抵てい抗こうして逃げようとするのだから放せるわけがない。


「ご託たくはいいからそれを返せ！　じゃないと警察……」


「ふんっ！」


　アルトゥールが言い終えるのを待たず、少女が気合いを込めて足を踏ふみつけてきた。尖とがったヒールがアルトゥールの足に食い込む。革のブーツを履いていたから多少は守られたが、全体重を乗せられたせいで衝撃が重い。


「んがっ!?」


　仰のけ反るほどの痛みに歯を食いしばり、それでも手を放すわけにはいかず、とにかく少女の足をどかせるために体当たりして──高いヒールを履いている少女は踏ん張ることができず、アルトゥールを巻き込んでひっくり返ってしまった。


「ちょっと！　何すんのよ！」


「お前が諦あきらめ悪いからだろが！」


「先に放してくれたら返すってば！」


「信用できるか！」


　ぎゃんぎゃん言い合いながら取っ組み合いになる。地面に転がってもなお苛か烈れつな目をして暴れる少女から盗られたものを取り返そうと、アルトゥールは懸けん命めいにねじ伏ふせた。


　するとさすがに苦しくなってきたのか、少女は足をばたつかせて甲高い声で叫さけぶ。


「もーやだ！　早くどいてよ！　ここまですることないじゃない！　サイテー！」


「うるさい！　いいかげん諦め……」


「何をしているんです？」


　突とつ然ぜん聞こえた涼すずやかな声に、アルトゥールと泥どろ棒ぼう少女は同時に顔を上げた。


　そこに立っていたのは異国風の服を着た白銀の髪かみの少女。


　薄うすい水色の双眸は、暑い砂さ漠ばくでさえ一瞬で雪原に変えてしまいそうな眼まな差ざしでアルトゥールと泥棒少女を交こう互ごに見比べていた。


　その目に見られているだけで、ぞくっと背筋まで凍こごえる。そして我に返った瞬間、自分が客観的に見てどういう状じよう況きようなのか悟った。


　人ひと気けのない裏路地で、嫌いやがる女に馬乗りになっている男。


　しかも最悪なことに、暴れるのを押さえつけようとした手の下に、弾だん力りよくたっぷりの柔やわらかい塊かたまりがある。


　それが何かはわかってしまったが、怖こわくて下を見られない。


　びょう、と冷たい風が吹ふいた。いや、実際には吹いていないのかもしれないが、彼女の目を見ているだけで雪山に迷い込んだ気分になった。寒くて奥歯がかちかち鳴って、上う手まく言葉が出てこない。


　アルトゥールが震ふるえ上がっている目の前で、ユズカはブーツの踵かかとをかつかつ鳴らして歩み寄ってくる。


「わたしが生活費のため働いている間に、あなたは何をしているんです？」


「いや、あの、これには訳、がっ！」


　釈しやく明めいはそこで途と切ぎれた。冷気を纏まとった平手打ちが高い位置から振ふり下ろされ、アルトゥールの左頰ほおを狙ねらい違たがわず捉とらえたから。


　首がもげそうな一いち撃げきに、景色がぐるんと一回転して地面にべちょっと叩たたき付けられた。


　仰あお向むけに倒たおれたアルトゥールの眼前に立ったユズカは、つららのような視線で見下ろしてくる。


「失望してもよろしいですか？」


「……もうしてるだろ……。ていうか、誤解なんだってば……」


「更さらに言い訳とは。警察を呼んだほうが良かったでしょうか」


「あー、いっそ呼んでくれ！　そんで、そこの泥棒捕つかまえてもらえ！」


　ひりひりする頰を片手で押さえながら、どうにか起き上がったアルトゥールは泥棒少女を指差し──


「あれ？」


　その姿は、いつの間にか忽こつ然ぜんと消えていた。


　逃にげられた。そう悟さとった瞬間、ざぁっと血の気が引く。


　がばっと立ち上がって路地に視線を巡らし、無造作に放置されていたそれを見つけた瞬間、安あん堵どしてしゃがみ込んだ。


　逃げる時に落としていったのか、スリ盗られたもの──手配写真と布の袋は無事だった。写真はまたどこかで仕入れることも可能だが、この袋の中身は他に代わりなんてない。


　拾い上げ、中のものを手のひらの上に出してみる。


　透とう明めいな黄金色の宝石だった。もとは楕だ円えん形だったが、半分に割れてしまっている。袋に入っていたのは、二つに割れた片方だけだ。もう片方はユズカが持っている。


　そうすることで、『彼女』と共にいられる気がするから。


　両手で包み、自分の胸に押し当てる。


「それを、盗られそうになったのですか……？」


　問うユズカの表情は、もう氷点下の眼差しではなかった。その代わり、わずかに眉まゆ尻じりを下げて目を伏せる。


　悲しさを堪えている時の表情だった。


　……仕方のないことだ。まだ、一年ほどしか経たっていないのだから。


　宝石の欠片かけらを元通り袋に入れ、手配写真と一いつ緒しよにポケットに収める。そして、まだ痛む頰を摩さすりながら、アルトゥールはユズカに向き直った。


「そういうわけで、あれは正当防衛みたいなもんだ」


「なるほど。失礼しました。ですが……」


「ですが？」


　伏せていた氷色の目が再びアルトゥールを睨み上げる。


「たとえ相手が泥棒とはいえ、女性の胸を鷲わし摑づかみにしていたことは事実です。取り返すだけなら、他にもやりようがあったのでは？」


　あぁ、やっぱりあの柔らかいものはそれだったのか。


　しかも、手に残る感かん触しよくから察するに、かなり大きい。


　だけどそんなことは微み塵じんも表情には出せない。ユズカの前では絶対に。


「そうだな、気をつけるよ。お前じゃなくて他の誰だれかに見られてたら本当に警察呼ばれてしょっ引かれてたかもしれないんだもんな。こういう時、男って不利なんだよなぁ。泥棒被ひ害がいに遭あってるのはこっちなのに」


　しおらしく注意を受け入れる。今は、目の前に蜂はちの巣があると考えた方が良い。最善を尽つくさなければ、殺やられる。


　それで多少は気が済んだのかユズカは長くため息をつき、白銀の髪を翻ひるがえしてアルトゥールに背を向けた。


「泥棒に狙われるのも困りますよ。今は贋人ギニヨル狩がりの犯人と接せつ触しよくするために行動しているのですから、気を引き締しめてくださいね」


「はーい」


「『はい』は伸のばしてはいけません」


　言いながら、振り返ることなくユズカが肩かた越ごしに何かを投げてくる。


　反射的に受け取ったそれは、拳こぶしの大きさの氷だった。


「うわ、つべた！」


　たまらずコートの裾すそで包む。そんなアルトゥールに背を向けたまま、ユズカは言う。


「腫はれてますから、それで冷やしてください」


　手が出てしまったことを悪いとは思っているようだ。


　それがなんだか可お笑かしくて、つい笑ってしまったら腫れた頰がとんでもなく痛くって、もらった氷が思った以上に役に立った。


　痛みが引いてくると同時に腹が鳴る。そういえば、食事ができる場所を探していたのだ。


「なぁ、ユズカ。昼飯は食べたのか？」


「いいえ、まだですけど」


「じゃあ一緒に食おう。俺もまだなんだ。それとも、仕事中か？」


「今日の仕事はさっき終わりましたから、構いませんよ。帰る途と中ちゆうであなたに会ったんです。けれど、この辺りは店は少ないようですね。あっても、閉店してしまっていますし」


　答えたユズカは辺りを見み渡わたす。


　彼女の言うとおり、この辺りは店そのものが少ない。だからこそ、アルトゥールも休きゆう憩けいできる場所を探して歩き回っていたのだ。


「なんで閉まってるんだろうな。観光地ならもっと繁はん盛じようしてていいはずなのに」


　溶とけてきて小さくなった氷をその場に残し、アルトゥールは再び飲食店の看板を探しはじめる。


「繁はん華か街がいまで行ったほうがいいかもしれませんね」


　そう言いながらもユズカは素す直なおについてくる。もう怒おこってはいないようだ。アルトゥールは内心ほっとして……その視界に、探していたものが飛び込んできた。


「あ、あそこ。あの看板、ピザじゃないか？」


　ペイントした木製のピザの看板が小さな店のドアの上に揺ゆれている。そのドアには『営業中』のプレートが掲かかげられていた。


「あの店は開いてるみたいだな。行ってみよう」


　チーズの焼ける良い匂におい。間ま違ちがいなく営業しているようだ。アルトゥールは匂いの発信源である店のドアに近寄り、中に人の気配を確かく認にんして開けた。ドアベルがカランカランと賑にぎやかに鳴る。


「いらっしゃいませー！」


　出で迎むかえたのは元気の良い女の声。チーズの焼ける良い匂いが店内に満ちていた。


　椅い子すもテーブルも古くて使い込まれているが、よく手入れされているのか清潔で感じの良い店だ。窓辺に置かれた鉢はち植うえには幾いく種類もの花が咲さいていて、椅子には手作り感溢あふれるパッチワークのクッションが置かれている。


　厨ちゆう房ぼうの奥には階段があった。一階は店てん舗ぽ、二階は自宅という造りなのだろう。


「お客さん、二人？　カウンターでいいかしら？」


　カウンターの内側にいる若い女が、返事も待たずにカウンターの席に水入りのグラスを二つ置く。特にこだわりはないからアルトゥールはその席に座り、少し遅おくれて店に入ってきたユズカも隣となりに座った。そして店員の女はメニューを差し出してくる。


「おすすめはトマトとスモークサーモンとチーズのピザよ。──お兄さん、その顔どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


　店員は近くで見たアルトゥールの顔に赤い手形が残っているのに気づいて、目を丸くした。それと同時に、アルトゥールとユズカはそれぞれ逆方向へ顔を背そむける。


「あー、いや、ちょっといろいろと……でも、もう冷やしたから大丈夫。おすすめのやつお願いするよ。ユズカはどうする？」


「……わたしはそんなに食べられませんから、アルトゥールの分を一切れ分けていただくだけで結構です」


　話すと長くなる上に、あまり人に話したくないのではぐらかす。ユズカもそれに同調した。そして店員も、それ以上は踏ふみ込むべきではないと判断したのか、メニューを引っ込めてカウンター内の作業に戻もどる。


　店の奥には煉れん瓦が造りのピザ窯がまがあって、そこではすでにピザがじりじりと焼かれて良い匂いを放っている。しかし、客はアルトゥールたち以外にいない。


「それ、賄まかない？」


「いいえ、うちは出前もやってるのよ」


「あれ？　じゃあ俺たちいきなり来て迷めい惑わくだった？」


　店員はこの若い女の他に見当たらない。ピザだから、出来たらすぐ注文先に持っていかないと冷めてしまうだろうに、アルトゥールが注文した分なんて作っている時間はあるのだろうか。


　しかし、その疑問はすぐに店員が笑え顔がおで打ち消した。


「平気平気。うち、もう一人いるから。今も出前に行ってくれてるの。もうじき帰ってくると思うから、お客さんたちの分もすぐ出せるわよ」


　調理台に打ち粉こをして、生き地じを伸ばしながら女は言う。


　店員かと思ったが、彼女は店主なのだろうか。ずいぶん若い店主だ。ブルネットの髪かみを頭の低い位置でシニヨンにして、刺し繡しゆうの入った三さん角かく巾きんを被かぶり、鼻の頭に小麦粉をつけたその顔は二は十た歳ち前後に見える。


　出された水を一口飲んで、ぼんやりと調理の様子を眺ながめる。ピザ生地を持ち上げ、軽快にくるくる回す様子は見ていて面おも白しろい。なかなか見事な腕うで前まえだ。


　そうやって伸ばした生地に具材が載のせられ、船のパドルみたいな長いへらで窯の中へ入れられる。


　あとは焼き上がるのを待つだけだ。作業が落ち着いた店員は、手についた粉を洗い流してカウンターの台に頰ほお杖づえをついた。


「お客さんたち、観光で来たの？　良い町でしょ」


「ええ、素敵な町並みですね」


　答えたのはユズカだ。まるで教科書みたいな受け答えで、笑顔もなく、話題を広げようという意思のなさが窺うかがえる。


　もともとユズカは人見知りな性格なのだ。慣れれば普ふ通つうに接することができるものの、初対面の相手に愛あい想そ良く振ふる舞まうことはできない。子供の頃ころなんかは、ぼそぼそと俯うつむいて喋しやべるような子だった。


　けれどクレイドルから逃げ出してからは、そんな調子では生きていけない環かん境きようだった。環境に鍛きたえられ、背筋のしゃんと伸びた頼たよりがいのある女になったものの、恥はずかしそうにもじもじしながら喋る、小さかったユズカが懐なつかしくなることもある。


　話題はまったく広がらなかったが、店員の女は特に気にする様子もなく、笑顔でピザ窯の様子を見に戻った。出前用のピザがもう焼き上がるのか、皿と籠かごを用意してへらを手に取る。


　それとほぼ同時だった。ドアベルを鳴らし、ドアが乱暴に蹴けり開けられたのは。


「よう、ジリアン！　今日も不ま味ずい飯作ってんのか？」


　そんな下品な声と共に、数人の若者たちが店に押し入ってくる。店員の女はへらを剣けんのように構え、カウンターの奥から飛び出してきて彼らの前に立ちふさがった。


「お客さんが来てるのよ！　迷惑だから帰って！」


「こんなボロい店に客？　道に迷った観光客でも入ってきたんだろ、どうせ。おーい、お客さーん。この店不味いよー」


　店員の怒ど声せいに、笑いながらそう言って仲間たちもげらげら笑う。


「今日はあの男がいないってわかってるからな。前みたいにはいかな……」


　若者のうちの一人が何やら言いかけ、不自然に言葉が途と切ぎれた。いきなりすぎる騒さわぎに、ちょっと身を乗り出して様子を窺ったアルトゥールと若者の目が合い──


「あ、昨日のなんとかシャークだ」


　なんかどっかで聞いた声だなと思ったが、その顔にも見覚えがあった。昨日、仕事の妨ぼう害がいをしてきたなんとかシャーク……たぶん、『ブルー・シャーク』だったと思う集団がそこにいた。


「なんだお前ら。まだ俺たちの仕事妨害する依い頼らい受けてんのか？」


「い、いや、ちが……！　今日は違う！」


　顔を真っ青にして、言い繕つくろうのは昨日ユズカに手を氷こおり漬づけにされた少年だ。仲間たちも脂あぶら汗あせを垂らして、すでに後あと退ずさりをはじめている。


「騒そう々ぞうしいですね。ここは食事をする所なのですが？　わたしは静かな場所が好きなんです。雪原のように静かな場所が」


　そう言いながらユズカは椅子から腰こしを上げ、少年に目を向けた。その瞬しゆん間かん、堪こらえきれなくなったのか少年は悲鳴を上げて仲間たちを押しのけ、店から飛び出していく。


「騙だまされたちくしょー！　こいつらがいるなんて聞いてねー！」


「辻つじ斬ぎり放ほう火か魔ま怖こわいよお母ちゃーん！」


「俺もう『ブルー・シャーク』辞やめる！　こんな奴やつら相手にしてたら死ぬって絶対！」


　一人が逃にげたことで、仲間たちも口々にいろいろ叫さけびながら転げるように店を出て行った。あとに残された店員はへらを構えたまま、開けっ放しのドアとアルトゥールたちの顔を交こう互ごに見比べる。


「え、何？　辻斬り？」


「店員さん、ピザが焦こげますよ」


　すとんと座り直したユズカが涼すずしい顔で告げると、店員はハッとした顔でピザ窯の前に駆かけ戻り、へらを差し込んでピザを救出した。


「良かった。ちょうど良い焼き加減だわ」


　ほっとした声でつぶやいて、ピザを皿に載せて籠に入れて蓋ふたをする。その作業を見ながら、アルトゥールはぼそりと零こぼした。


「なんか変なあだ名つけられたんだけど」


「好きに呼ばせておけばいいんじゃないですか？　おかげで、もう仕事の邪じや魔まをされずに済みそうですし」


　平然とした顔でユズカは水を一口飲む。その時、開けっ放しのドアから慌あわてた足音が飛び込んできた。


「ジリアン、大丈夫かい!?」


　店に駆け込んできたのは二十歳前後の若い男だった。くすんだ灰色の髪を長めに伸のばしていて、垂れ気味の目が穏おだやかそうだ。一瞬、『ブルー・シャーク』の仲間が舞い戻ってきたのかと思ったが、店員──ジリアンはその男を笑顔で出迎える。


「おかえりなさい、サムエル」


「おかえり、って……。さっき、『ブルー・シャーク』の連中がこの店から出ていっただろう？　何もなかったのか？」


「平気よ。なんだかよくわからないけど、このお客さんたちが追い払はらってくれたから。それより、ちょうど良かったわ。たった今、出前のピザが焼き上がったところなの。いつもの、図書館の司書さんの所よ。お願いできる？」


　ジリアンは返事を待つことなく、ピザ入りの籠をサムエルに差し出した。サムエルはそれを受け取り、アルトゥールとユズカに目を向ける。


「君たちが……？」


　二人の姿を……特にユズカの姿を見て、サムエルは驚おどろいたように目を見開いていた。


　確かに、アルトゥールはともかくユズカが暴漢を撃げき退たいできるようには見えないだろう。澄すました様子で水を飲むユズカは、サムエルの視線に気づかないふりでごまかそうとしている。


　サムエルはしばらく無言で二人を見ていたが、ジリアンに肘ひじで小こ突づかれて我に返ったのか深々と頭を下げた。


「ありがとう。あの連中には困っていたんだ。ジリアン、何かお礼をしなきゃ」


「もちろんよ。わたしがやっておくから、あなたは出前行ってきて。冷めちゃうわ」


　笑いながらそう言ってジリアンはサムエルの背中をぽんと叩たたく。それに押されるようにしてサムエルは店を出て、もう一度会え釈しやくをしてからドアを閉めた。


「今の、旦だん那なさん？」


「やだ、違うわよ。うちの住み込み従業員なの」
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　何気なく訊きいたアルトゥールに、ジリアンは顔を赤くして答える。その赤い顔をごまかすように、熱いピザ窯を覗のぞき込んだりする様子はうぶな女学生のようだ。


「あ、そうだ。デザートに焼いたパウンドケーキがあるから食べていってよ。さっきのお礼ってことで」


　ピザがまだ半焼き状態で、照れ隠かくしの行動に困ったジリアンはレジ横のガラスケースに入っていたパウンドケーキを取り出して二人の前に差し出した。乾かん燥そうした果くだ物ものが入っていて、断面が色いろ鮮あざやかだ。


　食事より先にデザートを食べるのは変かもしれないが、アルトゥールは食べる順番だとか細かいことは気にしない。フォークも用意されていたが、直接手て摑づかみでかぶりつく。しっとりした生地の甘みの中にある、香かおり付けの酒のきりっとした微かすかな刺し激げきが心ここ地ち好よい味だった。


「へぇ、けっこう美う味まいな。ユズカも食ってみろよ」


「本当は、デザートは食事の後にいただきたいのですが……」


　細かいことを気にするユズカは少し躊躇ためらっていたが、アルトゥールがあまりに美お味いしそうに食べるのを見て興味を持ったのかフォークを手に取る。小さく上品に一口分切り取って、口に入れ──


「美味しい……」


　水色の目を丸くして、ほうっとため息をつく。愛想というものを知らないユズカがこういう反応をするのは、素す直なおに感動している証あかしだ。表情が綻ほころんだりはしないが、フォークを動かす速度が速くなってせっせとケーキを口に運んでいく。


　その様子を見て、ジリアンは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「気に入って貰もらえてよかった。昔、母さんがよく作ってくれたケーキなの。……さっきは騒がしくしてごめんなさいね」


　ジリアンの微笑みが苦く笑しように変わる。


　最後の欠片かけらを口に入れ、その風味を楽しんで飲み込んだアルトゥールは世間話のつもりで問う。


「あの連中、なんでこの店に嫌いやがらせなんかしてるんだ？」


「うちの店だけじゃないのよ。この町、観光で人気が出てきているから最近新しいホテルがたくさん出来てるの。それで、この一帯にもホテルを造ろうとしてる人がいて、立ち退のきさせるためにああやって不良連中使って嫌がらせしてきてるってわけ。周りの店も何軒けんか閉めちゃったし、うちも雇やとってた店員みんな辞めちゃってね。もうだめかなぁって諦あきらめてた時にサムエルが来てくれて、今もどうにか頑がん張ばれてるのよ。母さんが始めた店だから、やっぱりそう簡単には手放したくないのよね」


「お袋ふくろさんは？」


「二年前に、ね……。でも、平気よ。サムエルがいるもの。さっきの奴らも、いつもはサムエルが追い払ってくれるの。今日は出払ってるのを確かく認にんしてから来たみたいだけど、お客さんたちのおかげで助かっちゃった。本当に観光で来たの？」


　ジリアンの目に好こう奇きの色が宿る。アルトゥールはユズカと目を見み交かわし、互たがいに頷うなずき合う。


「実は、ちょっと調べたいことがあってこの町に来たんだ」


「へぇ、なになに？」


「この町で起きてる殺人事件、あるだろ？　その犯人が、俺たちが捜さがしてる人の行方ゆくえを知ってるかもしれないんだ」


　アルトゥールがそう答えたとたん、ジリアンの表情が強こわ張ばった。


「その事件って、心臓を抜ぬき取られるとかいうやつでしょう？　そんな怖こわい事件、警察に任せておいたほうがいいわよ。危ないわ」


　心配そうにジリアンは言う。それが普ふ通つうの人の反応だろう。しかし、アルトゥールは肩かたをすくめる。


「警察に捕つかまった後だったら、話を訊くなんてできないからな。俺たちは捕まえたいんじゃなくて、あくまで話を訊きたいだけなんだ。何か、噂うわさみたいなことでもいいから知らないか？」


　贋人ギニヨル狩がりを普通の人間である警察が捕まえるなんてほぼ不可能だろうが、方便としてそう言っておく。


　ジリアンは神しん妙みような顔で首を横に振ふった。


「わたしは何も……。お客さんたちにも事情はあるんだろうし、止めはしないけど、本当に気をつけて。新聞で見るたび嫌な気分になるんだもの」


　重いため息をつき、ジリアンはピザ窯がまの様子を見に行った。良い具合に焼けてきたのか、へらを手にとってピザを窯の奥から取り出す。そしてカウンターの台に置いていた皿へ移し、ピザカッターで綺き麗れいな六等分にしてくれた。


「お待たせしました。熱いから気をつけてね」


　気持ちを切り替かえ、笑顔で皿を差し出してくる。大きな皿だ。アルトゥールがそれを受け取ると、ジリアンはすぐにもう一枚小さな皿を出してきてユズカに渡わたす。分けて食べると言っていたのを、ちゃんと覚えていたようだ。


　アルトゥールはまず一枚取って、ユズカの皿に載のせてやる。チーズがよく伸びて、皿からはみ出してしまいそうだ。


　取り分け終え、アルトゥールは大皿から直接取ってピザに食いつく。熱いけど、こういうものはそれを我が慢まんして食べるからこそ美味いのだ。


　薄うすく伸ばした生き地じはカリッとした軽い食感で、伸びるチーズに具がくっついてきて垂れる。落ちそうになったそれを、生地を高く掲かかげることでまとめて口の中へ収めた。甘さを含ふくんだ爽さわやかな酸味のトマトと燻いぶされたサーモンの香りがチーズに絡からんで口いっぱいに広がる。


「うん、これも美味い。良い店見つけたなぁ。な、ユズカ？」


　同意を得ようと、隣となりに目を向けた。しかし、ユズカはまだ口をつけておらず、生地の端はじっこを指先でちょんちょん突つついては手を引っ込めてピザをじっと見つめていた。


「どうしたの？　苦手だった？」


　ジリアンが少し不安げに訊たずねる。しかしユズカは答えない。仕方なく、代わりにアルトゥールが答えた。


「ユズカは熱いの苦手なんだ。あと、苦いのと辛からいのと酸すっぱいのも無理。昔から子供舌なんだよなぁ。なんでも食わないと大きくなれないぞ」


　何気なく言っただけだ。なのに、すぅっと冷気が足あし下もとから這はい上がってくる。


「あら、なんだか急に冷えてきた……？」


　カウンターを挟はさんだ向こう側にいるジリアンも気づくほどの冷気を放ち、ぎりっと鋭するどく吊つり上がった氷の温度の瞳ひとみが横目でアルトゥールを睨にらんでいる。そこで初めて言葉が足りていないことに気づいた。


「背が！　身長が伸びないぞってことだ！　ほら、ユズカは俺よりちっちゃいし！」


「……身長で男性に勝ちたくなんかありません」


　むっとした顔ではあるが、なんとか冷気は収まった。命拾いだ。はぁぁぁっと長くため息をついて、アルトゥールは食事を再開する。


　その横で、ユズカもようやくピザを持ち上げた。小さく啄ついばむように咥くわえて一口食べ、チーズをびろーんと伸ばしては慌ててチーズの糸を唇くちびるで絡からめ取っていく。ちまちました食べ方は子リスみたいだ。


　可お笑かしくて、つい笑ってしまいそうになるのを堪こらえながらアルトゥールも伸びるチーズと格かく闘とうしながらピザを平らげていく。具はたっぷり載せられているが、生地が薄いので食べやすい。すぐに四枚、ぺろりと平らげてしまった。


　ユズカもようやく一枚食べ終わり、水を飲んで一息ついている。満足したのかと思ったが、アルトゥールが持つ最後の一枚をちらりと横目で見ていた。


「なんだ？　もう一枚欲ほしいのか？　いいよ、俺四枚食ったし、ユズカにやるよ。ちょっと囓かじったけど」


　食べかけだが、三角のてっぺんが少し欠けてしまっただけだ。しかし、差し出したそれをユズカは両手を突き出して拒こばむ。


「い、いりません。わたし、もうお腹なかいっぱいですから」


　なぜか焦あせったように、顔を仄ほのかに赤くしている。物欲しそうな目をしてしまったのがばれて、恥はずかしいのだろうか。そんなの別に気にしなくていいのに。


「遠えん慮りよすんなよ。ユズカも気に入ったんだろ？」


「美味しかったですけど、それはいりません。ケーキもいただきましたし、本当にお腹いっぱいなんです」


　断固拒きよ否ひの姿勢だ。満腹なら仕方ないが、作ったジリアンの前でそんな頑かたくなに拒きよ絶ぜつするのは失礼なんじゃなかろうか。


　そう思ったが、なぜかジリアンはそんなユズカを見てぷっと噴ふき出していた。そしてユズカは恥ずかしそうに唇を嚙かんで俯うつむく。人見知りがぶり返したのだろうか。


　わけがわからない。でも、ジリアンが気を悪くしていないならいいかと納なつ得とくして最後の一枚を平らげた。


「はぁー……俺も腹はら一いつ杯ぱいだ。やっぱキュンバラの港町は飯が美味いって本当だったんだな」


「気に入って貰えて良かったわ」


　アルトゥールの言葉にジリアンが答え、その直後にレジ横の電話が鳴った。ジリアンはすぐに受話器を取って耳に当て、電話機と一体になっている送話器に向かって話しかける。


「もしもし？　あぁ、毎度どうも。……え、今から？　んー、今ちょっと、出前の人が出払っちゃってて……えぇ、そうなの。図書館の司書さん。あの人、おしゃべり好きだから行くと時間掛かかっちゃうのよね。今日も捕まっちゃってるんじゃないかしら」


　どうやら出前の注文らしい。ジリアンは店を離はなれられないし、出前のサムエルが戻もどってくるのはまだ先といったところか。


　アルトゥールはユズカと顔を見交わす。彼女はもう俯いてはおらず、視線が合うと小さく頷いた。どうやら考えていることは同じのようだ。


「ごめんなさいね。時間掛かっていいなら持って行くんだけど……」


「俺たちが運ぼうか？」


　出前の注文を断ろうとしているジリアンに、アルトゥールが声を掛ける。ジリアンは驚おどろいたように振り返って、電話の相手に一言断ってから改めて向き直る。


「ありがたいけど、お客さんにそんなこと……」


「俺たち運び屋なんだよ。『ブリザード特急便』っていうんだ」


「……なんか、出前先に着くまでに冷めちゃいそうな名前ね」


「品物に応じて温度管理をしますから大だい丈じよう夫ぶです。この辺りの地図も持っていますし」


　不安そうなジリアンにユズカが答える。ただし、彼女の力では保温はできないから、能力を使わず最短距きよ離りを急ぐという『ブリザード特急便』の持ち味をまったく活いかさない方法で運ぶことになるはずだ。それでもユズカは淡たん々たんと、すでに仕事の顔になっている。


「運うん搬ぱん料は、今日のお代の三割引でどうでしょう」


　格安も売りにしている『ブリザード特急便』だから、標準の値段設定と大して変わらない。品物の重さと運ぶ距離、あるいは危険度によって料金が嵩かさんでいくが、普段サムエルが徒歩で出前をしているような、料理が冷めない近距離ならこの程度だ。


　ユズカの言葉にジリアンは目を丸くして、しばし黙だまり込み──力強く頷いて、笑った。


「じゃあ、お願いしようかしら。今日だけじゃなく、昼時の忙いそがしい時間に来てくれたら、また依い頼らいしちゃうかも」


　交こう渉しよう成立だ。


　そして、この町に滞たい在ざいしている間の食事場所もほぼ決まったようなものだった。




　二　デートしてよ







　今朝の新聞をオープンカフェのテーブルに放ほうり出し、アルトゥールは頰ほお杖づえをついてコーヒーを啜すすった。


　この町に来て、もう七日。集めた情報をもとに事件の現場に行ってみたり、殺された三人に会ったことがある人を訪ねてみたり、いろいろしてみたが贋人ギニヨル狩りに繫つながる情報は見つからない。


　もう七年もこんなことをしているのだから、そう簡単にはいかないとわかってるが、ため息くらいは出る。


　そもそも殺された者たちは運び屋と旅芸人と雇やとわれ船員という根無し草。身元のはっきりしない者ばかりで、旅芸人に至っては名を知っている者がおらず新聞にも載っていない。


　運び屋や寄港していた船の雇われ船員は名前が載っていたが、船員が乗っていた船はもう出航してしまって生前の様子を探さぐることもできない。


　そんな中、運び屋に関してだけ、仕事を依頼したことがある人に話を訊きくことができた。


　なんでも、速さを売りにしていてそれなりに人気の運び屋だったらしい。普通なら数時間かかる距離を、乗り物を使わず一時間足らずで配達していたのだとか。


　配達中の姿を見た者はおらず、どういう手品だと訊たずねた客に、運び屋は企き業ぎよう秘密だと言って笑っていたそうだ。


　ユズカの《氷姫グラス・レーヌ》の力を使って冷蔵運搬する『ブリザード特急便』に似ている。どんな能力だったのかは不明だが、きっと贋人ギニヨルが能力を生きる術すべに利用していたのだろう。


　殺された三人のうち、一人は贋人ギニヨルだと確信が持てた。やはり、一連の事件は贋人ギニヨル狩りか。


　集めた資料によると、最初の事件が起きたのが二ヶ月ほど前で、二件目はその一週間後、三件目は今から一ヶ月ほど前で、間かん隔かくはまばらだ。


　町中ではハンチング帽ぼう姿の新聞記者を多数見かけた。被ひ害がい者しやの心臓を抜ぬき取るという強きよう烈れつな印象の事件に余よ所そからも駆かけつけてきたようだ。


　アルトゥールが聞き込みをしていた時も、何度か記者と間ま違ちがわれた。もっとも、記者のふりをすれば喜々として話してくれる人もいて、ある意味助かったと言える。


　しかし新聞記者たちも苦戦しているのか、今朝の新聞には事件に関する新しい情報は何ひとつ載のっていなかった。


「どん詰づまりだなぁ」


　コーヒーを啜りながら、一人ごちる。


　ユズカはいつものように『ブリザード特急便』の仕事だ。大型の配達依頼は入っていないらしく、アルトゥールが駆り出されることは今のところない。


　ユズカも依頼人や配達先に事件のことで何か知っていることはないか訊ねているそうだが、そちらも芳かんばしくはないらしい。結局、地道にこつこつやるしかない。


　ジリアンの店にはあれから何度か行ったが、あの日以来、嫌いやがらせを受けることもなく平和にやっているようだった。昨日もアルトゥールとユズカで昼時に行って、代金を割り引いてもらう代わりに出前を手伝った。平和になったことで、客も増えたようだ。


　そうやって手伝って、出前先の客に世間話を装よそおいつつ何か事件のことを知らないか訊ねるという打算もあったが、やはりそう簡単に情報は転がっていない。


　事件の情報がないなら、ディニタの捜そう索さくに切り替かえてもいい。それこそ、簡単に見つかるものではないが──


　コーヒーを飲み干そうとカップを傾かたむけた時だった。


　丸いテーブルの向こう側の椅い子すに、まるで待ち合わせでもしていたみたいな無ぶ遠えん慮りよさで誰だれかが座った。


「こーんにちは！」


　星が飛び出しそうなウィンクをしながら挨あい拶さつしてきた相手の顔を見た瞬しゆん間かん、アルトゥールはコーヒーを黒い霧きりのようにぶふぁっと噴ふき出してしまった。


「やだ、超ちよう汚きたないんですけど」


　噴き出した瞬間、テーブルに置いていた新聞を即そく席せきの盾たてにしてほとんど被ひ害がいはなかったにもかかわらず、そいつは文句を言う。


　カスタードクリームとチョコレートみたいな髪かみの少女。


　先日遭そう遇ぐうした、猫ねこかぶりのスリ女だ。


「あ、ローズ・ペタルの新作ネックレスって今日発売なんだ。欲しーい。ねぇ買って？」


「お、おま、お……けほげほっ！」


「え、オッケー？　嬉うれしいありがとう！」


「言ってねぇよ！　お前、なんでごく自然に元気いっぱい登場して当たり前のように相席した挙げ句ブランド品を俺にタカる!?」


　盾にした新聞の広告欄らんに、若者に人気があるブランドの商品広告を見つけて青い目を輝かがやかせているスリ女を怒ど鳴なりつける。しかしその拍ひよう子しに、むせて鼻に入ったコーヒーが飛び出して黒い鼻水が出た。


「何その顔ヤバイ！　超ちようウケる！」


　スリ女は新聞を放り出し、両手でテーブルをばんばん叩たたいて大笑い。


　アルトゥールは歯を食いしばって睨にらみながらテーブルに置いてあった紙ナプキンで鼻をかんで、それをくしゃくしゃに丸めてスリ女に投げつけた。


　しかし再び掲かかげられた新聞の盾に弾はじき返される。


「謝罪に来たんじゃないなら帰れ」


「はァ？　なんであたしが謝んなきゃいけないの？　意味わかんない」


　内巻きの髪を指でくるくるやりながら、スリ女はしれっととぼける。


　細い指先を飾かざる爪つめは長めに伸のばされて綺き麗れいに整えられ、明るいピンクのマニキュアが丁てい寧ねいに塗ぬられていた。


　今日の出いで立ちもまた派手だった。ピンクのベアトップに黒いスカート。丈たけは短くて裾すそはレースの縁ふち取どり。靴くつは太めのアンクルストラップ付きサンダルで、凶きよう器きのように尖とがったヒールについている金の装そう飾しよくリベットがきらりと光っている。


　ストリップ劇場のダンサーが寝ねぼけて昼間に出てきたみたいな格好だ。お堅かたい家いえ柄がらの人間が見れば、若い娘むすめが下着で出歩くなんてと騒さわぎ出してもおかしくない。


　しかし、最近はこういうのが若い女の間で流行らしく、古めかしいコルセットで締しめ上げて着る踝くるぶし丈のドレスは廃すたれて上流家庭でしか見かけない。


　ユズカだって、こんなに肌はだを露ろ出しゆつはしていないが、動きやすさを重視して膝ひざ丈の服を着ている。


「お前は泥どろ棒ぼうの自覚がないのかよ。それとも記き憶おく喪そう失しつか？　じゃなかったら、こないだのは実は双ふた子ごの妹ですとか言い出すのか？　どんな面おも白しろい言い訳聞かせてくれるんだろうな」


「返したんだから盗とったことにならないでしょ？　よく見たら財さい布ふじゃなかったし、いらないわ」


「言い訳されたほうがましだったよ。びっくりだ」


　返せばいいってもんじゃない。そもそも盗るな。


　言いたかったが、鼻の奥に残っていたコーヒーがまた垂れてきて、仕方なく鼻をかむ。当てつけがましくずびびーっと大きな音を立て──


「でも、あのマテリエが誰のものなのかは興味あるかも。ねぇ、アルトゥール・ドルーク？」


　その言葉に、一瞬思考が止まった。紙ナプキンをくしゃっと丸め、顔を上げる。


　テーブルに両りよう肘ひじをつき、組んだ手の甲こうの上に顎あごを置いてスリ女はじっとアルトゥールを見つめていた。


　ピンクの口紅を塗った唇くちびるの両りよう端はしが吊つり上がり、青い目はアルトゥールの反応を楽しむように爛らん々らんと輝いている。


「お前……何者だ」


　そう訊たずねると、スリ女はうふっと笑えみを深めた。


「ミヌーよ」


「名前を聞きたいわけじゃ……」


「情報屋なの。このあいだのは副業ってカンジ？　ま、お金盗るつもりだったのに情報盗ることになったから、ある意味本業になっちゃったけど」


　無む邪じや気きな子供みたいでもあり、獲え物ものを品定めする猫みたいでもある笑顔でスリ女──ミヌーは言った。


　愛らしさと妖よう艶えんさ。その両方を一度に感じさせるこの笑顔には、大たい概がいの男がころっと骨ほね抜ぬきにされるかもしれない。


　だが、アルトゥールは嫌な汗あせをかくばかりだった。


　よくよく思い出してみれば、先日の泥棒騒さわぎの時も、ついさっきも、あんな高いヒールを履はいているのに彼女は足音ひとつ立てず寄ってきていた。気配もまったく感じなかった。


　マテリエは贋人ギニヨルの心臓。アルトゥールとユズカが半分ずつ持っている宝石の欠片かけらは、たしかにミヌーの言うとおりマテリエだ。


　だが、贋人ギニヨルは秘ひ匿とくにされた存在。その心臓であるマテリエだって、普ふ通つうの人間が知っているはずがないのだ。なのにミヌーは、先日スリ盗ってアルトゥールが取り戻もどすわずかな時間で袋ふくろの中を確かく認にんし、それが何であるか見定めた。


　ただのスリ女ではない。そう強く感じ、コートのポケットに手を入れた。


　布袋に入れた小さな硬かたい感かん触しよくを指先に感じ、ひとまず安あん堵どする。また盗られているのではないかと思ったから。


　しかし、その手の動きをミヌーは目め聡ざとく見ていたようだ。


「もう盗らないから、警けい戒かいしなくていいわよ」


「だったら何が目的だ」


「情報を買わないかと思って」


「どういう……」


「あ、ちょっと待って。店員さーん、注文いいですかー？」


　オープンカフェから、店内のカウンター奥にいた店員を呼ぶ。少し早足でやってきた女性店員が伝票とペンを用意する間に、ミヌーはテーブルに置いてあったメニュー表を手に取った。


「んーっと。チーズタルトと、オレンジソースのパンケーキ。あ、あとシュークリームも。飲み物はミルクティー。以上でっす」


　アルトゥールと店員は同時に「えっ？」という顔をした。それから店員は一瞬考え、アルトゥールに目を向ける。


「お客様、お飲み物のおかわりは？」


「いや……お構いなく」


　軽く手を上げて断ると、店員はミヌーの頭から足の先までしげしげと見つめて羨せん望ぼうのようなため息をつき、ささっと伝票に記入してカウンター奥へ戻っていった。


「どんだけ食うんだよ」


　たぶん店員も思っていたはずの疑問をアルトゥールが口にする。


　アルトゥールだって空腹時はかなり食べるほうだが、ミヌーは女。ケーキを一度に三つ、ためらいなく注文する度胸にアルトゥールも店員も驚おどろいたのだ。


　食べきれないとか太るとかそんな余計なことは一いつ切さい考えていない、自信さえ窺うかがえた。


「このくらい余よ裕ゆう余裕。女の子の体には甘い物を収納する不思議空間があるの」


「あぁ、そう。便利でいいな。でもそれはお前の特とく殊しゆ能力だと思うぞ」


　脳のう裏りにユズカの姿が浮うかぶ。彼女はこんな無茶な注文はしないし、デザートを頼たのむ時だって、経済状じよう況きようや体重に不安がある場合は諦あきらめることが多い。


　普段からこんな食生活だとしたら、どう考えても太る。だけどミヌーの体型は、すらっと伸びた手足にくびれた腰こし。店員が羨うらやましそうにため息をつくのも仕方がない。


　では、摂せつ取しゆした栄養はどこへ消えているのか。


　その答えは、目の前にあるものではないかと思えて仕方なかった。


　ベアトップの中にみっちり詰つまっている胸の膨ふくらみ。


　手のひらに、柔やわらかい感触が蘇よみがえってきて気まずい。


　視線をどこに定めたらいいかわからなくて目が泳ぐ。それを察したのか、ミヌーは頰ほお杖づえをついて見せつけるように胸をテーブルの上に載せた。


　顔を見れば、からかうような目をしていて、明らかにこちらの反応を楽しんでいる。


　その顔が無む性しように腹立たしい。仕方がないので、彼女のチョコレート色をした前髪を見て話すことにした。


「で、どういうことなんだ。情報を買わないかって、何の情報だよ」


　アルトゥールは険しい顔で話を戻す。


　ミヌーは少しつまらなそうなため息をついて、アルトゥールのコートのポケットがある位置を指差した。


「ディニタ・イングリスを捜さがしてるんでしょ？」


　その言葉に、思わず背筋が伸びる。


　あのわずか数秒の間に手配写真のほうまで確認していた素す早ばやさにも驚いたが、写真の人物が誰なのか察するとは。


　それに、ディニタに関する情報を買わないかと言われたら、本音を言えば喉のどから手が出るほど欲ほしい。──しかし。


「ディニタ・イングリスは反逆罪で追われている手配犯だ。図書館に行って昔の新聞を漁あされば写真くらいいくらでも見つかる。顔だけなら誰が知っていてもおかしくないんだよ。金渡わたして、今さらな情報を教えられてもな」


　そう言うと、ミヌーはむっとした顔をした。


「それ、あたしが本当は何も知らないのに、情報を餌えさにしてお金騙だまし取ろうとしてるって言いたいの？」


「泥棒の言うことなんて簡単に信用できるか」


　こちらの名前を言い当て、マテリエのことも知っていた。ただのスリではないことくらい、もうわかっている。


　だからこそ、目の前にぶら下がった餌にすぐさま食らいつくわけにはいかなかった。


　餌に猛もう毒どくが仕込まれていないとも限らないのだから。


　アルトゥールが言い返すと、ミヌーは青い目をすぅっと細めて挑いどむように薄うすく笑った。


「アルトゥール・ドルーク。歳としは十七。シローフォノ東部地方にあるマーシュ村出身。両親を亡なくしてからは同国首都の孤こ児じ院いんに入所。現在は運び屋『ブリザード特急便』で生計を立てていて、人間でありながら贋人ギニヨルに似た力を持っている」


「お前、なんでそれを……！」


「あ、正解？　最後のは実はカマかけだったのよね」


　ミヌーは勝ち誇ほこったように、ふふんと笑う。


　その笑え顔がおに底知れないものを感じ、嫌いやな汗が出る。


　こいつは何を、どこまで知っているのか。怪あやしい餌を避さけたつもりが、網あみに飛び込んでしまった気分だ。


　まんまと乗せられたと気づいたが、相手をじっと睨むことしかできない。


　その視線を真っ向から受け、ミヌーは楽しげに続けた。


「まだまだあるわよ？　今ので確信持てたからね。こないだあんたにビンタかました子は、シローフォノ南東部の山の中にある軍事研究施し設せつ、第四クレイドル出身のユズカちゃん。『ブリザード特急便』は彼女の能力を上う手まく利用してるのね。氷と冷気を操あやつってるんでしょ？　出会ったのは七年前。第四クレイドルがシローフォノ軍に壊かい滅めつさせられた日」


　そこで一いつ旦たん、ミヌーは言葉を切る。店員がケーキとミルクティーを運んで来たのだ。


　ケーキ二つとシュークリーム一個とミルクティーがテーブルを占せん拠きよし、空になっていたアルトゥールのコーヒーカップは店員に下げられた。


　ごゆっくりどうぞ、と言って店員が去っていくと、ミヌーは喜々としてまずシュークリームを手に取る。


「いただきまーす」


　アルトゥールの拳こぶしの大きさほどありそうな特大シュークリームにかぶりついて、唇についたクリームを舌でぺろりと舐なめた。シュー生き地じをさくさく鳴らして幸せそうに平らげていく姿は子供みたいで可愛かわいらしい。


　シュークリームの最後の一口を食べ終えたミヌーは紙ナプキンで指についた油分を拭ふいてミルクティーを一口飲み、今度はオレンジソースのパンケーキにフォークを突つき立てた。


　このパンケーキは三段重ねだ。オレンジピューレのソースがケーキの段にとろりと流れている。それを一切れ口に入れ、ミヌーはようやくアルトゥールに視線を戻す。


「何？　そんなに熱く見つめちゃって。欲しいの？　チーズタルトあげよっか？」


「いらん」


「あら、好きでしょ？」


　正解だ。ただし、それは子供の頃ころの話。今は甘い物はそれほど好きではない。


「そんなことまで……。どうやって調べた。誰だれかに話したのか？　もしユズカに何かしたら……」


「許さないって？　はぁぁ、愛されてるっていいわねー。情熱的ねー。その怖こわい目、ゾクゾクしちゃう」


　フォークの先を唇に当て、小こ悪あく魔ま的に微笑ほほえむ。


　この女はそうやって惑まどわして自分に都合の良い流れを作るのだ。それがわかったから、アルトゥールは眼まな差ざしに込こめた力を緩ゆるめなかった。


「ユズカはそんなんじゃない。もう七年一いつ緒しよにいる仲間で、妹だ」


　愛しているかと言われたら、それはもちろんだ。家族なのだから。


　血は繫つながっていないけれど、焼け落ちたクレイドルから生き延びたアルトゥールとユズカと『彼女』で三姉兄妹きようだいになった。


　頼たよれる者は他にはいない。失えば、天てん涯がい孤こ独どくだ。


　だけどミヌーが言った『愛している』はそれよりずっとお手軽に聞こえて、そんなものと一緒にしてほしくはなかった。


　パンケーキをまた一切れ口に入れ、飲み込んでからミヌーはフォークの先をアルトゥールに向ける。


「じゃあ本命は別の人？　たしか、『ブリザード特急便』は三人組だったのよね。七年前の第四クレイドルで出会ったんならその人も贋人ギニヨルかしら？　だけど、この一年は姿が見えない。憶おく測そくだけど、あんたが持ってたマテリエって──」


「もういい。黙だまれ」


　語調を強めて遮さえぎると、ミヌーはぴたりと口を閉とざした。


　視線をそらし、無言のままフォークでパンケーキを一口分切り取る。それからしばし逡しゆん巡じゆんしてフォークを置き、姿勢を正した。


「ごめん、無神経だった。ただ、あたしは自分の情報収集力にそれなりに自信があったから、馬ば鹿かにされたみたいで悔くやしかったの。──マテリエ、すごく大事にしているのは容いれ物を見ればわかったわ。その人のこと、今でも仲間だと思っているんでしょ？　形見なのね。……盗とろうとしたのも、ごめん」


　意外なことに、ミヌーは素直に謝った。気まずそうに少し俯うつむく姿は、上うわ辺べだけの謝罪には見えない。


　そうされると怒いかりのぶつけようがなくて、ため息をついて睨にらむのをやめるしかなかった。


「お前がすごい情報屋だってことはわかった。それは信じる。問題は、今お前が言った情報をどこから訊きいて、誰かに話したかってことだ」


　アルトゥールの問いに、ミヌーは顔を上げる。


　ピンクの唇くちびるは、きゅっと引き締しまっていてもう惑わすような笑みを浮かべてはいなかった。


「情報の入手方法は言えない。それは情報屋にとって生命線みたいなものだから、わかってほしい。でも、あんたたちに害が及およぶような方法じゃないわ。本当よ。知りたがる人もいないから、誰かに話したこともない」


　アルトゥールは視線を戻もどし、ミヌーの目をじっと見る。


　青い眼差しは揺ゆらぐことなく、その視線を受け止めていた。


「……本物の情報屋は噓うそはつかない。もし噓がばれたら、客が離はなれるどころか、今まで情報を買った奴やつからも騙されたって目の敵かたきにされて追われることになるからな。──で、ディニタ・イングリスについて何を知ってる？」


　腕うで組ぐみをしてアルトゥールがそう言うと、ミヌーは安あん堵どしたように微笑んだ。化け粧しようの下に隠かくしている素顔が垣かい間ま見みえたような、少女らしい笑顔だった。


「うん。あのね、どこの情報屋でも大たい概がいそうなんだけど、うちも先さき払ばらい制なの」


　無む垢くな笑顔が一番たちが悪いという場合もあるのだとアルトゥールはこの時思い知った。


　舌打ちしつつ、コートの内ポケットから財さい布ふを取り出す。


「女ってのはどいつもこいつも仕事熱心だな……。いくらだ？」


「そうねぇ。あんたが決めていいわよ。出してくれた額に応じて話すから」


　にこにこ嬉うれしそうなミヌーに見つめられ、一いつ瞬しゆん考えたアルトゥールが財布から取り出したのはキュンバラの通貨、一〇〇〇ルット紙し幣へいだ。紙幣の中では一番少額な紙幣だが、これでミヌーがどこまで話すのか基準にしたい。


　財布はすぐ内ポケットにしまい、紙幣を差し出す。


　ミヌーはそれを受け取ると、慣れた手つきで折り畳たたんで胸の谷間にぐいっと押し込んだ。


　どぎまぎするより、正直、何枚入るんだろうと純じゆん粋すいに疑問になる光景だった。


「ユズカがいなくて良かった……」


　誰にも聞こえないくらい小さな声でつぶやく。もしこんなものを見せつけられたら、三日くらいは不ふ機き嫌げんな冷気を発するようになりそうだ。


　金をしまい込んだミヌーは置いていたフォークを手に取り、食事を再開しながらアルトゥールに問う。


「まず先に訊きいておきたいんだけど、この町に来たのはディニタ・イングリスを捜しているからなのよね？　なのに、あんたはこの町に来てから別のことを調べている。それはどうして？」


　この数日の行動も知られているのか。


　答えて良いものか迷ったが、贋人ギニヨルのこともマテリエのこともすでに知っている相手には隠しても意味がない気がした。ミヌーの訊き方も、もうわかっていることを確かく認にんしているような感じがして、アルトゥールはテーブルの隅すみに追いやられていた新聞を指差した。


「その犯人を捜してる。殺されたのはたぶん贋人ギニヨルばかりだ。マテリエを回収しているのはシローフォノ軍だろうし、軍はディニタ・イングリスの行方ゆくえも追ってる。だから、贋人ギニヨルを殺してマテリエを回収している贋人ギニヨル狩がりを捕つかまえたら何か話が訊けるんじゃないかって思ったんだ。それに……贋人ギニヨル狩りには言いたいことがあるからな」


　ポケットの上から、マテリエの欠片かけらに手を添そえる。


　ミヌーはその仕草に気づいたようだったが、パンケーキを一切れ食べて、それには触ふれなかった。


「贋人ギニヨル狩り、ね。わかりやすい呼び方でいいわね。たしかに殺されたのは三人とも贋人ギニヨルで間ま違ちがいないとあたしも思うわよ。でも、贋人ギニヨル狩りをしているのはシローフォノ軍だけじゃないのは知ってる？」


「どういうことだ？」


　アルトゥールの問いにミヌーはミルクティーを一口飲んでから答える。


「贋人ギニヨルってのはね、兵器なのよ。開発されたのは百年くらい前だけど、シローフォノはその間、どこの国とも戦争はしていない。じゃあ何のために創つくられたかっていうと──」


「怪精フアンタズマに対たい抗こうするため、だろう？」


「へぇ、それは知ってるんだ。ユズカちゃんに聞いた？」


　特に驚おどろく様子もないミヌーに、アルトゥールは小さく頷うなずく。


「パルティシオン大陸から離れた東の海にある海流、死潮グラニカ。その向こうの世界から迷い込んでくる、怪かい異いの力を持った異形の生き物だっけ？　そいつらから人間を守るためだとかなんとか」


　怪精フアンタズマ。


　それも贋人ギニヨルと同じく、一いつ般ぱんには知られていない存在──いや、伝承の中には登場するが実在するものだとは誰も思っていないだろう。


　大陸の東側にある死潮グラニカという海流は、人の造った船では渡わたることができない。すべて沈しずんでしまうのだ。熱気球や近年開発が進んでいる飛ひ行こう艇ていでの翔しよう破はを試みるも、死潮グラニカ上空の気流は常に不安定で分厚い雲に覆おおわれ、雷らい鳴めいが轟とどろいてことごとく墜つい落らくしてしまうという。


　しかし、ごく稀まれにだが、怪精フアンタズマは死潮グラニカを越こえて人類の土地へ現れる。


　怪異の力を持つ異形の者。多くの怪精フアンタズマは知能の低い獣けものに近く、それらは人を襲おそい、食らう。


　けれど中には人間の言葉を解し、話の通じる者もいる。そういった者たちがもたらした話が大昔から残っていて、各地で様々な民話や伝承となっているのだ。


　敵意のない怪精フアンタズマばかりならば問題ない。だが実際には言葉の通じない怪精フアンタズマが圧あつ倒とう的に多く、シローフォノ軍はその驚きよう異いから人々を守るために贋人ギニヨルを生み出した。


　怪精フアンタズマと同じような、怪異の力を持つ生命兵器を。


　とはいえ、怪精フアンタズマなんて本当にいるのか。アルトゥールは見たことがない。


　だけど贋人ギニヨルであるユズカがいて、自分自身にも怪異の力がある。子供の頃は怪精フアンタズマなんて物語の中に出てくる魔ま物ものだったり精せい霊れいだったり想像上の生き物だと思っていたけれど、七年前から信じざるを得なくなった。


　アルトゥールの答えにミヌーは頷く。


「そう。じゃあ、贋人ギニヨルが一等星オランピア、二等星スケアクロウ、三等星ペトルーシユカの三つに分類されているのは知ってる？」


「一等星オランピアは感情がなく能力も優すぐれている贋人ギニヨル、だっけ？　二等星スケアクロウは感情はないけど能力が戦せん闘とう向きじゃない。そして三等星ペトルーシユカは感情を持つ不良品──ユズカは三等星ペトルーシユカだ。で、それとさっきの話がどう関係する？」


「あんたが既すでに知っていることを得意げに話したってあたしが恥はずかしいだけでしょ？　だから確認しながら話してるの。ここからがさっきの続きよ。シローフォノ軍が兵器として使っているのは一等星オランピアだけ。二等星スケアクロウは雑務用に一部は残されるけど、ほとんどが処分される。そして三等星ペトルーシユカは問答無用で処分。そりゃそうよね、兵器として使し役えきされるために生まれてきたなんて理り不ふ尽じんなこと、感情を持っていれば反はん抗こうもしたくなるわ。怪異の力を持つ贋人ギニヨルに暴動でも起こされたら人間は勝てないから、先に手を打とうってわけね。でも、クレイドルから逃にげた三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨルはいる。第四クレイドルの所長が情けをかけて逃がしていたんだからね。ま、それが原因で第四クレイドルは潰つぶされたって話だけど……。そうやって生き延びた三等星ペトルーシユカが集まって、贋人ギニヨル狩りをしている連中がいるのよ」


　そんな話、初めて聞いた。


　驚きが表情に出てしまったのか、ミヌーは微かすかに口角を上げる。


「やっぱりこれは知らなかったみたいね。つまり、何が言いたいかっていうと、この町で贋人ギニヨル狩りをしている奴がシローフォノ軍の手先なのか三等星ペトルーシユカの集団──《スターダスト》なのか今のところわからないってこと」


「じゃあ、もし贋人ギニヨル狩りがその《スターダスト》って連中だったらディニタ・イングリスに繫つながる情報は何も得られないってことか……。でも、なんでそいつらは贋人ギニヨル狩りなんかを？」


　アルトゥールが問うと、ミヌーはまたパンケーキを一口ぱくりと頰ほお張ばる。そしてアルトゥールの顔を見てにっこり笑い、黙った。


　知りたければ金を出せ。


　その笑え顔がおに、はっきりとそう書いてあった。


　舌打ちしてアルトゥールは財布を取り出し、今度は五〇〇〇ルット紙幣を差し出した。ミヌーはそれを受け取ると綺き麗れいに折り畳み、ふくよかな胸むな元もとに収納する。


「連中は人間が嫌きらいなのよ。自分たちのことを道具として生み出して、利用価値がなければ処分だなんて言われたら、まぁ、わからなくはないけど。そして、正体を隠して人間社会に溶とけ込もうとしたり人間と仲良くやっている贋人ギニヨルも嫌ってる。だからそういう贋人ギニヨルを見つけては殺して、マテリエを奪うばっているの。マテリエは贋人ギニヨルの心臓だけど、もともとは資源として研究されていたものが素材だからね。人工生命じゃない兵器にも転用できるし、機関車や飛行艇を半永久的に駆く動どうさせる燃料にもなる。だからシローフォノ軍も逃げた贋人ギニヨルを捕まえて回収することに力を入れているし、《スターダスト》がマテリエを他の贋人ギニヨルから奪う理由はまだわからないけど、似たようなもんでしょうね」


　マテリエが燃料資源としても使われることはユズカから聞いて知っていた。だから、ミヌーの言葉の後半はほとんど聞き流してアルトゥールは拳こぶしを強く握にぎる。


「《スターダスト》って奴らは、人間と一いつ緒しよにいる贋人ギニヨルを狙ねらうんだよな？」


「そうよ」


　答えたミヌーはミルクティーのカップに唇をつけていて、その表情は窺うかがえない。


　けれど、アルトゥールの考えていることを察しているのか、目を伏ふせて視線をそらしていた。


「じゃあ、あいつが……メリッサが殺されたのは、俺と仲間だったせいなのか……？」


　半分に割れたマテリエ。


　その主だった少女は、一年前に死んだ。


　贋人ギニヨル狩りに遭あって。


　カップをソーサーに戻もどしたミヌーが、目は伏せ気味のまま言う。


「その贋人ギニヨル狩りがもし《スターダスト》なら、そうかもね。相手が感情のある三等星ペトルーシユカなら間違いなく《スターダスト》だと思うわ。軍に使役されている贋人ギニヨルは一等星オランピアだから。贋人ギニヨル狩りの様子は覚えてる？」


「いや……メリッサが殺された時、俺は一緒にいなかったんだ。メリッサはユズカと二人でいたところを狙われて、返り討うちにはしたけどマテリエを破は壊かいされた。ユズカはクレイドルにいた頃ころからメリッサと親友で、一年前のことはあまり話したがらないんだ。思い出したくないんだろうな……」


　七年前、アルトゥールがクレイドルで出会った二人の少女。


　彼女たちは姉妹きようだいのように仲が良く、いつもは冷めた顔をしているユズカがメリッサにだけは寄より添って甘えていた。


　明るく人ひと懐なつっこいメリッサとは対照的に、子供の頃のユズカは人見知りが激しく、最初はメリッサを通してしかユズカとは会話できなかったくらいだ。今ではすっかり、あの調子だが。


　メリッサは三人の中心だった。


　そんな彼女を目の前で亡なくしたユズカは、毅き然ぜんと振ふる舞まってはいるものの、アルトゥールよりもっと深く傷ついている。


　だからユズカが自分から話してくれるようになるまで、一年前のことは無理に訊きかないでいようと決めた。


　パンケーキの最後の一切れを口に放ほうり込んで、ミヌーは視線を上げる。咀そ嚼しやくし、飲み込んでから、彼女は小さくため息をついた。


「それだけの情報だと、シローフォノ軍と《スターダスト》のどっちがあんたの仲間を殺したのかはわからないわね。五分五分ではあるけど、《スターダスト》じゃない可能性だってあるんだし、そう悩なやまなくてもいいんじゃない？　だいたい、贋人ギニヨルが人間と仲良くしているだけで許せないなんて、自分の価値観だけでここまでやっちゃう連中が悪いのよ。もちろん、一等星オランピアだの三等星ペトルーシユカだの言って命を創ったり処分したりしているシローフォノ軍もね」


「……慰なぐさめてくれてるのか？」


　アルトゥールの問いに、ミヌーは最後に残ったチーズタルトの、クリームの上についていたミントを器用にフォークで除のけながら笑う。


「お金くれたら教えてあげる」


　それは遠回しな肯こう定ていだと感じた。


　良い奴やつか悪い奴かで言えば、スリなのだから悪い奴だけど。


　嫌いじゃないと思わせてしまう笑え顔がおだった。


「いつか財さい布ふに余よ裕ゆうができたら、その情報買わせてもらうよ」


「ふぅん？　ま、気長に待ってるわ。あたしが覚えていたらね」


　しれっとした顔でそう言ってチーズタルトの欠片を口に放り込む。


　むぐむぐと口を動かして、ミヌーは何かを考えているような表情をしていた。そして思った通り、一息ついた彼女は青い眼まな差ざしをじっとアルトゥールに据すえる。


「あんたたちがディニタ・イングリスを捜さがす理由って、何？」


「それは答えないといけないことか？」


「いいえ、興味本位よ」


　そう言いながらも、ミヌーの視線は揺ゆらがない。


　長く濃こく茂しげった睫まつ毛げに縁ふち取どられた吊つり気味の大きな目にアルトゥールの姿が映り込んでいて、彼女の瞳ひとみの中に閉じ込められているような錯さつ覚かくすら覚える。


　興味本位だなんて、きっと噓うそだ。


　答え次し第だいではミヌーはこれ以上何も語らず去ってしまう。そんな気がした。


　一呼吸分の逡しゆん巡じゆんの後、アルトゥールは意を決する。


「贋人ギニヨルを普ふ通つうの人間にする方法を探しているんだ」


　その答えに、ミヌーは興味深そうに何度も瞬まばたきをした。


「そんなことができるの？」


「わからない。でもディニタ・イングリスは優ゆう秀しゆうな研究員だったって聞いた。だから、もしかしたら、ってさ。完全に人間そのものになれなくたっていいんだ。普通の人間と同じように生きて、歳食って、死にたい。それがユズカとメリッサの望みだったんだ」


　だけど一年前、その望みを叶かなえることなくメリッサは死んでしまった。


「贋人ギニヨルってのは成人すると成長が止まって、肉体かマテリエが壊こわれるまで生き続けるんだってよ。けど贋人ギニヨルの体は丈じよう夫ぶで、人間なら致ち命めい傷しようになる傷を負っても何日か休んだだけで治っちまう。そう考えると良いこと尽ずくめみたいに思えるけど、逆に考えると贋人ギニヨルが死ぬには回復力が追いつかなくなるまで自分を傷つけるか、マテリエを抜ぬき取るなり壊すなりしなきゃいけない。そうしないと何百年も生き続けることになるかもしれないんだ。歳を取らないから同じ土地には留とどまれないのにな。それにユズカは、俺が死んだら一人きりになる」


　殺されるか、自分で死ぬか、諦あきらめて永い時を生きるか。


　その選せん択たくをしなければいけないなんて、あまりに残ざん酷こくだ。


　そんな苦しみからユズカを守りたい。


「俺はさ、七年前に死にかけてたところをメリッサとユズカに助けてもらったんだ。そんで、人間なのに贋人ギニヨルみたいな力を持ってる俺を受け入れて仲間にしてくれた。だから、贋人ギニヨルってだけで理不尽に命を狙われてる二人を守るためにこの力はあるんだって思うようにしたんだよ。なのに俺は、メリッサを守れなかった」


　傍そばにいなかったから仕方ないなんて、そんな言い訳はできない。あの日のことを思い出すと悔くやしくて、何より自分が許せなくて、強く拳を握って爪つめを手のひらに食い込ませた。


　そんなアルトゥールの所作を見ないふりして、ミヌーは言う。


「なるほどね……。仲間のためだけに人捜しを七年も続けてるって、根気強いわね」


「いや、そんなことない。俺だって自分の望みくらいある。ユズカが人間になれたら、俺のこの力だって用済みだ。その時には、この力を消したいんだよ。俺の体は贋人ギニヨルみたいに丈夫じゃないけど、もしかしたら同じように歳としを取らない体になってるかもしれないからな。俺は元の体に戻りたいんだ」


　炎ほのおを纏まとう剣けん、《炎龍ヴイーヴル》。それがアルトゥールの能力だ。


《炎龍ヴイーヴル》の鞘さやはアルトゥール自身。体中どこからでも《炎龍ヴイーヴル》を取り出し、戻すこともできる。


　初めて能力を使ったのは七年前だ。シローフォノ軍に使役される一等星オランピアの贋人ギニヨルからメリッサとユズカを守りたいと願った時、この手に《炎龍ヴイーヴル》が握られていた。


　贋人ギニヨルの子供たちは物心つく頃には、自然と能力を自覚し扱あつかい方も理解するらしい。それは赤ん坊ぼうがある日突とつ然ぜんふっと一人で立ち上がるような感覚で、いつ、どのように、なんて説明できないとメリッサとユズカは言っていた。


　アルトゥールが《炎龍ヴイーヴル》を初めて使った時も、まさにそんな感覚だった。


　ついさっきまで知らなかったことを、以前から知っていたかのように自然に扱えてしまう奇き妙みような感じは今でも覚えている。


「ちょっと失礼」


　前まえ触ぶれなしでそう告げて、軽く腰こしを浮うかせたミヌーは片手を伸のばして不ぶ躾しつけにアルトゥールの左胸を服の上から触さわってきた。


　いきなりすぎて油断していたアルトゥールは慌あわててその手を払はらい除ける。


「ちょ、何すんだよ！　ただでさえ露ろ出しゆつ狂きようなのに触る系の変態なのか!?」


「男の胸なんて一ルットの価値もないでしょ。ぎゃーぎゃー騒さわがないの、乙女おとめじゃあるまいし。ていうか、露出狂って何よ。これくらい今は普通だし流は行やってんの。ジジババみたいなこと言わないで。──心臓、たしかに人間のものね。鼓こ動どうがあったわ」


　すとんと腰を落として座り直したミヌーは平然とした顔で食事を再開しつつ言った。


　彼女はアルトゥールの心臓が本物かどうか確かめたかったようだ。


　人間と贋人ギニヨルは見た目だけでは見分けることができないが、マテリエの心臓を持つ贋人ギニヨルには鼓動がない。触って鼓動の有う無むを確かく認にんすれば、人間なのか贋人ギニヨルなのかは判別できるのだ。


「あんたの能力って炎を操あやつるのよね？　実際どんなものか知らないけど、『ブリザード特急便』が積み荷を守ろうとして、火を噴ふく剣を振り回してたって噂うわさがあるのよ」


「あぁ、やっぱ言われてるんだ。だけどそんなん言って回ったって、そいつらが頭イカレたって思われるだけだろ」


「そうね。噂の出所はろくでもない連中ばかりだから、普通の人は信じないし噂だけで留まってる。でも、手品だのなんだのでごまかせるうちは良いけど、あんまり派手なことやってるとシローフォノ軍か《スターダスト》に目を付けられるわよ。ま、贋人ギニヨル狩がりを捜してるんならそのほうが都合良いのかもしれないけど」


　贋人ギニヨル狩りを捜しているのは、あくまでディニタ・イングリスに繫つながる情報を手に入れるためだ。もし、その段階を飛ばして目的の人に辿たどり着けるならそのほうが良いに決まっている。贋人ギニヨル狩りに接せつ触しよくするのは危険なことくらい、わかっているから。


「忠告どうも。でも、俺の能力ってユズカみたいにこっそり使うのには不向きだからなぁ」


《氷姫グラス・レーヌ》の能力を『ブリザード特急便』に使えるユズカと違ちがい、アルトゥールの《炎龍ヴイーヴル》は戦せん闘とう以外に使い道がない。誰だれにも出会わないような田舎いなかで夜道を歩く時、松たい明まつ代わりに使えるかな、程度だ。


　だから身を守るとき以外には使わないし、刃やいばを向ける相手も見み極きわめる。先日のような不良連中相手なら、もし何か言われても彼らの言葉に耳を傾かたむけるまともな人間はいないはずだ。


　ミヌーはチーズタルトの最後の一欠片かけらを口に放り込む。空になった三枚の皿を前にして、まだ余裕のある表情を見せながら、彼女はアルトゥールを見つめる。


「その能力は生まれつきなの？」


「いや、それはないと思う。ユズカたちは能力をいつ使えるようになったのかもよく覚えてないらしいけど、俺ははっきり覚えてるし。それに、心当たりがあるんだ。俺さ、孤こ児じ院いんにいた頃に健けん康こう診しん断だんと予防接種受けてるんだよ」


「疫えき病びよう対策にそれくらいするもんなんじゃないの？」


「そうだけど。問題は、一いつ緒しよに予防接種を受けた奴らがそのまま孤児院から姿を消したってことなんだ」


　アルトゥールの言葉に、ミヌーの整った眉まゆがぴくりと動く。


　彼女は黙だまり込み、視線で話を促うながした。


「最初はどっかの家に引き取られて行ったと思ったんだ。急に引き取りが決まって挨あい拶さつなしに誰かがいなくなるのは、たまにあったから。けど、一度に何人もなんてその時まではなかったし、後になって考えるとおかしいんだよな。で、その予防接種を受けてしばらくしてから孤児院から連れ出されて、気がついたら第四クレイドルにいたよ。だからさ、俺はあの時に打たれた薬のせいで能力を持っちまったんじゃないかって考えてるんだ」


　すべては推測。けれど、そうすることでしか自分が何者であるか見定めることができなかったのだ。


「俺の考えが当たっているなら、この能力は人工的なものだ。だったら、人工的に消すことだってできるかもしれない。それができればユズカを普通の人間にすることだってできるかもしれない。『かもしれない』ばっかりだけど、俺たちはそれにすがりたい」


　すがって、探して、もう七年。


　その間に、メリッサを失ってしまった。


　もう二度と同じ苦しみを味わいたくはない。だから希望がある限り、望みを叶える方法を探して──


「ディニタ・イングリスは生きてるわ」


　決して大きくはないけれど、はっきりとした声で。


　ミヌーは確かにそう言った。


「本当か!?」


「本物の情報屋は噓の情報を売らないって、あんたがさっき言ってくれたんだけど？」


「じゃあどこにいるんだ!?」


　気持ちが急せいてテーブルの上に身を乗り出してしまう。


　しかし、ミヌーはにっこり笑うだけで、いくら待っても次の言葉は出てこなかった。


　要するに、金だ。


　財さい布ふを取り出し、紙し幣へいの中で一番高額な一〇〇〇〇ルットを差し出す。ミヌーはそれを受け取り、畳たたんで胸元にしまい込んだが、口を開く様子はない。


　舌打ちし、同じ一〇〇〇〇ルット紙幣をもう一枚取り出して突つきつける。マニキュアを塗ぬった爪を持つ華きや奢しやな指でそれを挟はさみ、すっとアルトゥールの手から攫さらったミヌーは、それでもまだ良い顔はせずため息をつく。


「けっこう大物の情報なのよ？　これっぽっちじゃ売れないわ」


　そう言ってミヌーは困ったように笑った。


　シローフォノ軍に逃とう亡ぼう犯として追われ、七年逃にげ延のびている男の居所だ。たしかに、これだけで情報を買おうというのは虫が良すぎるのかもしれない。しかし──


「これ以上は、手持ちが……」


　アルトゥールの金の大半はユズカが稼かせいだ金だ。


　もちろん、アルトゥールが仕事を手伝うこともあるけれど、冷れい却きやく運うん搬ぱんを売りにしている『ブリザード特急便』なのだからユズカの働きが圧あつ倒とう的割合を占しめている。


　だから家計に関してはすべてユズカ任せで、アルトゥールの財布の中身が寂さびしくなると定期的に補ほ充じゆうしてもらう仕組みだ。


　これはメリッサがいた頃ころから同じで、一番年下だけれど一番しっかりしているユズカに金の管理は一任している。七年前からずっとだ。


　ユズカに相談して情報を買うか決めたほうが良いか。そう思っていると、ミヌーは紙幣を丁てい寧ねいに折り畳みながら身を乗り出してきた。


「ねぇ、じゃあこういうのはどう？」


　ピンクの口紅を塗った唇くちびるが、にっと笑う。


「デートしてよ。そしたら教えてあげる」
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「次、あのお店！」


　なんとなく、こういうことだろうなという気はしていた。


　すでに両手には紙かみ袋ぶくろが二つずつ。全部ミヌーの買い物だ。中身は服、服、靴くつ、服。もう充じゆう分ぶんだろうと思える量だが、さらにまだ買おうという。


　場所は町の中心にあるアーケード街。


　天てん井じようはガラス屋根で、古い時代の建築物を模した装そう飾しよくとの相あい性しようも良く、他国にも名が通っているブランドの店てん舗ぽがずらりと並ぶ。服飾文化が優すぐれているキュンバラの各都市でよく見られる光景だ。


　アルトゥールはため息をついて天井を仰あおいだ。


　ガラス屋根の向こうには曇くもった空。もしかしたら雨が降るかもしれないが、アーケード街の中で買い物を続けるのなら濡ぬれる心配はない。


　天候の悪化を理由に、デートという名の荷物持ちをさっさと終わらせることはできなそうだ。諦あきらめて、ミヌーを追って店の入り口を潜くぐる。


「いらっしゃ……あの、お客様。失礼ですが、店をお間違えではありませんか？」


　女性用スーツを着た店員が振ふり返り、アルトゥールの姿を見るなり愛あい想そ笑いが苦笑いに変わった。


　入った店全部で同じ出で迎むかえを受け、これで五度目だ。げんなりして返事も出ない。


「彼、あたしの連れなの。店の中で待たせておいて。──あんた、いいかげんそのコート脱ぬいだら？　暑苦しいんだから」


　ミヌーの助け船も五度目だ。しかし、さすがに五度目ともなれば苦言も一緒についてくる。


　たしかに冬でもないのにコートを着ていれば奇妙に見えるし、女性客を対象にした服飾店には縁えん遠どおい人間に思われても仕方ない。


　だけどユズカとともに生活するうえで必要不可欠だし、いつ彼女と合流しても良いように手放すことはできない。脱いで手に持っているのも邪じや魔まになる。


　それに、羽織っているだけなので歩いていれば風のおかげで多少は涼すずしいし、今日は曇っているから普ふ段だんよりましだ。


　店員は渋しぶ々しぶといった様子で、アルトゥールを店内のカウチに促す。客が靴を試着する時などに使う長なが椅い子すだ。


　荷物を床ゆかに置いて座り、自由になった両手で伸のびをする。そうしている間にミヌーは気になった服を手にとって、試着室へと向かっていた。


　買い物に使っているのは情報屋で稼いだ金か、それともスリで稼いだ金か。


　考え出すときりがないけれど、一部は間違いなくアルトゥールから巻き上げた金だ。そう思うと恨うらめしい気分になり、カウチの肘ひじ掛かけにもたれかかって、わざと気だるい態度で待つ。店員が困った顔でちらちら見てくるが、どうでもいい。


　しばらくして、しゃっと音がして試着室のカーテンが開いた。


　そこにいたのは黒いワンピースを着たミヌー。踝くるぶし丈たけのロングドレスだが、太もものかなり上のあたりまでスリットが入っていて脚あしを惜おしげもなく晒さらしている。そして胸むな元もとにもざっくりと深い切り込み。そこから垣かい間ま見みえるたわわな胸は、彼女が舞ぶ台たい女優ばりのポーズを取るたび跳はねるように揺ゆれた。


「まぁお似合いです、お客様！」


「まさにお客様のためにあるようなドレスですわ！」


　やんややんやと褒ほめる店員の声。


　五店舗連続で見てきたが、決まり事があるみたいに言うことは似たり寄ったりだ。それでもミヌーはにこにこ笑って「ありがと」と言って、鏡の前で何度か回ってみせる。


　そしてふとアルトゥールのほうを見て何か思いついたように笑みを深めると、長い裾すそをさばきながら目の前まで歩み寄ってきた。


「ねぇ、さっき買った靴出して」


「その紙袋に入ってるよ。そんくらい自分でやれよ」


「へぇ、そんなこと言っていいの？　あたしがデートだって認にん識しきできなければ、約束はなかったことになるわよ？」


　情報を盾たてに取られ、アルトゥールは渋々動いた。紙袋から紙の箱を取り出し、その中に入っていた靴を揃そろえて床に置く。


　赤いビジューがついた黒いエナメルのパンプス。踵かかとは高いうえに細くて、床に置くのでさえ注意しなければころっと倒たおれてしまいそうになる。


　ミヌーは少し前まえ屈かがみになって、その靴にすっとつま先を滑すべり込ませる。そこで動きを止めて視線を上げ──


「ねぇ、ちょっと」


「んー？」


「ねぇってば！」


「んだよ、うるさ……」


　靴を出して、用は済んだと思ってカウチで昼ひる寝ねの体勢に入ろうとしていたアルトゥールは目を開けた瞬しゆん間かん思わず仰のけ反った。


　ばばんと迫はく力りよくある胸が眼前に迫せまっていたから。


「ちゃんと見てて！　居い眠ねむりなんてだめよ、禁止！」


　子供みたいに頰ほおを膨ふくらませて、ミヌーはアルトゥールの顔を覗のぞき込んでいた。しかし、肘掛けにもたれかかって寝ようとしていたアルトゥールの目線の位置には顔より胸のほうが近い。


「なんでだよ、俺やることないじゃん」
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　目をそらしながら、仕方なく起き上がってアルトゥールは不平を言う。するとミヌーはますます頰を膨らませた。


「デートなんだから、つまんなそうにしないで。せめて感想くらい言ってよ。今まで何にも言ってくれないじゃない。これじゃ一人で買い物してるのと変わんないわ」


　めんどくさ。


　喉のど元もとまで出かかった言葉をどうにか飲み込んで、ふと思い出す。


　そういえば、前にも似たようなことが……。


　まだ三人でいた頃の思い出が蘇よみがえってきて、つい俯うつむいてしまう。しかし、それを許さないというように、ミヌーの細い指がアルトゥールの顎あごに添そえられて強ごう引いんに顔を上げさせられた。


「見・て・て・ね？」


　眉まゆをつり上げ、怒おこっているのは明らかだが顔は笑っている。そんな、ある意味怖こわい表情でミヌーは念押ししてきた。


「わかったよ、見てりゃいいんだろ。ファッションショーごっこか、こりゃ楽しみだ」


　情報のためだ。仕方ない。


　アルトゥールがそう言ってカウチの背もたれに背を預けると、ミヌーは満足そうに頷うなずいて鏡の前まで戻もどっていった。買った靴と試着している服の相性を確かめているようだ。


　しかし他にも気になる服があるのか、目移りしては試着を繰くり返す。試着室から出てくるたびに、どう？　と訊きかれても正直なんと言ったらいいのかわからない。


「ねぇ、これはどう？」


　何着目かに着たのは白い総レースのワンピースだった。


「良いんじゃないか？　高級なカーテンみたいで」


　褒めたつもりだ。しかしミヌーはお気に召めさなかったのか、むぅっと頰を膨らませて試着室に引き戻る。


　しばらくごそごそやって、今度はフリルブラウスにハーフパンツという姿で出てきた。


「これはどう？」


「あぁ、良いな。それなら走りやすそうだし」


　今度も褒めたつもりだ。だけどミヌーはまたしても気に入らないのか早々に試着室へ戻っていく。


　そんなことを、十回近く繰り返した。


　服を褒めるというのは本当に難しい。だんだん言葉が被かぶってきて、語ご彙い力を試ためされている気分になってくる。


「あんたって、なんかズレてるわ……」


　一通り試着を終え、もとの服に戻ったミヌーは、何点かの商品を店員たちに持たせて並ばせ、選びながらため息をついた。


「感想っていうのは、そういうんじゃなくて……もういいけど」


　諦めたように、もう一度大きくため息をつく。そして商品を一点ずつ候補から外していき、二着の服が残ったところで止まった。


　どうやら、この二つのうちどちらを買うか迷っているらしい。


　片方は最初に着た黒いロングドレス。


　もう片方は肩かたにコサージュの付いた、丈の短い赤いワンピース。


　どうしても決められないのか、深刻そうな顔になって延々悩なやみ続ける。


　持たされている店員もだんだん疲つかれが顔に出てきた。待っているだけのアルトゥールも疲れた。


　しびれを切らして立ち上がり、ミヌーの背後まで歩み寄って黒いロングドレスを指差す。


「そっち」


　さっさと決めてほしくて、断言する。するとミヌーは驚おどろいたように振り返った。


「どうしてそう思うの？」


「えっ、それは……」


　出かかった言葉を、アルトゥールは飲み込む。


　選んだ理由は簡単だ。黒いロングドレスは最初に手に取った服だった。それだけである。


　ユズカとメリッサ、二人の少女と一いつ緒しよにいて、同じような場面には何度も遭そう遇ぐうしたことがある。何かを買おうとする時、候補を複数並べて迷ったら、結局は最初に手に取ったものを選ぶことが多かったのだ。


　だからきっと、どんなに時間をかけて悩んだってミヌーも黒いほうを選ぶんだろうと思った。


　しかし、それを言って良いものか。


　何かを期待しているようなミヌーの眼まな差ざしから察するに、下手なことを言うと機き嫌げんを損そこねてしまいそうだ。そんなことになったら、情報を売ってくれる約束がなかったことになるかもしれない。


　似合ってるから、というのはどうか。いや、だめだ。じゃあ赤いほうは似合わないのかと言われたら言葉に詰つまる。


「ねぇ、どうして？」


　もう一度訊かれ、いよいよ逃にげられなくなった。


　こんなことなら口出ししなければ良かったと後こう悔かいしつつ、苦し紛まぎれにアルトゥールは自分が着ている黒いコートを指差す。


「お、お揃い、みたいな？」


　服を掲かかげ持っている店員が、「あちゃー」という顔をした。たしかに、色が同じというだけでくたびれたコートとドレスを一緒にされたら嫌いやかもしれない。


　やっぱり失敗だったかと覚かく悟ごしたが、ミヌーは一瞬ぽかんとして──ふっと噴ふき出した。


「何よ、それ。やっぱりあんたってズレてるわ。でも、面おも白しろいから採用してあげる」


　そう言ってミヌーは、黒いロングドレスを買う意思を店員に伝えた。


　会計を済ませ、ひとつ増えた荷物を持って店を出る。


　買い物に満足したのか、ミヌーは上じよう機き嫌げんだ。


「まだ何か買う気なのか？」


　軽い足取りでアーケード街を突つき進んでいくミヌーの後ろを歩きながらアルトゥールが訊たずねると、彼女は振ふり返ることなく答える。


「そりゃね。だって、いつもは一人だからあんまり荷物持てないもん。運び屋なんだから、それくらい余よ裕ゆうでしょ？」


「たしかにそれが俺の本業だけど……。でも、意外だな」


「何が？」


「いや、買い物はいつも一人ってのがさ。デートとかいって普ふ段だんから男に荷物持ちさせてそうな……」


　言い差し、口を噤つぐんだ。勢いよくミヌーが振り返ったのだ。


　何か気に障さわることでも言ったのかと一瞬焦あせったが、どうやら違ちがう。ミヌーも、なぜだか焦っていたから。


「そ、そうよ。デートなんて、あたし何百回もしたことあるんだから。でも最近は一人で静かに買い物するのにハマッてて、一度に買える量が少なかったの」


「……なんか見み栄え張ってないか？」


　ミヌーの不ふ審しんな態度に、ぼそっとつぶやく。


　するとミヌーは小走りで駆かけ寄ってきて、ごまかすようにアルトゥールの腕うでに絡からみついた。


「そんなことより、次はどこ行こっか？　そうだ、疲れたでしょ？　お茶しよ！」


　べったりくっつくものだから、ミヌーの胸が押しつけられて圧力が掛かかる。温かいもちもちのパン生き地じみたいなものが腕にまとわりついているような感かん触しよくだ。アルトゥールは慌あわてて身を引こうとするが、ミヌーは離はなれない。離れようとすればするほど、ぎっちぎちに締しめ上げてくる。


「ねぇ、ほら！　あの店でパフェ食べよ！」


「おい、痛いから引っ張るな！　てか、さっきあんだけ食ったのにまた食うのか！　それで太らないってんなら、その秘ひ訣けつを本にして売ったほうが稼かせげるぞお前！」


「それすごく良い考え！　でもめんどくさい！」


　きゃらきゃら笑いながら、ミヌーはなおも引っ張る。抵てい抗こうせずついていったほうが良さそうだ。仕方なく引きずられるままついて行き──


　氷点下の視線と、目が合った。


　今日ほど、コートを脱ぬがないでおいて良かったと思った日はない。


　人の通りが多いアーケード街。その人波の向こうに、異国風の服を着た白銀の髪かみの少女が立っていた。


　氷河のような水色の双そう眸ぼうを、すぅっと細めてこちらを見ている。


　その眼差しだけで凍とう死ししそうだ。いや、実際アルトゥールは動けなくなった。氷の彫ちよう刻こくになった気分だ。


「どうしたの？」


　急に動かなくなったアルトゥールに、ミヌーは不思議そうな顔をする。そしてアルトゥールの視線を辿たどって、彼女もようやく気がついた。


「あら、あの子……」


　ミヌーがそう言いかけた時、氷の眼差しの少女──ユズカは白銀の髪と長い袖そでを翻ひるがえし、凍こごえる視線でアルトゥールを一いち瞥べつしてから早足で人波の向こうへ消えていった。


　これはまずい。非常にまずい。


　きっとユズカは、アルトゥールが情報収集の役目を怠なまけていると思って怒っているのだ。先日だってそれが理由で引ひっ叩ぱたかれた。


　後になって、アルトゥール一人で誤解だと主張してもどうなるかわからない。ここは、今すぐ追いかけて事情を説明しなければ。もちろん、ミヌーも一緒に。


「追いかけるぞ！」


「え、ちょっと、まだデート終わってないんだけど!?」


　走りだそうとしたアルトゥールの腕にしがみついて、ミヌーは踏ふん張る。そうしている間にもユズカの姿が見えなくなってしまうというのに。


「もう充じゆう分ぶんだろ！　それより、一緒に来てユズカに状じよう況きよう説明してくれ！」


「何よ、それ……」


　低い声でそうつぶやいた直後、ミヌーはするっと腕を解ほどいた。急に解放されて勢い余ったアルトゥールはつんのめったが、どうにか踏みとどまる。


　しかし無防備な姿勢になってしまったせいで、両手に持っていた荷物をミヌーにもぎ取られても抵抗も何もできなかった。


「せっかく、ちょっとは楽しいかなって思ってたのに。超ちようしらけた。あたし帰る」


　ふんっ、と鼻を鳴らしてそっぽを向いたミヌーは、両手の荷物をぶんぶん振って立ち去ろうとした。


　アルトゥールは慌ててその肩を摑つかんで引き留める。


「おい、待てよ！　情報売ってくれる約束だろ!?」


「まだ買い物したいのに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなのデートじゃないわ。約束破ったのはそっちよ。それでも知りたいって言うんなら、自力で贋人ギニヨル狩がりを捜さがせば？　そっちのほうが、あたしよりディニタ・イングリスの情報に詳くわしいかもしれないんだし。でも、先に貰もらった分のお金があるから最後にひとつ良いこと教えてあげる。あのユズカって子のこと、この町に来てからつけ回してる奴やつがいるのよ。気づいてた？　ほら、あそこ」


　両手が塞ふさがっているミヌーは、くいっと顎あごを動かして指し示す。その方角を見てみると、人波に紛れて遠ざかっていくユズカのあとをさりげなく追っていく金きん髪ぱつの男がいた。


「シローフォノ軍の贋人ギニヨル狩りかしら。それとも《スターダスト》かしら。ま、あたしには関係ないけど。じゃあね」


　強ごう引いんに肩を引いてアルトゥールの手を振り払はらい、ユズカが去っていった方向とは逆方向へミヌーは早足で歩いて行く。


　捕つかまえようと、もう一度手を伸のばし……止めた。去っていくミヌーに背を向け、アルトゥールはユズカの姿を捜す。


　ユズカも、彼女を追う男も、行き交かう人の向こうに消えてしまってもう見えない。


　もしミヌーが言った通り、あの男が贋人ギニヨル狩りならユズカが危険だ。


　アルトゥールは迷わずユズカの跡あとを追う。


　ガラス屋根に覆おおわれていないアーケード街の外は、ぱらぱら小こ雨さめが降り始めていた。




　三　不快です







「どこ行ったんだ、あいつ……。こっちに来たと思ったのに」


　走り疲つかれ、焦しよう燥そう感を吐はき出しながらアルトゥールは公園の鉄製ベンチに腰こしを下ろした。


　雨で濡ぬれていたが、小雨の中を走り回っていたせいで全身がしっとり湿しめっている。今さら尻しりが濡れたところで大して変わらない。


　アーケード街を出て捜して回り、辿り着いた先は緑地公園だった。


　何かの記念に建てられた女め神がみ像を取り囲むように円形の広場があり、そこは煉れん瓦が畳だたみで整備されているが、周辺は広場を取り囲むように背の高い樹木が植えられている。


　各地区へと延びる放射状の道は舗ほ装そうされていて、晴れた日の昼などは富ふ裕ゆう層のご婦人方が愛犬自じ慢まんや交流会の場にしているが、今は小雨が降っているので人の気配はない。最近はユズカやミヌーのように裾すその短い服も流は行やっているものの、年配のご婦人や育ちの良いお嬢じよう様さま方の間ではまだまだ膝ひざ下したまで覆うスカートが主流だ。濡れた煉瓦は滑すべりやすいし、泥どろ水みずが撥はねて汚よごれるのがわかっていて出てくる者はいない。


　そうでなくても、雨宿りもできない公園になんて好んで来る者はいない。


　静かだ。濡れた緑の匂においを吸い込んで胸が潤うるおう。


　そうして気持ちを落ち着けて、体が萎しぼむほど大きく息を吐き出し空を仰あおいだ。切れた雲間から青い色が垣かい間ま見みえる。通り雨だったのか、もうじき止やみそうだ。


「ユズカ……。早く捜さないと」


　彼女を尾び行こうしていたのは贋人ギニヨル狩りかもしれないのだ。もし、またメリッサのようなことになったら……。


　乱れた呼吸が落ち着くのを待たず、アルトゥールは腰を上げた。足あし下もとの水たまりには、雲間から覗のぞく青い空が映っている。


　その、水の中の空で、何かが光った。


「えっ」


　声を上げ、視線を空に向け──目を瞠みはる。


　丸々と見開かれた柘榴ざくろ石いしの双眸に映り込んだ黄金の光が眩まぶしい。それが何の光なのか考えるのは後回しにして、危機を叫さけぶ本能に従って横っ飛びに避よけた。


　丸めた体が煉瓦畳の上を転がる。それと同時に、鉄製のベンチが黄金に光った。


　小さな稲いな妻ずまのような、凶きよう暴ぼうにして繊せん細さいな電流だ。しかしその光はすぐさま四散して消える。


「贋人ギニヨルか!?」


「そりゃそうだ。こんなことできるのは贋人ギニヨルか、怪精フアンタズマしかいねぇよ」


　答えは頭上から降ってきた。


　男の声だ。風を打ち付ける音がして、アルトゥールの前に降り立ったのは大きな黄金色の鳥だった。


「獣人型フオーヴか……」


　アルトゥールは唸うなるようにつぶやく。


　現れた贋人ギニヨルは背中に翼つばさを持っていた。


　そのため上半身には何も纏まとっておらず、上着らしきものは腰に袖を結んで括くくり付けている。黄金の羽う毛もうは肩かたまで及および、筋肉質な腕をも覆っていた。


　ユズカやメリッサのような、能力を使う際に外見的な変化がない贋人ギニヨルもいるが異形の姿となる者もいる。多くが獣けもののような形態となる彼らをユズカたちは獣人型フオーヴと呼び、アルトゥールもそれに倣ならっていた。


「何するんだ、いきなり」


「心当たりがないのかよ」


　アルトゥールの問いに獣人型フオーヴが答えになってない言葉を返す。


　獣人型フオーヴは若者だった。おそらく、さっきユズカを尾行していた男だ。


　アルトゥールより年上なのは確かだが、贋人ギニヨルは成人すると成長が止まると言われているから実際の年ねん齢れいはわからない。短く刈かった髪も瞳ひとみも金色で、ど派手な男だった。背は高くて骨太な体格がそう見せているのか、自信ありげにアルトゥールを見下ろしてくる。


　心当たりならある。ここ最近、この街の新聞に話題を提供している事件。


　この男が贋人ギニヨル狩りか。


　しかも、感情があるのならシローフォノ軍に使し役えきされている一等星オランピアの贋人ギニヨルでなく、三等星ペトルーシユカだけで構成される《スターダスト》だ。人間社会に溶とけ込もうとする贋人ギニヨルを狩る者たち。アルトゥールを狙ねらったのは、贋人ギニヨルと間ま違ちがえているからだろうか。


　贋人ギニヨル狩りがここにいるならユズカはひとまず大だい丈じよう夫ぶだ。だけど、もしこの贋人ギニヨル狩りの仲間が他にいるのなら、安心してはいられない。


「おい、お前。ちょっと聞きたいことが……」


　ユズカを尾つけまわしていた理由は何か。仲間はいるのか。ディニタ・イングリスを知ってるか。


　言いたいことがいくつも湧わいてくる。だが、それを訊きく間もなく相手が動いた。


　手を翳かざした獣人型フオーヴの指先から電流が迸ほとばしる。


　細い糸のような繊細な光は、ばりばりと凶暴な音を伴ともなってアルトゥールに迫せまってきた。慌あわててさっきと同じように跳とんで避け、水たまりの上に着地する。さっき転がったのと合わせてもう全身泥どろだらけだ。


「話くらい聞けって！」


　撥ねて頰ほおについた泥を手で拭ぬぐいながら顔を上げると、獣人型フオーヴの姿が視界に映った。口角が愉ゆ快かいげにつり上がっている。


　しかし彼の視線はアルトゥールの顔ではなく、それよりわずかに下へずれていて──


　はっとして、アルトゥールは自分のいる場所を確かく認にんした。


　大きな水たまりだ。広こう範はん囲いで緩ゆるやかに窪くぼんでいるのか、煉瓦畳の上を薄うすい水の膜まくが覆っている。


　再び獣人型フオーヴの手が動いた。電流が空間を這はう蛇へびのように指先から伸びる。


　それと同時に、アルトゥールは大おお慌あわてで転げるようにその場から逃にげる。案の定、さっきまでいた水たまりはばりばりっと電気の火花を散らせていた。


　攻こう撃げきが当たらないことに苛いら立だったのか、獣人型フオーヴはじりっと一歩後退して顔をしかめた。そんな獣人型フオーヴの足下へ、着地したアルトゥールは倒たおれるように滑り込む。足を摑つかまえて引き倒そうと手を伸ばしたのだ。


　しかし、目もく論ろ見みは読まれたのか、ひょいっと軽く横に跳んで避けられた。手を伸ばしても、腕うで半分届かない距きよ離りへ。


　地面へ這いつくばったアルトゥールへ獣人型フオーヴが手を翳す。今度は両手だ。


　強きよう烈れつなのが来る、と本能的に悟さとった。しかも近づいてしまったために避けられない。


　ぎりっと歯を食いしばった。それに対し獣人型フオーヴは勝利を確信したように笑う。獲え物ものを捉とらえた猛もう禽きんの目だった。


　獣人型フオーヴの十指に電流の糸が弾はじける。


　それと同時に、上半身を起こして片かた膝ひざを立てたアルトゥールは両手をぱんっと打ち鳴らして胸の前で手のひらを合わせた。


「なんだ、命いのち乞ごいか！」


　愉快げに笑う獣人型フオーヴの声が耳みみ障ざわりだ。


　光の加減で赤あか紫むらさきに見える柘榴石のような双そう眸ぼうをきつくつり上げたアルトゥールは、合わせたままの両手を腰の左側へ持っていって右手を握にぎった。


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　雄お叫たけび、握った右手を振ふり抜ぬく。


　まるで抜ばつ刀とうのように、鞘さやである自分の体から《炎龍ヴイーヴル》を抜き放ったのだ。


　獣人型フオーヴはまったく予想だにしなかったとでも言いたげに啞あ然ぜんとして目を見開く。その隙すきを突つくようにアルトゥールは斜ななめ上に切り上げたが、寸前で我に返った獣人型フオーヴは翼を大きく打って宙へ飛び上がる。が、掠かすめた炎ほのおが彼のズボンの裾に引火した。


「うわ、あっつ！」


　手で叩たたいて消そうとしたが、体勢を崩くずして獣人型フオーヴはべちゃっと地面に落ちた。そこにちょうど運良く水たまりがあって、水に擦こすりつけるようにして火を消す。


　しかし裾は焦こげて穴が空いてしまった。それを憎にく々にくしげに見る獣人型フオーヴへ、アルトゥールは刀の切っ先を向ける。


　炎が鼻先すれすれに近づき、熱を避けるように獣人型フオーヴは座り込んだまま仰のけ反った。


「な、なんだそれ」


　形勢逆転、アルトゥールを見上げて獣人型フオーヴが問う。


　アルトゥールは首を傾かしげた。


「なんだ。お前、これを知ってて俺を狙ったんじゃないのか？」


　これ、と言って軽く切っ先を揺ゆらす。熱気に煽あおられて獣人型フオーヴはさらに首をそらした。


　炎を纏う剣けん、《炎龍ヴイーヴル》。アルトゥールの体を鞘とする剣で、自由に取り出すことができる。ただし、おかしいのは──


「なんでだよ！　お前、ただの人間だろう!?　なんで贋人ギニヨルみたいな能力持ってんだ！」


　混乱したように獣人型フオーヴは叫ぶ。抱いだいて当然の疑問だ。だからアルトゥールは答える。


「そんなの俺が知りたいわ」


　誰だれがどんな目的でアルトゥールにこんな能力を植え付けたのか、誰かが知っているなら教えてほしいくらいだ。そういうわからないことすべての答えを求めて、アルトゥールとユズカはディニタ・イングリスを捜さがしているのだから。


　アルトゥールの投げやりな言葉に獣人型フオーヴは呆あきれ果てたのか、渾こん身しんの「はぁぁ？」を口にした。


「なんだよ、それは」


「他に言い様がない」


「自分のことがなんでわからねぇんだよ」


　馬ば鹿かにされていると思ったのか、相手の声に苛立ちが混じる。アルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》を構えたまま肩をすくめた。


「お前はどうやって、さっきみたいな雷かみなりを操あやつったんだ？　誰かに教わったのか？」


「そんなわけあるか。贋人ギニヨルってのは生まれながらに自分の能力を知ってるんだよ。いつの間にか勝手に使えるようになる。それだけだ」


「そうか。だったら、俺も一いつ緒しよだ。違うのは、お前ら贋人ギニヨルと違って自分がどうしてこんな力を使えるようにさせられたのかがわからないってだけ。けど、わからないからって使える力を使わないでいるのも勿もつ体たいないからな」


「……じゃあ、本当にただの人間なのか」


　まだ納なつ得とくいかないといった表情で獣人型フオーヴは言う。その言葉を聞いて、アルトゥールはふと気がついた。


「そういえば、お前はなんで俺が人間だってわかったんだ？」


　てっきり贋人ギニヨルと間違えられたのだと思っていた。獣人型フオーヴのように異形の形態を取っていなければ、人間と贋人ギニヨルを外見だけで見分けるのは非常に困難なのに、彼は確信を持ってアルトゥールを人間と判断していたようだった。《炎龍ヴイーヴル》を見て驚きよう愕がくしたのは贋人ギニヨルである可能性を一いつ切さい考えていなかったからだ。


　獣人型フオーヴはむすっと不ふ機き嫌げんな顔で言う。


「なんでお前にそんなこと教えないとあっつ！　何すんだ！」


「チキンの直じか火び焼きを作ろうかなって」


「誰が鶏チキンだ！　そもそも鶏にわとりは飛べないだろ！」


「おお、言われてみればたしかに」


《炎龍ヴイーヴル》の炎に頰の産うぶ毛げをちりちり焦げ付かせ、金色の翼をばさばさ鳴らして喚わめく獣人型フオーヴの言い分にアルトゥールは素す直なおに納得した。しかし。


「で、なんで俺が人間だってわかったんだ？」


　肝かん心じんの答えが返ってない。二度目の問いは、なるべく相手が答えてくれるように愛あい想そ良く笑ってみせた。にぃぃっと口の両りよう端はじをめいっぱいつり上げる。


　それを見た獣人型フオーヴはわずかに頰を引きつらせた。それから一いつ瞬しゆん迷いを見せたが、ぶすっと仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやく。


「んなもん、見ればわかるんだよ」


「見てわかる？　贋人ギニヨルと人間って見分けることができるのか？」


　ユズカの姿を思い出す。容よう貌ぼうがその辺の女より優すぐれているのは認めるが、それ以外はまるっきり普ふ通つうの人間と一緒だ。彼女の場合、異国風の出いで立ちのほうが珍めずらしいし異質と言える。


　うーん、と唸って首を傾げる。すると獣人型フオーヴは右手の親指を立て、自身の背中──金色の翼を指差した。


「俺の能力は《雷鷲ワキンヤン》ってんだ。見ての通り、獣人型フオーヴの贋人ギニヨルだよ。さっきみたいに雷らい撃げきを操ることもできるし、普通の人間に比べて異常に目が良いんだ。だから、遠くから見ただけで心臓の動きがわかる。服の上からでも微かすかに上下してるだろ？」


　そう言って、今度はアルトゥールの左胸に指先を向けた。


　胸むな元もとを見下ろしてみると、たしかに規則正しい鼓こ動どうが肋ろつ骨こつや筋肉を揺らしているのがわかる。しかし、これを遠目から見て識別するとは。贋人ギニヨルの能力は個性に富んでいるんだなと改めて実感した。


　けれど、ならどうして……。


「俺が人間だって知ってて、なんでいきなり攻撃してきたんだよ。お前、贋人ギニヨル狩がりじゃないのか」


　贋人ギニヨルであるユズカを追っていた。だから、てっきりこの男が贋人ギニヨル狩りだと思ったのだ。《炎龍ヴイーヴル》を使っているところをどこかで見られていて、勘かん違ちがいされたのだと。


　しかし鼓動の存在を目視して人間だと判断していたなら、この左胸の中にマテリエはないことくらいわかっていたはずなのだ。


　つまり、この男の目的は贋人ギニヨル狩りではなく……。


「なんで攻撃したかって？　そんなの決まってる。お前を倒して彼女を助けるためだ！」


　威い嚇かくするように声を張り上げ、獣人型フオーヴは座った姿勢のまま足を伸のばしてアルトゥールの脛すねを蹴けった。咄とつ嗟さに飛び退すさって強打は防いだが、その隙に獣人型フオーヴはさっと立ち上がってアルトゥールから距離を取る。


　身構えたのはほぼ同時。


　アルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》を。獣人型フオーヴは電流迸ほとばしる右手を。油断なく睨にらみ合い、先に口を開いたのはアルトゥールだった。


「彼女って、何の話だよ」


　アルトゥールの身近にいる女といえば今はユズカ一人だ。ミヌーは数日前に出会ったばかりだし、スリで大事なものを盗とられかけたうえに今日は強制労働させられた。しかも約束の情報も教えてくれなかった。どちらかといえば被ひ害がい者しやはこちらだ。


　しかし獣人型フオーヴはますます憎にくらしそうにアルトゥールを睨ねめ付けた。


「身に覚えがないのか？　しらばっくれるなこの野や郎ろう。お前と一緒にいる白くて異国風の服を着た彼女のことだ」


　それは唯ゆい一いつ身近な女であるところの、ユズカの特とく徴ちようそのまんまだった。


　しかしまさか彼女のことがここで出てくるなんて思っていなかったのでアルトゥールは戸と惑まどう。


　この獣人型フオーヴとユズカは知り合い？


　そういえばユズカとは日中ほとんど別行動だ。ユズカだって年とし頃ごろだし、まさか交際相手とか……。


　いろんな考えが頭を巡めぐって青ざめる。


　そんなのはだめだ。ユズカはアルトゥールとメリッサの妹。三姉兄妹きようだいの末っ子だ。出会ってからメリッサの思いつきでそうなって、今では仲間であり本当の家族だと思っている。


　交際する相手は兄のお眼鏡にかなった奴やつでなければ、ユズカを託たくされた身としてメリッサに申し訳が立たない。きちんと紹しよう介かいされて挨あい拶さつもしていないのにいきなり攻こう撃げきしてくるような奴、ユズカの相手に相応ふさわしいものか。いや、もしかしたらこれが挨拶なのか。


「そんな不良な彼氏、お兄ちゃんは許さないぞユズカ！」


　アルトゥールが叫さけぶと同時に獣人型フオーヴの手の中で暴れる電流が激しさを増した。金色の翼つばさにも小さな稲いな妻ずまを纏まとって、高く飛び上がる。そしてそのまま垂直に急降下し、両手を下に向けて放電の構えを取った。《炎龍ヴイーヴル》の炎を避さけるために高い位置からの攻撃に変えたのだ。


　それでもアルトゥールは迎むかえ撃うつ。赤い炎が踊おどる長ちよう剣けんを横に構えて降りてきた獣人型フオーヴに渾身の火か炎えんを──


　いざ刀身を振りかぶって炎を噴ふき出そうとした、その瞬間だった。ひゅうっと身に馴な染じんだ冷気を感じたと同時に青白い光が目の前で弾はじける。


　眩まぶしさで思わず目を眇すがめ、不自由になった視界の中ではらはらと散る光が見えた。


「ご無事ですか、アルトゥール」


　少し乱れた白銀の髪かみをさっと払はらって、目の前に現れた少女は静かに言った。


　彼女はアルトゥールに背を向け、獣人型フオーヴとの間に割って入るように対たい峙じしている。


「ユズカ！」


　冷気を感じた時点で彼女だとわかっていた。つららのように鋭するどい氷を飛ばし、獣人型フオーヴの雷撃にぶつけてくれたのだ。ガラスの破は片へんのように光っていたものは砕くだけた氷。《氷姫グラス・レーヌ》の能力だ。


「騒さわがしいと思って来てみれば……何事です？」


「そんなことよりユズカ。ちょっと大事な話が……」


　説教してやろうと声を荒あららげる。しかし途と中ちゆうで言葉が止まった。二人と対峙している獣人型フオーヴの様子が、先ほどまでと一変したから。


「ユズカちゃんっていうのか……思った通り可愛かわいい名前だなぁ……」


　両手を組み合わせ、頰ほおをほんのり染めてまるで憧あこがれの舞ぶ台たい俳優にばったり出会った乙女おとめみたいに目をきらきらさせていた。さっきまで電流をばりばり鳴らして睨み合っていたのが噓うそのように隙だらけだ。


「……どなたですか？」


　アルトゥールの前に立つユズカは前を向いたまま怪け訝げんそうな声を上げる。獣人型フオーヴではなく、アルトゥールに訊たずねているような小さい声だった。


「お前の彼氏じゃないのか？」


　そう答えると、ユズカはばさっと髪が音を立てそうなほど慌あわてて振ふり返る。


「な、何を言っているんですか。そんなはずありません」


　心外だと言わんばかりに、なぜかアルトゥールが睨まれる。


　怖こわい顔だ。しかし、その言葉で安心した。


「そっかそっか。そうだよな、うんうん……。お前がそう言うなら信じるぞ」


　何度もこくこく頷うなずき、胸をなで下ろす。


　ちょっと結けつ婚こん式しきでお兄ちゃん今までありがとうとか言われるあたりまで想像して泣きそうになったのは言わないでおこう。お兄ちゃんなんて呼ばれたことはないけど。


　だけどユズカの機き嫌げんは直らないのか、ぷいっと横を向いてしまった。


　だが、それも一瞬。


　再び前を向いて、今度は獣人型フオーヴにきつく咎とがめるように問う。


「どちら様ですか。初めてお会いするはずですが」


　ひゅうっと足あし下もとから冷気が這はい上がってくる。彼女が静かに怒おこっている証あかしだ。


　獣人型フオーヴがアルトゥールに妙みようなことを吹ふき込んだと察したのだろう。しかしその冷気は離はなれた獣人型フオーヴには届かず、相変わらず奴はユズカに見とれていた。


　そしていきなり大おお仰ぎような仕草で両手を広げる。


「君を助けに来たんだよ、ユズカちゃん！」


「仰おつしやっている意味がわかりません。どちら様ですか」


　相手の語ご尾びに被かぶせつつ、後ろで聞いているだけで骨まですぱっと切れそうなほど冷たくばっさり言い放つ。自分が言われているわけではないのに、アルトゥールは思わずぶるっと震ふるえた。冷気を食らって寒いし。


　なのに獣人型フオーヴは気づかず、まだ素人しろうと芝しば居いのように恍こう惚こつとした顔で言葉を続ける。空気読んでほしい。


「名前が知りたいのかい？　ボクはロドリク。さぁ、こっちにおいで！　見ての通りボクは贋人ギニヨルさ！　君の仲間だよ！」


「ボクって。さっきまでと全然違うじゃん。なんか気持ち悪くなってるし」


　すっかり緊きん張ちよう感なんかなくなって、《炎龍ヴイーヴル》を仕し舞まおうか考えながらアルトゥールはぼやいた。ユズカは相変わらず冷気を発しながら身じろぎもしない。


「ロドリクさんですか。では、ロドリクさん。わたしがそちらに行かねばならない理由はなんですか？　目的はなんですか？　答えによっては……」


　言いながらユズカはプリマバレリーナもかくやという仕草で右手を左頰の横へと持って行く。


　その白く華きや奢しやな指の間には細い針のような氷が三本、いつの間にか挟はさまれていた。


「手加減はしません。アルトゥールを傷つけようとしたことも許しません。覚かく悟ごはよろしいですか」


　ここに至ってようやく空気を察したのか、獣人型フオーヴ──ロドリクは「あれ？」というような顔をした。ユズカが戦せん闘とう態勢に入っていることが信じられないようで、頰に汗あせを一筋垂らして今度はアルトゥールに目を向ける。


「おい、お前！　ユズカちゃんになんてことさせるんだ！　どんなこと言って脅おどしてるんだ！」


「脅してるってなんだよ。してねぇよそんなこと。それより今とばっちりでめっちゃ寒いんだけど。早いとこ謝れって。悪いこと言わないからさぁ」


　冷気がユズカから流れてくる。コートを着ているから多少はましだが、寒いものは寒い。


　昔からユズカは怒ると怖いのだ。


　物静かで仕事を淡たん々たんとこなす性格で、アルトゥールやメリッサの一番後ろを歩いてきながらも二人を支えてくれる頼たよりになる末っ子だったが、二人が役目を怠なまけたりふざけ合って物を壊こわしたりするとまさしく今のように淡々としていながら切れ味鋭するどい言葉で説教された。メリッサとアルトゥール二人正座させられて叱しかられたこともある。手が出ることもしばしば。


　ただし、メリッサには甘いところがあったので、冷気を纏まとった平手打ちを食らうのはいつもアルトゥールだけだったが。


　そんな経験から良かれと思って進言したのに、ロドリクはまだ納なつ得とくしない。アルトゥールに人差し指を向け、半分笑った口元で言う。


「たとえお前が贋人ギニヨルに似た能力を持ってたって、人間は人間だ。俺たちを創つくった連中は贋人ギニヨルのことを人形としか思ってない。人間様に仕つかえる奴ど隷れいってな。実際、お前はユズカちゃんにばっかり働かせて毎日ふらふら、まるっきり情ヒ夫モじゃねぇかよ。弱みか何か握にぎって逆らえないようにしてるんだろ。だから俺が助け出すんだ。そんで、助け出した俺のことをユズカちゃんが好きになる。実に自然な流れだ」


「思考が斜ななめ上すぎだろ。ていうか、ひどい言い草だな。なぁ、ユズカ？」


「ええ、最後の不自然な流れは理解できませんね」


「最後だけじゃなく全体的におかしかったように聞こえたけど？」


「あなたがわたしを人形扱あつかいしているとは思っていませんよ」


「情ヒ夫モのあたりは何が何でも否定しない意志の強さが素敵だよ、まったく」


　身内に背後から撃たれた気分だ。ユズカが働いてアルトゥールが情報収集をするのはお互たがい納得のうえなのに。


　ユズカは相変わらず振り返りもしないで氷の針を構えている。


「ロドリクさん。あなたにお会いするのは今日が初めてです。ずいぶんわたしたちのことにお詳くわしいようですが、どこでそんな情報を？」


「君がこの町に来た時から、ずっと見てたんだ。ユズカちゃんがその男にこき使われているのも全部知ってる。まったくひどい野郎だ」


　ロドリクはそう言って睨んでくるが、アルトゥールは構わずユズカに補足する。


「あいつ、すんごい視力が良いんだってよ。俺たちが気づかないくらい遠くから見てたってことだ。心臓の動きも服の上から見てわかるから、それで人間か贋人ギニヨルか見分けてたんだと」


「えっ……？」


　その言葉で、ユズカは初めて構えを崩くずした。片足を引いて、ロドリクに対し体を斜めにしながら腕うでで胸むな元もとを隠かくす。


　そりゃそうだ。要するに、知らないうちに監かん視しされて胸まで注視されていたということなのだから。


　ロドリクの視線を疎うとむようにユズカは身を縮める。しかし何を思ったのか、そんな彼女の姿を見てロドリクは嘆なげくように肩かたをすくめ、両手のひらを上に向けて困ったように薄うすく笑った。


「ユズカちゃん。君は胸が小さいのを悩なやんでいるようだけど、それは間ま違ちがってる。大きすぎるのは無む駄だに扇せん情じよう的なだけで品がない。控ひかえめだからこそ良いんだよ。清せい楚そで可か憐れんな君には今のままが似合ってる。それは誇ほこるべき財産なんだ。奥ゆかしい胸は最高だよ！」


　自信満々に理想の女性像を語る。


　ユズカは不動だ。だけど、這い上がってくる冷気で髪だけが揺ゆれている。


「地じ雷らいを十点満点の着地で踏ふみやがった……！」


　戦せん慄りつしてつぶやき、アルトゥールはじりじりと後あと退ずさった。


　もうだめだ。こうなったら避ひ難なんするしかない。


　しかし安全圏けんに移動するより先にユズカが動いた。


　周囲の空気が凍いてつき、彼女は長い袖そでを靡なびかせ右手で水平に空を切る。


　その手の軌き道どうに沿って氷の短刀が十数本、整然と宙に並べられた。重力に逆らって浮ういたままのそれらに向かい、ユズカは翻ひるがえした手を号令のように振り下ろす。


　それと同時に飛び立った氷の刃やいばはすべてが迷うことなくロドリクへ向かっていった。


「えっ!?　ユズカちゃん!?」


　ロドリクは慌てて身構えたが、氷の刃が降り注いだのは彼の体ではなく、足下。取り囲むように半円を描えがいて煉れん瓦がの上へ落とされた氷の刃は、地面の上でぱりぱりと音を立てながら氷柱つららのように育って互いを繫つなぎ、鉄てつ柵さくの様相となった。


　正面から見ると、まるで籠かごの中の金糸雀カナリアだ。もっとも、そんな可愛らしいものではないけれど。


　鳥の獣人型フオーヴであるロドリクなら、その翼つばさをもってすれば氷の柵さくなんて軽々越こえられる。しかしロドリクは身構えた姿勢のまま啞あ然ぜんとして動かない。明らかに威い嚇かくとはいえ、ユズカが攻こう撃げきを仕し掛かけてきたことが信じられないようだった。


「ユ、ユズカちゃん、何の冗じよう談だん……」


「警告です。わたしは、わたし自身の意思でアルトゥールと共にいるのです。部外者は口出ししないでいただけますか。それと、付きまとって監視するのはやめてください。不快です」
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　ロドリクを睨にらみ据すえる半眼は、十数本の氷の刃より鋭く殺傷能力が高そうに見えた。アルトゥールは摺すり足で、もっと距きよ離りを取ろうと後退る。


　氷の視線で射い貫ぬかれている当の本人はといえば、脂あぶら汗あせを額に浮かべて氷こおり漬づけにされたみたいに固まっていた。


　そんな哀あわれな小鳥に、ユズカは冷れい淡たんな声で問う。


「お返事は？」


「申し訳ございませんでしたぁー！　二度とこのような真ま似ねは致いたしませんので何とぞご容よう赦しやをー！」


　喉のど元もとに剣けんの切っ先を突つきつけられているのかという勢いでロドリクが降参を宣言した直後、ユズカは指をぱちんと鳴らした。とたんにすべての氷が粉々に砕くだけ、風に舞まって消えていく。


　小こ雨さめのおかげで地面はもともと濡ぬれているし、わずかに残った氷の破は片へんもすぐ溶とけるだろう。


　砕けた氷が日の光を弾はじいて輝かがやく中、ロドリクは腰こしが抜ぬけたように座り込み、ユズカは振り返る。冷気から逃にげようと離れていたアルトゥールは、その冷たい視線と目が合った。


「先ほどはずいぶん楽しそうでしたね」


　何のことか、一いつ瞬しゆんわからなかった。


　だが、思い出した瞬間青ざめる。


　そうだ。いきなり攻撃されたりで忘れていたけど、ユズカには大きな誤解をされていたのだ。


　慌あわてて彼女の眼前まで駆かけ戻もどり、弁解する。


「いや、あのな。あれは怠なまけてたんじゃなくて、それはもうすごい戦いをしてたんだよ。情報収集のために自分の語ご彙い力を駆く使しして……」


「あの方、先日の泥どろ棒ぼうですよね？　そんな人と腕を組んで歩いていて、どんな情報が手に入るんです？　わたしが働いている間に、あなたという人は……」


　まったく信じてくれない。


　さっきロドリクに情ヒ夫モだなんだと言われた時、否定しなかったのはこの誤解があったせいに違いない。ミヌーが一いつ緒しよに事情を話してくれない限り、わかってもらえないのだろうか。


「あいつ、情報屋なんだよ。お前が贋人ギニヨルってことも、俺が人間なのに能力持ってることも言い当てられたんだ。それで、ディニタ・イングリスの行方ゆくえを教えてくれるって言われたから……」


　そう言うと、ユズカの顔つきが変わった。驚おどろきと、期待に満ちた眼まな差ざしでアルトゥールを見上げてくる。


「本当ですか？　行方がわかったんですか？」


「え、いや、それが……。金は払はらったんだけど足りなくて、交こう換かん条件で買い物に付き合ってたんだよ。そしたら、お前に見つかって。追いかけて一緒に事情説明してくれって言ったら、なんでか怒おこられて、そのまま……」


　言葉は尻しりすぼみになる。話しているうちに、ユズカの目が冷たい半眼に戻っていったから。


「では、お金だけ取られて肝かん心じんの情報は何も得られなかったということですか？　いったい、いくら渡わたしたんです？」


「えっと……二六〇〇〇……」


「今朝あなたのお財さい布ふに補ほ充じゆうした、ほぼ全額じゃないですか……！」


　苦にが々にがしく言って、ユズカは片手で顔の半分を覆おおった。そして、片目でぎろりとアルトゥールを睨み上げる。


「それだけの大きな情報なら、もっと高額になることくらいわかるでしょう？　どうしてわたしに相談してからにしようと思わなかったんです？　それに、その情報屋はスリじゃないですか。わたしたちの情報を言い当てられたからって、そんな怪あやしい人を簡単に信用するなんて……美人でしたものね。胸だって、大人っぽくて。……メリッサに少し似てました」


　責め立てられ、かちんと来た。自分なりに考えて、目的のためにやったことなのに。


「なんだよそれ。お前もさっきは食い付いてきたじゃないか。だいたい、あいつとメリッサ全然似てねぇよ。なんかお前、金のことよりミヌー……情報屋の女と一緒にいたことのほうに怒ってないか？　嫉しつ妬とでもしてんのかよ。いくらあいつの胸がでかいからって……」


　言葉はそこで途と切ぎれた。高速で飛んできたユズカの平手打ちが、えぐるようにアルトゥールの頰ほおに食い込んだから。


　首の骨がどうにかなりそうな衝しよう撃げきに、堪こらえきれずアルトゥールは煉れん瓦が畳だたみの地面に沈しずんだ。


　頭が揺さぶられたせいで視界がくわんくわん揺れる。


　その視界の中で、見下ろしてくるユズカの顔は怒いかりのためか赤く染まって目は鋭するどく吊つり上がっていた。


　苛いらついて、つい禁句を口にしてしまったことに気がついたけれど今さら遅おそい。


　白銀の髪かみを翻ひるがえし、ユズカは早足で去っていく。


　追いかけるために立ち上がろうとしたが、その拍ひよう子しにまだ揺れている視界がぐるんと一回転して、アルトゥールは再び煉瓦畳に這はいつくばった。
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「おっかねー！　なんだあの女、全然可か憐れんじゃない！　おっかねー！」


　ベンチに立て膝ひざで座ったロドリクは、手に持ったバゲットサンドをぐにっと握にぎり潰つぶしながら憤ふん然ぜんと叫さけんだ。ぱらぱら零こぼれたパンくずに鳩はとが群がる。


　さっきまでユズカちゃんとか言っていたくせに、今はあの女呼ばわりだ。現実を見たことで目が覚めたのなら、彼にとっては幸いだったろう。


　雨が上がって地面が乾かわいてきた公園には人通りが戻ってきた。


　飾かざり立てた愛犬自じ慢まんに勤いそしむご婦人方や鳩を追いかけて遊ぶ子供。


　さっきまでここで雷らい撃げきや炎ほのおや氷が飛び交かっていたなんて信じられないくらい和なごやかな光景である。


　それを見ながら、ロドリクはバゲットサンドにかぶりつく。カートに載のせて飲み物や軽食を売る移動屋台も出てきて、そこで買ったものでやけ食いをしているのだ。


　ちなみに、今の彼の背中には金色の翼はない。


　アルトゥールの《炎龍ヴイーヴル》と同じように出し入れ自由らしく、まるきり人と同じ姿だ。腰に巻いていた上着も袖を通している。


「お前は満点花丸な地雷の踏みっぷりで無傷なんだから強運だよ……」


　まだ口をつけていないベーグルを両手で持って、力なく項うな垂だれ薄ら笑いを浮かべるアルトゥールもロドリクの隣となりに座っていた。


　左の頰にはくっきりと赤い手形が残っている。覇は気きのなさを舐なめられたのか、鳩は腕うでに乗ったり肩にとまってぽっぽぽっぽ言いながら直接アルトゥールの手からベーグルを啄ついばんでいた。


　ユズカが去った後、吹雪ふぶきの冬山から生せい還かんしたように二人はふらふらとベンチに座り込んだ。


　しばらくはお互たがい無言だったが、腹が減ったのかロドリクは軽食を買ってきて、ついでにアルトゥールの分も買ってきてくれた。それで、こうして並んで昼食と相成ったのだ。


「メリッサがなだめ役してくれてた頃ころは、多少はましだったんだけどな……。メリッサがいなくなって、俺よりあいつのほうが辛つらいんだし、仕方ないけど。でも、時々嫌きらわれてるんじゃないかって思えてな……。メリッサには甘かったのに、俺には厳しいんだよなぁ」


　鉛なまりのようなため息をつく。


　ふと視線に気づいて横を見ると、ロドリクが鬱うつ陶とうしそうな半眼で横目に見ながらバゲットサンドを囓かじっていた。愚ぐ痴ちりたいならさっさと愚痴れ、と言われているような気がして、ベーグルの輪っかの穴を見つめてアルトゥールは独り言のように語った。


　メリッサのこと。


　ユズカのこと。


　シローフォノの第四クレイドルで、七年前に彼女たちと出会ったこと。


　そして、メリッサが贋人ギニヨル狩がりに遭あって死んだこと。


　ロドリクは黙もく々もくと食べているだけで相あい槌づちもなく、聞いているのかどうかさえ怪しかったが、考えていることを話すのは思った以上にすっきりして心ここ地ちよかった。


　ロドリクにはもうユズカが贋人ギニヨルであるとばれているし、アルトゥールの能力も見せた。今さら隠かくすこともない。彼は贋人ギニヨル狩りには興味がなさそうだし、思い込みは激しくて変なところはあるけど悪い奴やつではない、と思う。いきなりアルトゥールを襲おそってきたのは、誤解だらけではあるが同じ贋人ギニヨルであるユズカを助けようと思ってのことだったのだし。


　最後の一口をぽいっと口の中に放ほうり込み、ロドリクは手についたパンくずを払い落とした。群がっていた鳩がばたばた羽を鳴らして争そう奪だつ戦せんを始める。


　鳩たちが静かになる頃に彼は前まえ屈かがみになって膝に肘ひじをつき、手のひらの上に顎あごを載せて言った。


「お前らってどういう関係よ」


「どう、って。兄妹きようだいだよ。血は繫がってないけど」


　言い出しっぺはメリッサ。だけど、その提案はアルトゥールの中でとてもしっくりきた。


　きっとそれは、アルトゥールが一度は失った『家族』というものへの渇かつ望ぼうを抱かかえていたからだ。


　幼おさな馴な染じみより、兄妹のほうが良かった。兄妹は『家族』だから。


　ロドリクは笑った。ふん、と鼻を鳴らして馬ば鹿かにしたように。


「兄妹ごっこか。人間と贋人ギニヨルが」


「いいだろ、別に。俺たちの勝手なんだから」


　むっとして言い返す。しかしロドリクは肩かたをすくめただけだった。


「そりゃそうだけど。今はそれで良しとして、これから先どうすんだ」


「これから、って？」


　今度は心底面めん倒どうそうな顔をされた。だったらもう黙だまればいいのに、ロドリクは詰きつ問もんをやめない。


「俺たち贋人ギニヨルってのは寿じゆ命みようが無む駄だに長いんだ。成人したらそこで成長が止まるって、あの女から聞いてないのか？　傷だってすぐに治るし簡単には死なない。マテリエを抜くか回復不可能になるまで体がぼろぼろになるか、だ。つまり、お前がおっさんになってもじいさんになっても、あの女は若いままってことなんだよ。そうなってもまだ兄妹、ってか？」


「そんなことわかってるよ。だから俺たちは、贋人ギニヨルを人間にする方法を探してるんだ」


　その言葉に、ロドリクは驚いたように目を見開いた。


「そんな方法があるのか？」


「いや、確信があるわけじゃない。第四クレイドルの研究員で唯ゆい一いつ生き残ったディニタ・イングリスって男がいて、今も逃とう亡ぼう中なんだ。そいつが何か知ってるって保証はないけど、もしかしたら、ってさ」


「なんだ、ただの願望じゃん。藁わらより頼たよりないもんにすがってんのかよ」


　呆あきれたようにため息をついて、そして少しだけ落らく胆たんしたようにロドリクは吐はき捨すてた。それでも構わずアルトゥールはポケットから手配写真を取り出し、見せる。


「この男だ。知らないか？」


「さぁ？　知らね」


　ロドリクは写真を一いち瞥べつしただけで視線を外し、肩をすくめた。


「そうか……。じゃあ、贋人ギニヨル狩りに心当たりはないか？　シローフォノ軍は逃にげた贋人ギニヨルと逃亡者を追ってるから、そっちから辿たどれるかもしれないんだ」


「あっそ。知らんな」


　今度は視線もくれないままの即そく答とうだった。もともとあまり期待していなかったから、アルトゥールは諦あきらめて写真を仕し舞まう。


　すると、やはり前を向いたままでロドリクが口を開いた。


「それ、クレイドルを出てからずっとやってんのか？」


「あぁ」


「根こん性じようあるな」


　ミヌーにも同じようなことを言われた。他人から見るとそんなふうに映るのだろうか。


　今度はアルトゥールが肩をすくめる。


「これでユズカが普ふ通つうの人間になれて、俺が元の体に戻もどれるなら安いもんだ。──ユズカまで失くしたくないんだよ。この能力のせいで俺は人間なのか贋人ギニヨルなのか自分でもわからなくなる時がある。そんな俺をあいつらは受け入れてくれた。だから、俺の能力はユズカを守るために使うし、ユズカが贋人ギニヨルだってだけで追われる理り不ふ尽じんさから解放される時が来ればもう必要ない。自己満足かもしれないけど、そうすればメリッサの無念も晴らせるんじゃないかって思えるんだ」


　本当はメリッサも一いつ緒しよに、人間になる方法へ辿り着きたかった。


　きっと彼女も心残りだったろう。望みを叶かなえられなかったことも、彼女にとって親友であり本当の妹のように可愛かわいがっていたユズカを遺のこして逝ゆくことも。


　あの日のことをユズカは話したがらない。それに、もともと生き真ま面じ目めというか淡たん泊ぱくな性格をしているものの、メリッサを失ってからユズカが笑う機会は格段に減った。


　あれからまだ一年。仕方がない面もあるだろう。


　だけど、メリッサでなければユズカを笑わせることができないのではないかと思って自信がなくなる時もある。


　メリッサの代わりになんてなれるはずがない。それでも、ユズカにはいつか本当の自由を手に入れた喜びで晴れやかに笑ってほしい。


　だからどんな小さな希望にだってすがりたい。


　そう思って自分なりに頑がん張ばってきたつもりだ。なのに、ユズカは怒おこってしまった。ため息が出る。


　気力を取り戻すように、鳩に毟むしられてもうぼろぼろなベーグルを囓った。


「なるほどな。──それはそうと、さぁ」


　ゆっくり咀そ嚼しやくするアルトゥールに、ロドリクは何な故ぜか少しそわそわしながら言う。


「あの女と、こういうことしたりすんの？」


　両手を前に出して、何かを鷲わし摑づかむように指を動かす。


　ひっくり返した小皿の裏を撫なでるような仕草だな、と思って──それが何を示す動きなのか悟さとった瞬しゆん間かん、ベーグルの欠片かけらが喉のどに詰つまった。


　足をじたばたさせてどうにか飲み下し、窒ちつ息そくしかけて真っ赤な顔になったアルトゥールは涙なみだ目めでロドリクを睨にらんだ。


「あ、あるわけない！　お前、俺に死ねって言ってるようなもんだぞそれ！」


　叫ぶと同時に、腕や頭に載っていた鳩が驚おどろいて飛び立っていった。舞まい散った羽根を鬱陶しそうに手で払はらいながら、ロドリクはまた不服そうな顔になる。


「だって兄妹ごっこっていっても元は他人同士だろ。姉ちゃん役の女もいたんだっけ？　年上好み？　なかったのか？　一度も？」


「ないない。子供の頃から一緒にいて、そういう対象に思えないし。それに、ユズカにとってその部位は物理的にも言葉的にも『触さわるな危険』なんだよ。お前もさっき経験したろ？」


　きっぱり断言すると、ロドリクはふて腐くされるように下した唇くちびるを突つき出した。


「つーまんねぇ。けど……いいな。贋人ギニヨルなんて要領良く人間社会に溶とけ込めない限り誰だれも信用できないから一人でいる奴が多いのに三人、かぁ」


　雲が切れてすっかり青空になった天を見上げ、独り言のように言ったロドリクの横顔は、急に子供っぽい寂さみしげな表情に見えた。


　贋人ギニヨルだから何年生きているのかは知らないが、もしかしたら外見通りの年ねん齢れいで、アルトゥールと同年代なのかもしれない。


　だったら、彼も第四クレイドルの生き残りなのだろうか。それとも、七年前より以前に研究員たちによって逃がされたのか。


　どちらにしても、クレイドルから逃げ出してからずっと彼は一人きりだったのだ。


　自分なら、そんなのは嫌いやだ。ユズカの冷気より、きっと毎日が凍こごえそうになる。


　彼になんと言ったらいいのかわからなくて、言葉を探し──


「あー、俺も可愛い女の子の贋人ギニヨルと組みたいなー。大人しくて清せい楚そでほんわかしててー、素す直なおで優やさしくてちょっと天然で髪かみの毛つやつやでー、それからー」


「うわぁお」


　条件が多すぎて胸焼けしそうで、そんな声しか出なかった。


「いないだろ、そんなん。お前の頭ん中にしか」


「いる！　どこかにきっと！　探せばきっと！　まだ隠れてるだけなんだ！」


　隠れてるってことは避さけられてんじゃんと言いかけたが、どうにか飲み込んだ。人の夢想を邪じや魔まするほど偉えらくはない。


「クレイドルから逃げるとき、他の奴と一緒じゃなかったのか？」


　同じ贋人ギニヨルで、同じ施し設せつで育ったなら仲の良い者もいただろう。七年前の生き残りなら、自分一人で生き延びるのに精せい一いつ杯ぱいだったのかもしれないが。


　アルトゥールの問いにロドリクは肩をすくめる。


「俺は第四クレイドルの出身じゃない。そっちは所長たちが三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨルをわざと逃がしてたらしいけど、俺がいた第三クレイドルでは贋人ギニヨルなんて工場で作られるからくり仕じ掛かけの人形と一緒の扱あつかいだったんだ。欠けつ陥かん品の三等星ペトルーシユカはさっさと処分。俺はそれの順番待ちしている間に、三等星ペトルーシユカの末路を噂うわさで知って逃げ出した。もう十年くらい前だったかな。運良く能力が獣人型フオーヴで助かったよ。獣人型フオーヴってのは完全に体を動物化できる奴もいる。俺もそれで、窓の隙すき間まから脱だつ走そうできたんだ。だから他の奴らなんか連れていけなかった。別に、一緒にいたいほど仲良い奴もいなかったし。でも、俺以外にもけっこう脱走者はいたみたいだ。半数近くが獣人型フオーヴだな。動物化したら逃げやすいし。まぁ、贋人ギニヨルを逃がしたなんてばれたら文字通り自分たちの首が飛ぶってんで、施設の連中は必死で隠いん蔽ぺいしてたみたいだけどなぁ。だからこそ、いっぺん逃げちまえば向こうも派手に追ってこないし、楽勝だったな」


　脱走した当時のことを思い出したのか、ロドリクはにたりと笑った。


　他のクレイドルからも贋人ギニヨルが逃げていたなんて初めて知った。けれど、それならロドリクとユズカに面識がないのは納なつ得とくだ。


　では、やはりロドリクは十年も一人でいるということか。


　メリッサとユズカに命を救われ、引ひっ叩ぱたかれることもあるとはいえユズカと一緒にいられる自分は本当に恵めぐまれている。もっともロドリクの場合、童話に出てくるお姫ひめ様のような完かん璧ぺきな女以外には興味がないようだが。


　思っている以上に、世界には贋人ギニヨルが多く紛まぎれている。


　移動屋台で軽食を売る若い男や日ひ傘がさを差して散歩する少女。ここから見える範はん囲いにいる者の中にも、あるいは……。


　無意識に視線を巡めぐらしていると、ぱんっ、と乾かわいた音がした。ロドリクが自分の膝ひざを叩たたいて立ち上がったのだ。


「勘かん違ちがいで喧けん嘩か売って悪かったな。あのユズカって女、外見は完璧だけど中身が無理だわ。もう関かかわらないから、そう伝えてくれ。それと──」


　言いながら彼は右手を差し出してきた。


　なんだろう、と首を傾かしげ、そうか和解の握あく手しゆかと気づいて手を握にぎり返す。


　しかしロドリクは嫌そうに顔を歪ゆがめてアルトゥールの手を振ふり払った。


「何すんだ馬鹿。気持ち悪いな馬鹿。飯代出せって言ってんの」


「え、これ奢おごりじゃないのか!?」


「誰が奢るか。俺だって普ふ段だんは便利屋やってるけど生活厳しいんだよ。食ったんだから払えよ」


「さては口つけるの待ってたな、この押し売り野や郎ろう。ケチケチチキン。略してケチキン」


「チキンでもターキーでもなんでもいいからさっさと払えよ情ヒ夫モ」


「くっ……！」


　顔に平手打ちの手形がついている状態では、それは実に屈くつ辱じよく的な称しよう号ごうだった。自分でターキーだのと言ってしまう余よ裕ゆうさに腹が立つ。


　ベーグルは鳩はとに穴だらけにされたうえに一口しか食べてないのに。しかも頼たのんでもいないのに買ってきたのだ。


　けれど、騙だまし討うちみたいなものとはいえ食べてしまったことには変わらない。


　アルトゥールは舌打ちしつつ財さい布ふを取り出した。ミヌーのせいでスカスカになった財布だ。もう残金が少ないというのに。


「いくらしたんだよ」


「五〇〇」


　何枚か入っていた硬こう貨かのうち、五角形のものを一枚取り出す。キュンバラの通貨、五〇〇ルット硬貨だ。硬貨の中では一番高いそれを、渋しぶ々しぶと指で弾はじく。


　弧こを描えがいた硬貨をロドリクは空中で摑つかみ取り、すぐさまポケットに入れてアルトゥールに背を向ける。


「じゃあな。贋人ギニヨルを人間にする方法、だっけ？　ま、せいぜい頑張れよ」


　それだけ言って、振り返ることなくロドリクは公園から去っていった。


　残されたアルトゥールはベーグルを無言で頰ほお張ばる。


　きっとユズカは宿しゆく泊はく先に帰っているだろう。謝りに行ってもいいが、金だけ取られて情報を逃のがした悔くやしさもある。ユズカに頑張りを認めてもらえなかったことより、自分への情けない気持ちのほうが勝っていて、今すぐ帰る気にもなれない。


　やっぱり地道に贋人ギニヨル狩がりの情報を探すしかないか。


　そう思ってから、ふと気がついた。ロドリクは《スターダスト》のことを知っていただろうか。そっちに関しても訊きいてみればよかった。


　でもまぁ、縁えんがあればまた会うこともあるだろう。その時にでも訊けばいい。


　最後の一切れを口に入れ、空を見上げる。


　すっかり晴天だ。七年前のあの日の空も晴天だった。


　晴れているのに、煙けむりで黒く汚よごれた空だった。


　しばらくの間、じっと空だけを見つめる。そうしていたら、また視界に金きん髪ぱつの天使が飛び込んでくるような気がして。


「……いや、それは困るな」


　本物の天使になって会いに来てくれたなら、それはお迎むかえってことだ。ユズカがいるのだから、まだお迎えされるわけにはいかない。


　でも、もしも今どこかでアルトゥールの姿を見ているなら、ユズカを怒らせてばかりいることにご立腹だろう。


「ユズカの扱い方、お前には敵かなわないよ。メリッサ」


　自じ嘲ちようめいた笑えみを浮うかべ、アルトゥールはのっそり立ち上がって歩き出した。
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「疲つかれたぁ。メリッサ、ユズカ、飯行こう。腹減った」


　肩かたに引っかけたタオルで汗あせを拭ふきながら、滞たい在ざいしているホテルのドアを開けるなりアルトゥールは室内にいるはずの少女たちに声を掛かけた。


　そしてドアを閉め、室内に踏ふみ入り……ぽかんと口を開ける。


「おかえり、アル！」


　帰ってきたアルトゥールの顔を見るなり、金髪の少女──メリッサは元気よく出迎えてくれた。──しかし。


「何やってんだ？」


　メリッサではなく、彼女の後ろに隠かくれているもう一人の少女に向かって言う。隠れてはいるが、奇き妙みような格好をしているのは一目瞭りよう然ぜんだった。


「ねぇねぇ、可愛かわいいでしょ？　蚤のみの市いちで投げ売りの古着買ったの。本当はもっと丈たけが長かったんだけど、裾すそがインクで汚れてたから切って短くしちゃった。ほら、ユズカ。アルに見せてやりなよ」


　そう言いながら、メリッサは背後に隠れていた少女──ユズカを強ごう引いんに前へ押し出した。


　ユズカが着ているのは遠い異国の民族衣い装しよう……を改造したものだった。裾を切って丈が短くなってしまったからか、フリルのスカートを内側に穿はいて下着が見えないよう工く夫ふうしてある。腕うでに垂れ下がるような大きな袖そでと、胴どうに巻き付けて背中で結んでいる帯が存在感たっぷりだ。


「……わたしは、いらないって言ったんです。でも、メリッサが買ってしまったので……」


　袖口をぎゅっと握って視線を斜ななめ下に落としながら、むすっとした様子でユズカは言う。恥はずかしさを堪こらえているのか、頰ほおがほんのり赤い。


　普段のユズカは簡素な膝ひざ丈たけのワンピースやブラウスなどをよく着ている。それがいきなり異国風の服だなんて、恥ずかしくなっても仕方がない。きっとメリッサに無理やり着せられたのだろう。


　だからアルトゥールも、つい噴ふき出してしまった。


「なんだそれ。大道芸人にでも転職するのか？」


　見たまま素す直なおに感想を述べた。


　するとユズカの表情は一いつ瞬しゆん凍こおりつき、色白の顔が赤みを増していく。


　どうしたんだと思った時には、着き替がえる前に着ていたと思おぼしき服を引っ摑んだユズカは浴室に駆かけ込んでいった。メリッサが追いかけて開けようとしたが、かちゃんと鍵かぎを掛ける音がして閉じこもってしまう。


「ユズカ、どうしたの？」


「着替えます。もう充じゆう分ぶん遊んだでしょう？」


　メリッサの呼びかけに、浴室の中からユズカが答える。声は少し刺とげ々とげしかった。


　残念そうに肩を落としたメリッサは、頰を膨ふくらませてアルトゥールに緑の眼まな差ざしを向ける。


「アルが笑うからユズカ拗すねちゃったんだよ」


「え、俺が悪いの？」


「そう、アルが悪いの。ほら、ちゃんと謝って」


「えー……。なんか、もらい事故した気分なんだけど」


　釈しやく然ぜんとしないが、自分が言ったことのせいでユズカを怒おこらせたのなら謝ったほうが身のためだ。恐おそる恐る、ドア越ごしに声を掛ける。


「えっと、ユズカ。ごめん。なんかよくわからんけど、ごめん。珍めずらしい格好だったから、びっくりしただけっていうか……。反省してるから、飯食いに行かないか？　俺もう腹減っちゃって」


「なんかそれ全然謝ってる感じしなーい。もう一回！」


　すぐさまメリッサのだめ出しが飛んできた。でも、他になんて謝ったらいいのかわからず、部屋の大半を占しめているツインベッドの片方にどっかりと座り込む。


「そんなこと言ったって、ユズカだってあの服着るの嫌いやそうにしてたじゃないか。俺は疲れてるんだよ。だいたい、なんでお前ら買い物なんかしてんだよ」


　今日は珍しく、アルトゥール一人での仕事だった。近きん距きよ離りでの引ひっ越こしをするという依い頼らいだ。


　運び屋の仕事とは微び妙みように違ったが、蚤の市と日が重なってしまって人員が確保できなかったらしく、とにかく人手が欲ほしいとのことで行ってきた。


　ただし、大きな家具を荷車に積み込む作業に女は不向きということで募ぼ集しゆうされていたのは男だけ。だから今日はメリッサとユズカでディニタ・イングリスの情報を探していたはずなのだが……。


「蚤の市はたくさん人が来るでしょ？　だから聞き込みに行ったの。それで、綺き麗れいな異国の服があって、気に入ったから買っちゃった」


　一応、やるべきことはやっていたらしい。


　とはいえ、気になった商品の前で何度も立ち止まるメリッサと、その場から彼女を引きはがそうと奮ふん闘とうするユズカの姿が目に浮かぶようだ。ユズカはメリッサには甘いところがあるから、買い物も許してしまったのだろう。


「本当はわたしが着たかったんだけどね。でも大きさが合わなかったみたいで苦しくって。売ってくれたお店の人が着方の手順を絵で描いた紙もおまけでくれたけど、どうやってもそれと同じにならなかったし。それで、ユズカに着せてみたらぴったり！　だからユズカにあげようと思ったの。可愛かったでしょ？」


　お手て柄がらだろうと言わんばかりにメリッサは胸を張る。


　ベッドに放ほうり出されていた紙を拾い上げたアルトゥールは、そこに描かれている絵を見て、なるほどと納なつ得とくした。


　絵の中の人物は、胸と胴の起き伏ふくが乏とぼしい。帯で締しめる構造上、胸が大きすぎると邪じや魔まになるのではないだろうか。


　第四クレイドルで出会ってから六年。


　元気な少年みたいだったメリッサは、その直後からぐいぐいと音がしそうなほど背が伸のび手足が伸び胸も遠えん慮りよなく成長した。それでも決して妖よう艶えんな印象にはなっていない。相変わらず髪かみは短いし、ズボンを穿くことが多いせいだろう。


　性格は子供の頃ころから何も変わらず、清すが々すがしい麗れい人じんだった。


　だからきっと、メリッサは自分の体の変化に対する意識が低い。


　どうして服が体に合わなかったのか、どうしてユズカには合ったのか、本気でわかっていないのだろう。


　ユズカは最近、自分の体格に不満を抱いだいているようだが、それはおそらくメリッサの影えい響きようだ。


　メリッサはユズカより二つ歳とし上うえだが、彼女がユズカと同じ歳の頃にはもう現在のような起伏に富んだ体に成長する兆きざしが見えていた。なのにユズカは、背はそこそこ人並み程度には伸びたが小こ柄がらな部類に入るし、それ以外の点は子供の頃からほとんどと言っていいくらい変化していない。


「たしかに似合うっちゃ似合ってたけど、あんなの着て歩いてたら目立つし恥ずかしい思いするのはユズカなんだぞ？」


　ユズカが着せられた極東の島の衣装や南国の衣装といったものは趣しゆ味み人の間で流は行やっているらしいが、街中で見かけることは少ない。普ふ段だんはごく一いつ般ぱん的なワンピースや、ブラウスに膝丈のスカートという控ひかえめな格好をしているユズカにとってはお洒しや落れに目覚めるにしたっていきなり極きよく端たんすぎる。


「ユズカは可愛いんだから、目立ったって良いと思うけどなぁ」


　そう言ってメリッサは残念そうにため息をついた。


　メリッサは洗いざらしのシャツと、ポケットの多いだぼっとしたズボン姿が昔から定着している。


　これは彼女の贋人ギニヨルとしての能力を活いかすためだ。ズボンのポケットには幾いく種類もの植物の種を忍しのばせてある。


　快活なメリッサには良く似合っているし、本人も自ら好んで着ているようだが、時々物足りなくなるのか少女らしいものに興味を抱くことがあった。


　そして、その巻き添ぞえを食うのはいつもユズカだ。


　ユズカの横髪を束ねているリボンも、もとはメリッサに付けられたもの。


　メリッサの髪はふわっとした癖くせのある金きん髪ぱつで、うなじのあたりで短く切っていて毛先がぴょんぴょん跳はねている。伸ばすと髪全体が膨ふくらんで大変なことになるらしく、いつでも短い。だからリボンを付けるには難しい自分の代わりにユズカに付けてもらい、その姿を見るのが楽しいんだそうだ。


　それを律りち儀ぎに付けているユズカは、やっぱりメリッサに甘い。


　メリッサはアルトゥールと同じように、ツインベッドの空いているほうに腰こし掛かけた。そして、ぼそりとつぶやく。


「明日、あれ着てもらって誕生会したかったのになぁ」


「誕生会？」


「アルの誕生日だよ。忘れてたの？」


　忘れてた。そういえばそうだった。


　生まれた日が正確にわかるのは人間であるアルトゥールだけだ。メリッサとユズカは、生まれた年はわかるけれど正確な日はわからないという。


　出会った当初、クレイドルから出たことがなかったメリッサとユズカはアルトゥールの話に興味津しん々しんだった。


　その中でも特に、誕生日というものを経験したことがない二人は──特にメリッサは自分たちにも誕生日が欲しいと言いだし、勝手に生まれた日を決めた。


　そしてそれぞれの誕生日には、他の二人が用意したケーキとお茶でささやかに祝う。


　明日は、アルトゥールの十六歳の誕生日だった。


「明日は夕方の鐘かねが鳴る頃に町外れの丘おかに来てね。このジャッロ・コリーナ市って丘が有名なんだって。夕方なら人もほとんどいないだろうし、そこで誕生会しよ！　きっと夕焼けが綺麗だよ。ユズカとわたしで頑がん張ばって準備するからね！」


　そう言ってメリッサは嬉うれしそうに笑う。


　十七歳で一番歳上なのに、一番楽天的で無む邪じや気き。


　メリッサは子供の頃からこうだ。アルトゥールを瓦が礫れきの中から見つけ出してくれた時から、この笑え顔がおは変わっていない。


「あぁ、楽しみにしてる、ありがとな。……けど、今はそれより腹減ったなぁ」


　ユズカが着替え終わって出てきたら、すぐ食事に行きたい。


　その間、少しでも空腹を紛まぎらわそうとアルトゥールはコートのポケットから細い瓶びんを取り出した。


　引っ越し作業の依頼人から、賃金とは別に労ねぎらいとして貰もらったレモン果か汁じゆう入りの飲料水だ。レストランやカフェでもよく売っている、さっぱりした飲み物。


　喉のども渇かわいているし、丁度良い。しかし、それを横から奪うばおうとするように手が伸びてきた。


「なんだよ、メリッサ。欲しいのか？」


「違うよ。それ、酸すっぱいでしょ？　砂糖入れると甘くなって美お味いしいんだよ、やったげる！」


　その言葉に、アルトゥールは戦せん慄りつした。


「やめろ！　砂糖って、また大量に入れるつもりか！」


　メリッサは甘党で、コーヒーや紅茶にも胸焼けしそうなほど大量に入れる。そんな奴やつに味付けをさせたらどうなるか、火を見るよりも明らかだ。


「甘い方が絶対美味しいよ」


「少量ならな！　お前の味覚は限度を超こえてる！　シロップ一気飲みするほうがマシだ！」


　奪われたらおしまいだ。死守するために立ち上がって瓶を頭上高く掲かかげる。


　するとメリッサが背中にしがみついて手を伸ばしてきた。


　背後から回されたメリッサの片かた腕うでに首が圧あつ迫ぱくされ、苦しい。顔が鬱うつ血けつして赤あか紫むらさきになっていくのが自分でもわかる。


「アル、また背ぇ伸びたね！　届かないぃー！」


「首、絞しまってる、から！　下りろ、って！」


　六年前はメリッサの背が一番高かったけれど、いつの間にかアルトゥールが追い越してしまった。だから、メリッサの足は完全に浮ういていてアルトゥールの首にぶら下がっている状態だ。背中に柔やわらかいものが押しつけられているが、苦しさでそれどころではない。


　とにかくこの腕うでをほどかないと。


　でも手は使えないしどうしたものか。


　遠のきかけた意識の中で必死に考え──


「……何をしているんですか」


　浴室のドアが開いて、ブラウスとスカート姿に着き替がえたユズカは半眼でアルトゥールとメリッサにそう言って。


　それと同時に、メリッサの指先が瓶の底に触ふれた。


　弾はじかれてアルトゥールの手から飛び上がったガラス瓶はそのまま落下し、アルトゥールの黒い頭にごちっと当たる。


　そして綺麗な放物線を描えがき、床ゆかに落ちて割れた。


　全員無言だった。


　アルトゥールは頭頂部を両手で押さえてうずくまり、ようやく離はなれたメリッサはやっちゃったという顔で瓶の残ざん骸がいを見つめる。


　そしてユズカは、吹雪ふぶきをうちに秘ひめた無表情で言う。


「お二人とも、ちょっとそこに座ってください。ええ、ベッドではなく床に」


　ガラスの破は片へんとレモン水が窓から入る光できらきら輝かがやく中、静かに懇こん々こんとお説教が始まった。
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　夕ゆう映ばえが、町を見下ろす丘を赤く染めている。


　とろりと溶とけた太陽が町の向こうに見えた。


　町が赤い。


　丘の草花が赤い。


　だけど、それよりもっと赤い。


　横たわる少女の胸むな元もとを彩いろどる血が、赤い。


「メリッサ……？」


　さくりと草を鳴らして、アルトゥールはその場で膝ひざを折った。


　昨日、誕生会をするんだと言って笑っていたメリッサ。


　なのに今は青白い顔をして、目を閉じて動かない。どこかの菓か子し店で買ったらしいケーキは草の上に落ちてぼろりと形が崩くずれて、蟻ありが集たかっていた。


　切り裂さかれた胸元。洗いざらしのシャツは、たしか薄うすい黄緑色だったはずだ。だけど今はまるで元の色がわからない。血を吸って赤く色を変えていたから。


「どういうことだよ……」


　誰だれに対する問いなのか、自分でもわからない。力のこもらない言葉だった。


　けれど、それに反応する者がいた。


　横たわるメリッサの傍そばでへたり込んで呆ぼう然ぜんとしながら泣いている白いワンピースの少女が、切れ切れになる言葉で答える。


「贋人ギニヨル狩がりが……。メリッサは、わたしを助けて、それで……ごめんなさい！」


　そう言ったきり、ユズカは蹲うずくまって絶ぜつ叫きようするように泣き声を上げた。


　無ぶ愛あい想そうで淡たん泊ぱくな彼女が、ここまで感情を露あらわにするのは初めてだった。


　ぼうっとする頭で、アルトゥールは周囲を見み渡わたす。


　自然のまま手つかずの丘は草が茂しげって、いろんなものを隠かくしてしまう。


　そんな草の中で若い男が倒たおれていた。


　細い草がまるで刃は物もののように、全身に突つき刺ささって切り裂かれている。もう息はないようだ。今は草も力をなくし、くたりと折れ曲がって茂みと一体になっていた。


　それで、すべてわかってしまった。


　アルトゥールの誕生日を祝うため、ここで準備をしていたメリッサとユズカ。


　そこに贋人ギニヨル狩りが現れたのだ。先に狙ねらわれたのは、おそらくユズカ。親友であり妹でもある彼女を守るためメリッサは戦った。あのメリッサが、相手を死に至らしめるほど強く反はん撃げきしたのは他ならぬユズカのため。


　深く茂った草原の中、横たわるメリッサを中心にした一角だけは渦うず巻まくように草が倒れていた。これはきっとメリッサがやったのだろう。丘で夕焼けを見ながらケーキを食べて束つかの間くつろげるように、植物を操あやつる彼女の能力──《木霊ドリユアス》の力で。


　それを贋人ギニヨル狩りに見られてしまったのだ。


　声を上げ、咳せき込みながら泣いているユズカ。アルトゥールは力の入らない体を引きずるようにして、泣いているユズカと横たわるメリッサのもとまで這はい進んだ。


　血色が失うせたメリッサの顔から目をそらせないまま、ユズカの華きや奢しやな背中を撫なでる。ほんの少し力加減を間ま違ちがえたら折れてしまいそうで、薄いガラスに触れるみたいに、注意深く撫でた。


　不思議なことに涙なみだは出ない。メリッサは大切な仲間だったはずなのに。自分はこんなに薄はく情じようだったのか。ユズカは泣いているのに。


　あぁ、そうか。


　自分はまだ、メリッサが死んだことを理解していないんだ。


　ユズカを撫で、彼女の体温が残る手でメリッサの白い頰ほおに触れる。


　冷たかった。


　ユズカの氷よりも冷たかった。


　この冷たさをアルトゥールは知っている。ずっと昔、幼かった頃ころ、最後に触れた両親の頰と同じ。


　もう、二度と朱しゆが差すことはないという現実を突きつける温度だった。


　ようやくそれを理解した瞬しゆん間かん、視界が滲にじんだ。


　だけど、堪こらえる。声を上げて泣いて、倒れてしまったら、ユズカの手を取って立たせてやることもできない。


　座り込み、折り曲げた膝の上で両の拳こぶしをぐっと握にぎって嗚お咽えつを嚙かみ殺した。その手の甲こうに、後から後から雫しずくが落ちて伝い、ズボンを濡ぬらす。


　それでもどうにか、ふらつきながらも立ち上がった。メリッサの亡なき骸がらをこのままにしておくことはできない。


　だけど墓地に埋まい葬そうしてもらうとしたら、まずこの酷ひどい傷について問い質ただされるだろう。あらぬ疑いをかけられ、詮せん索さくされ、もしメリッサが人間ではないと知られてしまったらユズカにまで害が及およぶかもしれない。


　ユズカは泣き伏ふしたまましゃくり上げている。そのまま草むらの中に溶けて消えてしまいそうだった。


　メリッサを自らの手で埋葬するにしても、それをユズカに手伝わせるのは酷こくだ。どこかで休ませてやらないと。


　しゃがみ込み、彼女の方に手を伸のばす。そうして顔を上げさせようとして──ふと、その傍かたわらに何か光るものが落ちているのに気づいた。


　手に取ってみると、それは何かの宝石のようだった。透すき通る黄金色。


　マテリエだ。


　これと同じものを六年前にいくつも見た。贋人ギニヨルの子供たちの亡骸からこぼれ落ちた、命の宝石。


「これ……メリッサの、か……？」


　その問いにユズカは顔を上げ、アルトゥールの手の中にあるものを見て瞠どう目もくし、忌き避ひするように視線をそらした。


　それも仕方がない。メリッサのマテリエは、本来なら楕だ円えんの形をしているはずなのに、真ん中から割れて二つの欠片かけらになってしまっていた。


　マテリエまで、無残な姿だった。


　手のひらに収まる小さなそれを強く握りしめる。


　その手の中から血が滴したたった。爪つめが食い込み、皮ひ膚ふが裂けたのだ。そうでもしなければ叫さけびだしてしまいそうだった。だけど、自分が壊こわれてしまったらユズカを支えられない。


　だから耐たえた。腹の底から噴ふき出してきそうな激情の奔ほん流りゆうを、赤く熱した鉄球を飲み下すように。


　けれどたった一言だけ、抑おさえきれずに唇くちびるから言葉がこぼれた。


「守れなくて、ごめんな……」


　涙がまた一筋伝う。


　あぁ、これが最後の一いつ滴てきにしよう。


　視界が曇くもっていたら、ユズカを守れないから。
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　メリッサをアルトゥール自身の手で弔とむらって、数日が過ぎた。


　美しい丘おかに臨のぞむジャッロ・コリーナ市。


　今日、この町から出て行く。


　メリッサを埋葬することだけで頭がいっぱいで、贋人ギニヨル狩りの亡なき骸がらのことは眼中になかった。ほったらかしにしていたそれを、町の人間が見つけて騒さわぎになったのだ。


　柔らかい草がまるで刃物のように幾いく本ほんも突き刺さって切り裂かれているその異様さに、町中が大騒ぎになった。シローフォノ軍の耳に入ればユズカが危険だ。


　だから早く町を出ようと、アルトゥールから言い出した。


　あの日からユズカは虚うつろな目をして、表情をなくし、返事もろくにしなくなった。メリッサがしていたみたいに頭を撫でてやっても、むしろ泣いてしまうくらいだ。


　何をしても、何を言っても、表情ひとつ変えない。


　今すぐには無理だとわかっているが、焦あせる。もしユズカまで失ったらと思うと怖こわい。


　だから、昨日の夜、つい言ってしまった。


「ユズカ……俺を独りにしないでくれ」


　彼女は頷うなずき、微かすかな声で、わかりましたと答えてくれた。そしてベッドに潜もぐり込んで寝ねてしまい、起きると着替えのために浴室に引きこもって現在に至る。


「ユズカ、そろそろ行かないと。汽車の時間が」


　ドアの前に立ち、なるべく明るい声で呼びかける。


　次の行き先はここからそう遠くない町に決めた。


　ディニタ・イングリスに繫つながる情報がそこにあるとか、特に目的はなかったが、とにかくこの町を離はなれることが先決だ。


　だから、一本くらい汽車を逃のがしても今日中には町を出られる。それでもなるべく早めに出発したかった。


「ユズカ？　おーい、聞こえてるか？」


「ちょっと待ってください。すぐ出ます」


　返ってきた返事は明めい瞭りようだった。


　返事なんて期待していなかっただけに驚おどろいて、その直後に安あん堵どした。ようやく彼女も少しは元に──


　ドアが開き、現れたユズカの姿に言葉を失った。


　ユズカは奇き妙みような服を着ていた。


　メリッサが買った異国の服だ。


「それ、なんで……」


　アルトゥールが笑ってしまったことで怒おこって、すぐに脱ぬいでしまったのに。


　ユズカは特とく徴ちよう的な長い袖そでをそっと撫で、答える。


「……メリッサが買ってくれたものですから。些さ細さいなことではありますけど、着てほしいというのが最後のお願いだったなら、叶かなえてあげたいんです」


　各地を転々としてきた身では形見となる持ち物も少ない。


　この服と、似合うと言った言葉が、メリッサがユズカに贈おくった最後のプレゼント。


　だからユズカはこの服に自ら袖を通した。


　きっと、それはアルトゥールのためでもある。


　まだ血が滲む傷口を包帯で締しめ上げて止血するように、帯できつく体を締め付けることでどうにか立ち上がったように見えた。


　独りにしないでくれと、アルトゥールが言ったから。


「行きましょう。汽車の時間なのでしょう？」


　ドアに向かい、こちらに背を見せてユズカは言う。


　細くて折れそうな背中だ。この華奢な背中に、寂さびしさから逃のがれたいというアルトゥールの弱さを背負わせてしまった。


　ユズカを支えていかなければ、なんて偉えらそうなことを考えて、実際はその逆だった。なんて情けないんだろう。


　これ以上は、背負わせられない。


「そうだな。行くか」


　顔を上げて。背筋を伸ばして。


　美しい丘の町を、二人は去った。




　四　もう何も失くしたくない







　ユズカに平手打ちされた頰ほおの腫はれが引き始めたのは、その日の日にち没ぼつになる頃だった。


　公園を去った後、アルトゥールはひとりで贋人ギニヨル狩がりの情報を探していた。しかし、暗くなるにつれ人通りは減り、話しかけたとしても顔に真っ赤なビンタ痕あとがある少年の話を聞いてくれる人は少ない。


　情報屋のミヌーにもう一度交こう渉しようするか、もしくは金を返してくれるよう頼たのむために彼女の姿も捜さがしてみたけれど、そちらもさっぱり。


　結局、日が沈しずんで町の明かりが煌きらめき始め、だいぶ時間が経たつ頃には今日はもう帰ろうと諦あきらめた。そしてちょうど近くに通りかかったジリアンの店に向かう。金はないが、あの店なら水だけ飲ませてくれと言っても許してくれるはずだ。歩き回ったせいで喉のどが渇かわいた。


　ところが、行ってみるとピザの看板が下がった店のドアには『閉店』のプレート。夕食時も過ぎているから、もう閉めてしまったのだろうか。


　でも、明かりは点ついている。アルトゥールは一瞬ためらったが、ドアを開けてみた。


「いらっしゃい。でも、今日はもう閉店……あら、アルトゥールさん。どうしたの？　こんな時間に」


　テーブル席を拭ふいていたジリアンは、顔を上げて目が合うと少し驚いたように言った。


「ごめん、やっぱ今日はもう無理か？　水だけ欲ほしいんだけど……」


「水だけでいいの？　それなら大だい丈じよう夫ぶよ。その辺に座って」


　台拭き布を持って、ジリアンは厨ちゆう房ぼうに向かう。アルトゥールは手近なカウンター席に座った。ガラス瓶びんからグラスに水を注いだジリアンは、アルトゥールの前にそれを置いて苦く笑しようした。


「また顔に模様がついてるわね」


　どうやら、まだ顔に薄うすく腫れが残っているようだ。鏡がないので確かめられないが、頰を動かすと痛いから当然か。


「ユズカさんと何かあった？」


「ん、まぁ、ちょっとな……。そういや、サムエルさんは？」


　ごまかすために、強ごう引いんに話題を変える。


　この店には、ユズカと落ち合って昼時や夕方に来ていた。その時にはサムエルも店にいて調理を手伝ったり、出前で不在だったりした。だけど今、閉店時間ならもう出前に行っているわけでもないだろうに、サムエルの姿はない。


「今日は閉店の時間より前にお客さんが途と絶だえちゃったから、彼には先に上がってもらったの」


　そう言ってジリアンは、厨房奥の階段をちらりと見る。


　はじめてこの店に来た時、サムエルは住み込みだと言っていた。二階の自室にいるということだろう。


　アルトゥールは水を一気に呷あおって、グラスをジリアンに返す。彼女はそれを受け取ると、微笑ほほえみながらも困ったように眉まゆ尻じりを下げた。


「例の犯人捜しをしていたの？」


　この町で起きている殺人事件。おそらくそれは贋人ギニヨル狩りなのだろうが、そんなことは知るよしもないジリアンは不安そうな顔をする。狙ねらわれるのは贋人ギニヨルなのだから彼女が被ひ害がいに遭あうことはないと教えてやれたら良いのだけれど、そういうわけにもいかずアルトゥールは適当な返事をする。


「そのためにこの町に来てるんだから、そりゃあな」


「そう……」


　ため息をこぼし、ジリアンはグラスにもう一度水を満たし、アルトゥールに差し出した。


　その様子が、ただ心配しているだけではないように見えて、アルトゥールはグラスを受け取って一口飲んでから問いかけた。


「なぁ、ジリアン」


「何？」


「知っていること全部話してくれないか」


　しばしの沈ちん黙もく。けれどすぐ、ジリアンはカウンターの内側にある椅い子すに腰こし掛かけて口を開いた。


「あなたやユズカさんが、一回きりのお客さんなら言うつもりはなかったんだけどね……。お店の手伝いもしてくれて、顔見知りになった人が大おお怪け我がをしたり酷ひどい目に遭うのは耐たえられないから話すわ。サムエルもきっとわかってくれると思うから」


　頰ほお杖づえをついたジリアンは、少しほっとしたように口元を緩ゆるめた。きっと、何かを知っていて黙だまっていることに心苦しさを感じていたのだろう。噓うそをつけない、わかりやすい人だ。感情がすべて表情に出る。いつもユズカを怒らせてばかりのアルトゥールでさえ見み抜ぬけてしまうほどに。


「わたしは別に、犯人を知ってるとかそういうことじゃないのよ。ただね、本当に危ないって思うから、あなたたちにこれ以上危険に近づくようなことはしないでほしいだけなの」


「心配してくれるのはありがたいけど、こればっかりは俺たちの事情だからな」


「ええ、そうね。わかってる」


　グラスをもうひとつ用意して、水を注いだジリアンは自分でそれを飲んで苦笑した。


「わかってるつもりだけどね、忠告はさせて。あなたたちが捜している相手は、きっと思っているより怖こわいわ。だって……サムエルに怪け我がをさせた相手かもしれないんだもの」


「サムエルさんが？」


「そう。彼がこの店で働くようになったのは一ひと月つきほど前……三件目の事件が起きた頃ころだったわ。早朝に、市場に買い付けに行く途と中ちゆうで怪我をしていた彼を見つけたの」


「その時の犯人が、例の事件と同じだって言うのか？」


「だから、かもしれない、ってこと。サムエルの怪我の見た目が酷くて、わたしは病院に行って警察を呼びましょうって言ったんだけど、彼がそれを嫌いやがったの。下へ手たに騒さわぐと、また狙われるかもしれない、って。幸い、傷は見た目より軽かったみたいで何日か休んだらすぐに治っちゃったんだけどね。それで、話を訊きいたら身寄りがないらしくて、うちを手伝ってもらうことになったの。あの『ブルー・シャーク』の連中が何度も来ていた頃だったから、心配してくれたみたい」


　その時のことを思い出したのか、ジリアンは小さく笑う。


「彼、強いのよ。一人で『ブルー・シャーク』を追い払はらってくれて。……そんな人が怪我をさせられて、怖がるような相手がこの町にいるの。殺されたのはみんな余よ所そから来た人ばかりでしょう？　サムエルもそう。それに、あなたたちも。だから、もしかしたら、って……」


　水を飲もうとしてグラスを持ち上げたまま、アルトゥールは動きを止めて彼女の話に聞き入っていた。


　ここへ出入りするようになって数日しか経っていないし、サムエルは出前で店にいないことも多かったから、あまり会話をしたことがない。だけど、最初にこの店に来た時にジリアンを心配していた様子や、調理の手伝いをしながら彼女と笑みを交かわしていた様子は穏おだやかな好青年そのものだった。


　身寄りのない余所者で、歳としは二は十た歳ち前後。怪我をしても医者に診みてもらうことを拒こばみ、酷い怪我が数日で治った──


　それはまさしく、贋人ギニヨルの特徴そのものだった。


　成人すれば歳を取らず、人を超ちよう越えつした回復力を持つのが贋人ギニヨルだ。そして、マテリエという鼓こ動どうのない心臓を持つが故ゆえに、医者になど診られれば普ふ通つうの人間ではないことが知られてしまう。警察も同様で、もし事件を報しらせに行っていたら、調べられる前にまず医者を連れてこられたことだろう。


　ロドリクが言っていた。贋人ギニヨルが逃にげ出していたのは第四クレイドルだけではないと。


　もしサムエルが贋人ギニヨルであれば、感情ある三等星ペトルーシユカで間ま違ちがいないだろう。人間の社会に溶とけ込む選せん択たくをした贋人ギニヨルだ。


　そして、それ故に狙われたのだとしたら、相手は《スターダスト》だったのではないだろうか。


　ジリアンは水を一気に呷って、薄く微笑んだ。


「わたしが知っているのは、これだけ。こんな話をしても、あなたたちは諦めないんでしょうけど……」


「いや、そうでもないぞ」


「え？」


　アルトゥールの答えに、ジリアンは驚おどろきで目を丸くした。


「サムエルさんと少し話せないかな。もし、俺が考えてる通りだったら、事件の犯人は俺たちが捜している相手じゃない可能性が高い。それなら犯人捜しなんて意味ないからな。諦める……っていうより、俺たちには関係ないから手を引かせてもらうよ」


　この町にいる贋人ギニヨル狩りが《スターダスト》であれば、ディニタ・イングリスに繫つながる情報は得られない。メリッサの命を奪うばったことに対し、贋人ギニヨル狩りには言いたいことが山ほどあるけれど、直接彼女を手に掛かけた贋人ギニヨル狩りは相打ちですでに死んでいるのだ。


　物申したいという感情よりも、ユズカを守ることを優先するならば、《スターダスト》には積極的に接せつ触しよくするべきではない。


　サムエルが自分を襲おそった贋人ギニヨル狩りのことを覚えていて、その贋人ギニヨル狩りが感情ある三等星ペトルーシユカであれば、ジリアンが望む通りアルトゥールたちはこのまま何もせず町を去る。本来の目的は贋人ギニヨル狩りを捕つかまえることではなく、ディニタ・イングリスの行方ゆくえなのだから。


　しかし、ジリアンは不安そうだった。自分が今話したことを、サムエルに知られたくないのだろう。


「今聞いた話は、他言しないって約束する。サムエルさんが何を話してくれても、それは同じだ。警察に言ったり、騒ぎ立てたりしない。だから、頼む」


　カウンターに両手をついて、頭を擦こすりつける勢いで下げる。話を聞いた結果、サムエルが贋人ギニヨルではなくても、それはそれで構わない。何でもいいから情報が欲しかった。


「……ちょっと待ってて」


　しばしの間を置いて、そう聞こえた。アルトゥールが顔を上げると同時にジリアンは立ち上がり、厨房奥の階段を上がっていく。


　しかし、さほど時間を置くことなく降りてきたジリアンは、困ったように眉尻を下げながら告げた。


「ごめんなさい。今はちょっと無理だわ。裏にも階段があって二階に直接出入りできるようになってるんだけど、そこから出で掛かけちゃったみたい。明日また来てくれる？　お昼は忙いそがしいから、この時間に。サムエルにはわたしから話しておくわ」


「そうか……。ありがとう。また明日、ユズカも連れてくるよ。無理言って悪かったな」


「いいえ、いつも助けられてるのはこっちだから」


　ジリアンの微笑に見送られ、立ち上がったアルトゥールは水を飲み干して店を後にした。
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　滞たい在ざい先の安いホテルへと急ぐ足が軽い。


　ほんの少しだけど、どん詰づまりから抜ぬけ出せたのだ。明日、サムエルから話を訊けたら、この町に留とどまるか見切りをつけて去るか決めることができる。


　この町がだめでも、また次の町へ行けばいい。


　少しでも前に進めたことを、早くユズカに教えてやりたかった。


　ホテルに着いて古びたドアを潜くぐる。そう広くないロビーの奥には狭せまいフロントがあって、ホテルの主人がアルトゥールの姿を見つけて咥くわえていた煙草たばこを指に挟はさんで会え釈しやくしてくる。


　アルトゥールもそれに応じて軽く会釈し、フロントの前を通り過ぎた。


　狭い階段を上って二階に上がり、階段に一番近い部屋のドアノブに手を掛け──開かない。


　ユズカが先に帰っているなら、中にいるはずだ。内側から鍵かぎを掛けているらしい。外へ出る時、部屋の鍵はフロントに預けていくから、先に帰っているユズカが持って入っているはずだ。


「おい、ユズカ。開けてくれ」


　ドアを叩たたいて呼んでみる。反応はない。


「ユズカ？　おぉぉい。ユーズーカー？　いるんだろ？　開けてくれよー」


　こんこんこんこん叩いて、家を追い出された甲か斐い性しよう無し旦だん那なよろしく頼たのみ込むがやはり無反応だ。これ以上やると他の部屋の客に迷めい惑わくが掛かる。


　仕方なく、アルトゥールは階段を駆かけ下り、まったり紫し煙えんを燻くゆらせていたホテルの主人に助けを乞こうた。


「くつろいでるとこ悪いんだけど、ユズ……妹が寝ねちまったみたいなんだ。部屋、開けてくれないかな」


「あぁ、そりゃ難なん儀ぎだね。ちょっとお待ちを」


　煙けむりをぷかりと吐はき出し、短くなっていた煙草を灰皿で潰つぶした主人は一いつ旦たんフロントの奥へ引っ込んだ。そう待たされることなく出てきた主人の手には鍵かぎ束たばが握にぎられていて、アルトゥールと共に二階へ上がる。


　同じ部屋に何日も滞在して、顔を覚えられていたからすんなり話が通って良かった。これがもし滞在初日や顔をまだ合わせていない従業員相手だったら、確かく認にんやら何やらでえらく時間を食っただろう。


　部屋の前でじゃらじゃら鍵を選んで、主人は鍵穴に差し込む。かちりと鳴って鍵は開き、これでやっと休めると安あん堵どした。


「ありがとう、おっちゃん」


　主人に礼を言ってドアを開け、部屋に入る。


　室内は暗く、ひっそりとしていた。


　閉へい塞そく感のある小さな部屋だ。滞在中、特に注文しなければベッドメイクの手も入らず、食事も出ない、部屋を提供してくれるだけのホテル。だからこそ格安で、中期的に滞在するのに向いている。利用するのは流れの労働者やアトリエを飛び出した画家など様々だ。


　室内に気配はある。


　部屋の大部分を占しめるツインのベッド。その片方に、ユズカは潜もぐり込んでいた。


　寝ているように見える。だが、それは明らかに狸たぬき寝ね入いりだった。


　毛布を被かぶっているうえに暗くてわかりにくいが、ユズカは異国風の服を着たままベッドに入っていた。普ふ段だんはきちんと寝間着に着き替がえるのに。


　きっと、アルトゥールが帰ってきたから着替える暇ひまもなく寝たふりを決め込んだのだろう。まだ怒おこっていて、会話も拒きよ否ひしているのだ。


「ユズカ、ただいま。寝てんのか？　寝てる人、手ぇ挙げて」


　一応言ってみたが、当然ながら引っかからない。メリッサならたぶん引っかかったが。


　こうなったらもう自然に機き嫌げんが直るのを待つしかないだろう。


　夕食はまだ食べていなくて、ユズカと一いつ緒しよに食べようと思ったけれど、これは無理そうだ。ひとりでまた外に出る気分でもない。シャワーでも浴びて休んでしまおう。


　コートを脱ぬいで自分のベッドに脱ぎ捨て、そのまま浴室へ入る。


　滞在先ではいつも一部屋だけ借りる。節約のためだ。これは三人でいた頃と変わらない。


　着替えは浴室ですればいいし、ツインの部屋を借りればベッドの片方はアルトゥールが使い、ユズカとメリッサがひとつのベッドで寄り添そって眠ねむっていた。


　慣れれば特に不自由ではなかった。クレイドルから逃げた当初は金を稼かせぐ術すべを知らず、野宿をしたり空き家に忍しのび込んで雨風をしのぐということもあったから、その頃に比べれば今の環かん境きようで充じゆう分ぶんだ。


　それに、子供の時分から一緒にいて、同じ部屋で眠ることになんて今さら抵てい抗こうはない。


　さっと汗あせを流してシャワーを止め、タオルで全身を拭ふく。そして着替えを──


「あ、しまった」


　替えの下着を持ってくるのを忘れた。服や下着は手洗いして部屋の中に干している。いつも浴室に脱ぎっぱなしにしていたら、いつの間にかユズカが洗って干していてくれるのだ。そして乾かわいたら畳たたんで小さな手荷物トランクに詰つめている。町を移動する時はそれを持って行くだけでいい。


　その荷物の中にある下着を、いつもは浴室に持って入るのだが忘れてしまった。


「おーい、ユズカ。下着取ってくれー」


　浴室のドアの隙すき間まから顔だけ出して、呼んでみる。しかし反応はなかった。


　もともと期待はしていない。すぐに諦あきらめ、腰こしにタオルを巻いて浴室から出た。


　その姿のまま、自分の荷物を漁あさる。暗いから少々手こずったが、どうにか引っ張り出して装着した。


　腰に巻いていたタオルをはぎ取り、髪かみに残った水気を拭き取る。そうしながらベッドに歩み寄って、ユズカの顔を覗のぞき込んだ。


　微かすかな寝息が聞こえる。どうやら寝たふりをしている間に本当に眠ってしまったようだ。


「こうやって寝てたら可愛かわいいんだけどなぁ」


　寝息が漏もれる唇くちびるや、伏ふした瞼まぶたを縁ふち取どる霜しも柱ばしらのような長い睫まつ毛げ。無防備な寝顔は幼く見えて、子供の頃ころとちっとも変わっていなくて──


「メリッサ……」


　薄うす紅べにに透すき通るユズカの唇が動いて、その名を呼んだ。


　よく見ると、氷の針みたいな睫毛がきらりと光っていて、それは濡ぬれているせいなのだと気がついた。


　手元には、毛布に半分隠かくれている一枚の写真。白黒の写真の中に写っているのは二人の少女。


　第四クレイドルにいた頃のユズカとメリッサだ。


　アルトゥールと出会うより少し前に撮とられたという一枚で、ユズカとメリッサがクレイドルから唯ゆい一いつ持ち出せた思い出。


　写真の中のメリッサは十一歳の姿で、清すが々すがしいほど明るく笑っている。


　その横に寄り添って、控ひかえめに微笑ほほえんでいるのは九歳のユズカだ。


　色のない写真では、二人は姉妹きようだいそのものだった。


　これを見てユズカは泣いていたのだ。寝たふりをしていたのも、怒っていたからではなく泣いていたことを知られたくなかったからかもしれない。


　一年前、メリッサを失って失意の中にいたユズカに、背負わせてしまったアルトゥールの弱さ。だからユズカは、こうしてひっそりと泣くのだ。


「ごめんな。お前も頑がん張ばってくれてるんだよな」


　帯をきつく締しめて、しゃんと立つ背中。涙なみだを隠して以前と変わらないように振ふる舞まう姿に、アルトゥールは応こたえなければならない。


　必ず、贋人ギニヨルという呪じゆ縛ばくから解き放ってみせる。


　そしてその時には一緒に、思いっきり泣いてから思いっきり笑おう。


　アルトゥールは写真に手を伸のばした。このままベッドに置いていたら、朝にはしわくちゃになっている。サイドテーブルにでも避ひ難なんさせておかないと。


　ユズカを起こさないように、そっと写真を持ち上げ──その手を、寝ているはずのユズカが摑つかんだ。


　写真を無意識に守ろうとしたのか。アルトゥールの手を握ったまま、彼女はぐるっと寝返りを打って仰あお向むけになる。


「えっ、ちょっ、いでっ!?」


　上半身を持って行かれ、脚あしをベッドの縁にぶつけた。脛すねに激痛が走る。そのせいで踏ふん張ばりが利きかずベッドに倒たおれ込んで。


　唇に触ふれたのは、温かいふわふわのマシュマロだった。


　いや、違ちがう。これは。


　──ユズカの、唇だ。


「んっ……」


　息苦しそうに呻うめいて、ユズカは身じろぎした。


　そして焦しよう点てんも合わないほど至し近きん距きよ離りで、銀色の睫毛に縁取られた瞼がひくりと動き、薄い水色の宝石が二つ、アルトゥールの視界いっぱいに現れる。


　宝石は、しばらくの間うつらうつらとまだ夢の中に片足を突つっ込こんでいる様子だった。寝ぼけながら、空気を求めるように喘あえぐ彼女の唇が、アルトゥールの唇を啄ついばむように甘あま嚙がみする。


　そのくすぐったさに全身が痺しびれて動けない。


　すべての神経がそこに集中している中、さらに小さな舌が苦しそうにうごめき、アルトゥールの舌を絡からめ取ろうとするように触れ──寝ぼけ眼まなこの宝石に、夢ゆめ現うつつから抜け出した証あかしの光が灯ともった。


　大きく見開かれた双そう眸ぼうに灯る光。


　それがアルトゥールの体の痺れを吹ふき飛ばす。


「きゃぁぁぁぁぁ!?」


　叫さけんだのはユズカではなくアルトゥールだ。ベッドの上でカエルのように跳はね上がり、そのまま床ゆかに転げ落ちて壁かべ際ぎわまで這はって逃にげ、唇の端はしから顎あごにかけて垂れたどちらのものかわからない唾だ液えきを手の甲こうで拭ぬぐった。


　そして、自分が下着一枚のほぼ裸はだかだということを思い出す。


　ベッドの上ではユズカがのっそりと身を起こした。


　正直もうだめだと思った。


　父さん、母さん、メリッサ。もうすぐ会える気がするよ。そっちに行っちゃったら送り返してください。宛あて先さきは『この世』で。


　そんなことを頭の片かた隅すみで思いつつ、いつ飛んでくるかわからない氷や冷気から体を守るため両りよう腕うでを顔の前で交差して叫ぶ。


「悪気はない！　わざとじゃない！　事故なんだ！　俺はただ写真を保護しようとしただけで！　半はん裸らなのは風ふ呂ろから出てきたばっかりだからで！　つまり何が言いたいかというと雪だるまに埋うめ込みの刑けいだけはどうか勘かん弁べんしてください！」
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　平手打ちを両頰ほおに食らうくらいで済むことを祈いのり、必死で許しを乞こう。


　しかし、氷や凍いてつく冷気はおろか、平手打ちすら飛んでくる気配はなかった。


　防ぼう御ぎよを解いたところを攻こう撃げきされるのではないか。そんな不安もあったが、恐おそる恐る腕を下ろしてみる。


　するとそこには、熱があるのではないかと疑うほど顔を赤く染めたユズカがいた。


　ベッドに座り込んだまま毛布で口元を隠し、動どう揺ようしたように震ふるえて、何度も瞬まばたきする潤うるんだ目でアルトゥールを見つめている。


　その姿があまりに予想外すぎて。


　今まで自分はユズカの何を見てきたのかと思えるくらい可愛くて。


　あぁ、そうだ。こいつは仲間であり妹である以前に女の子だったんだなんて、もう子供じゃないんだなんて、今さら過ぎることを認にん識しきしてしまった。


「あ、あの、えっと、ユズ……」


　無言のまま固まっているユズカが心配になって立ち上がろうとした。しかし、すぐにその動きを止める。


　ユズカの視線がわずかに下へ動いて、びくりと震えて目を瞠みはったから。


　彼女の視線を追ってアルトゥールも下を見て……愕がく然ぜんとして再び座り込み、膝ひざを抱かかえてうずくまった。


　まさかだった。男のあれが元気いっぱいな状態で起立しているではないか。下着一枚だから誤ご魔ま化かしようもない。


　平手打ちを食らったほうがましな気分だ。むしろ自分を殴なぐりたい。メリッサの分まで守っていかないといけないユズカを、そういう対象に認識してしまったなんて。


「み、見ないで……こんな俺を見ないで……」


　うずくまりながら壁かべにくっついて、涙目で訴うつたえる。


　するとユズカはまだ微かに震えながらベッドを降りてブーツを履はき、なるべくアルトゥールから距きよ離りを取るようにしてそろりそろりとカニ歩きで狭せまい部屋の中をゆっくり横切りドアの外に出て──


　ドアが閉まって一呼吸置き、だだだだっと階段を駆かけ下りていく足音が聞こえた。


　てっきり怒いかりで平手打ちが飛んでくると思ったのに、罵ば倒とうすらされなかった。あんなユズカは初めて見た。


　正直言って、めちゃくちゃ可愛かった。


　唇にはまだ感かん触しよくが生々しく残っている。


　きっとユズカの誤解はまだ解けていない。今、アルトゥールは彼女の中で『寝ね込こみを襲おそうけだもの』になっているはずだ。それだけはなんとしても弁解しなければ。


　それから、ふと気がついた。ユズカはまだ《スターダスト》の存在を知らないのだ。


　ロドリクのような三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨルに出会ったら、油断してしまうかもしれない。


　こんな夜にひとりで外へ出たら危険だ。《スターダスト》にしろシローフォノ軍にしろ、この町の贋人ギニヨル狩がりはまだ身を潜ひそめたままなのだから。


　部屋の明かりを点つけて大急ぎで服を着る。


　最後に黒いコートを羽織り、アルトゥールはユズカを追って部屋を駆け出していった。
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　夜の公園で鉄製のベンチに座り、ユズカは深くため息をついた。


　唇にはまだ感触が生々しく残っている。


　痛くなるまで擦こすっても消えてくれない温かさ。


　わざとじゃないと、アルトゥールは必死で訴えていた。だったら、それはきっと本当なのだろう。彼は自分本位の噓うそなんてつかない。


　それに、わかっている。彼はユズカに、そんな感情は持っていないことくらい。


　本人に自覚はないのだろうが、アルトゥールは七年前からずっと『彼女』のことを……。


　もう一度ため息をつき、懐ふところを探さぐる。しかし、普ふ段だんそこに入れている写真が今はなかった。


「……あぁ、そうだ。部屋に置いてきてしまったんですね……」


　ひとりで昔の写真を眺ながめていて、つい泣いてしまって。


　そこにアルトゥールが帰ってきたから、顔を隠すために慌あわててベッドに潜もぐり込んだのだ。


　彼が浴室に行ったところまでは覚えているから、その直後に眠ねむってしまったのだろう。


　思い出してみるとアルトゥールは写真がどうのと言っていた。ベッドの上にあった写真に折り目がついたりしないよう、テーブルかどこかへ置こうとしてくれたのではないだろうか。


　それで、何がどういうわけかあんなことになった。


　ホテルから公園まで走ってきて、夜風に当たっているとどんどん頭が冷えてきて冷静になる。そして、自分の行動を思い出してまた顔が熱くなるということを繰くり返した。


「逃げたりなんかして、これからどうすれば……」


　いつもみたいに怒おこって平手打ちをしていたら、それで終わりだったはずだ。それで普段通りに戻もどれたはずだ。


　なのに動揺して逃げてしまった。


　今さら、どんな顔をして帰ったらいいのかわからない。


　いや、帰らなくても、彼はユズカを捜さがしているだろう。いずれここにも来るはずだ。だけど会うのが怖こわい。こんなに感情をさらけ出してしまった今なら、心に秘ひめていることすべてを見み透すかされてしまいそうで。


「アルトゥール……わたしは、あなたを──」


　誰だれもいない公園で秘め事を吐はき出す。しかし、言葉の最後は言えなかった。すぐ近くに人の気配を感じたから。


「ユズカさん？」


　呼ばれて、顔を上げる。


「サムエルさん……？」


　灰色の髪かみを少し長めに伸ばした、垂れ気味の目が穏おだやかそうな青年。


　ジリアンの店で働くサムエルだ。出前でいないことも多く、店にいてもあまり話さないから、いきなり声をかけられても上う手まく言葉が出てこない。


「こんな時間に、どうしたの？」


　黙だまっていると、サムエルがそう訊たずねてきた。けれど、答えに困って俯うつむく。


「いえ、特に何も……サムエルさんは？」


「俺は夜の散歩……というか、港を見に行ってたんだ。今日、出前に行った時に港に大きな客船が寄港していてね。夜はきっと灯あかりが綺き麗れいだろうと思ったんだけど、もう出港してしまったみたいで見られなかったよ。残念だ」


「そうですか……」


　暢のん気きでいいな、と思ってしまった。アルトゥールと気まずくなったことと、サムエルは関係ないのに。


「若い女の子が夜に一人は危ないよ。たしか、近くのホテルに泊とまっているんだっけ？　アルトゥールさんは部屋にいるのかい？」


「はい。でも……」


「彼と何かあった？」


　言げん及きゆうされ、さらに俯く。するとサムエルは何か察したのか、小さく苦く笑しようした。


「もし帰りにくいことがあったなら、とりあえずうちの店に来る？　ジリアンもいるから大だい丈じよう夫ぶだよ」


「いえ、平気です」


「そうかい？　でも、知り合いの女の子を夜の公園に一人置いてきたなんてジリアンに知れたら、俺が怒られてしまうよ」


　困ったようにサムエルは笑う。


　初めて店に行った時、ジリアンを心配していたように優やさしい人だ。こんな人と一いつ緒しよに、美しい町で店を構えて暮らせるジリアンが少し羨うらやましい。


「本当に平気です。……きっと、今いま頃ごろわたしを捜しているでしょうから」


　噓ではない。彼はユズカを捜している。そういう人だ。ここにもそのうち来るだろう。気まずさをどうすればいいのか、まだわからないけれど。


「なら良いけど……。危ないから、アルトゥールさんが来るまで俺もここにいていいかな？」


「どうぞ」


　軽く腰こしを浮うかし、ベンチの端はしっこに移動する。サムエルは反対側の端に座った。


「この町に来たのは、最近この辺りで起こっている事件の犯人を捜すためなんだって？」


　ジリアンから聞いたのだろう。ユズカは黙って頷うなずいた。


「凶きよう悪あく犯だよ」


「わかっています。ですが、わたしたちはやらなければいけないのです」


　アルトゥールと二人、生きてメリッサに報むくいるために。


「そうか……」


　ユズカの答えを聞いたサムエルは夜空を仰あおいで大きくため息をつき。


「じゃあ、仕方ないね」


　ぼそりとそう言った直後、ユズカの視界が黒に侵しん食しよくされた。


　闇やみ夜よよりも濃こい黒だった。


「羽根っ……!?」


　その正体を見み極きわめると同時にユズカはベンチを離はなれて身構える。そして、その姿を見た。


　夜空を覆おおうように広げられた黒い翼つばさ。その周囲を舞まう黒い羽根。


「贋人ギニヨル!?」


　変へん貌ぼうしたサムエルの姿にユズカは目を瞠った。


　鳥の獣人型フオーヴだ。衣服を突つき破やぶって、背中に黒こく翼よくが生えている。


　一いつ瞬しゆん、昼に会ったロドリクという贋人ギニヨルを思い出した。ロドリクは黄金の翼を持つ贋人ギニヨルだったが、サムエルの翼は黒い。顔もまったく別人だ。


「別に驚おどろくことないだろう？　君だって贋人ギニヨルじゃないか」


　穏やかそうな微笑ほほえみで、サムエルはユズカに言う。しかし、ユズカは警けい戒かいを解かない。


「どうしてそれを……」


　見た目だけでは人間と贋人ギニヨルは見分けがつかないはずなのに。


　そう言いかけ、思い出した。


　同じ鳥の獣人型フオーヴであるロドリクもユズカを贋人ギニヨルだと見み抜ぬいた。驚きよう異い的な視力で、鼓こ動どうの有う無むを遠くから目視したのだと。


　その能力も彼らの共通点なら、こうして贋人ギニヨルであることがばれてしまっても不思議ではない。きっとサムエルは、最初にジリアンの店で会った時からユズカが贋人ギニヨルだと悟さとっていたのだ。


　そして、もうひとつ気がついた。その能力を使えば、贋人ギニヨルばかりを狙ねらい違たがわず襲おそうことができるではないか。


「まさか……あなたが贋人ギニヨル狩り、ですか？　心臓を抜き取られて見つかった彼らは、あなたがマテリエを奪うばった贋人ギニヨルなのですね？」


　一年前を思い出し、嫌いやな汗あせがじっとりと滲にじむ。


　マテリエが熱い。人間であれば、緊きん張ちようで心臓が苦しくなるのと同じだ。


　サムエルは楽しげに笑みを深めた。


「俺は忠告したよ。でも、覚かく悟ごのうえだって言うなら遠えん慮りよはいらないよね」


　獲え物ものを品定めするような視線がユズカを舐なめるように見る。そんなサムエルを睨ねめ付け、ユズカは警戒を強めた。


「あなたは三等星ペトルーシユカですね？　どうして同じ贋人ギニヨルを襲ってマテリエを奪うのですか」


　シローフォノ軍に使し役えきされている贋人ギニヨルは一等星オランピアだ。感情のある三等星ペトルーシユカは、クレイドルから逃にげた者以外はすべて処分されているはず。


　三等星ペトルーシユカが同じ三等星ペトルーシユカを襲ってマテリエを奪う。その理由がわからなかった。


　するとサムエルは、ふんっ、と鼻を鳴らして見下すように笑う。


「君が人間とつるんでいるからだよ」


「それがなんだというのですか。あなただって、ジリアンさんと暮らしているではないですか」


　ユズカの問いにサムエルは、小こ馬ば鹿かにしたように頰ほおをひくりと歪ゆがめた。


「俺はあの女を利用してるだけさ。あいつは俺のこと、人間だと思って世話を焼いてくれるからな。こういう町に長く居座るには便利だよ。でも君たちは違うだろう？　そういうの……気持ち悪いんだよ！」


　サムエルは叫さけぶと同時に翼を広げ、舞い散った羽根が矢の雨になって降り注ぐ。


「効ききません！」


　ユズカはそれに向かって両手を掲かかげ、氷点下の冷気をぶつけた。黒い羽根は氷に覆われて重くなり、失速してユズカに届かず地面へ落ちる。


「へぇ、氷使いの能力か。涼すずしくていいね」


　迎げい撃げきされてもサムエルは余よ裕ゆうだ。再び黒翼を広げ、羽根の矢を撃ち出す動作を察したユズカは右手を斜ななめに振ふり下ろす。


　その拍ひよう子しに、長い袖そでから滑すべり出るように氷の槍やりが出現した。


「何度も同じ攻こう撃げきばかり、無む駄だです！」


　湾わん曲きよくした片かた刃ばの穂ほ先さきで空を斬きり、氷の破は片へんを含ふくむ旋せん風ぷうを発生させ相手に向けて飛ばす。しかし、サムエルは黒い羽根で全身を覆って吹雪ふぶきから身を守った。


「ちょっとちょっと、これは寒すぎだよ。風か邪ぜ引いちゃうじゃないか」


　困ったように笑って、なおも余裕だ。


　ならば、今度はこちらから行く。


　ユズカは槍を構え、サムエルに向かって駆かけ出した。


　駆けながら振りかぶった槍を斜め上に斬り上げる。しかし翼を持つ故ゆえの余裕なのか、サムエルは軽々と飛んで避よけ、頭上から羽根を降らせた。


「残念！　そんなの当たんなかったら意味ないよ！」


　羽根と一緒に嘲ちよう笑しようが降ってくる。


　ユズカは槍で地面を叩たたき、その勢いで大きく後ろに跳とんだ。


　その着地点を狙って更さらに羽根の矢が撃ち出される。着地をしたその瞬間は無防備で、必ず一瞬動きが止まるのだと知っているのだ。──しかし。


　ユズカが着地したその場所に、羽根は獲物を捕とらえることなく虚むなしく突き刺ささる。降り立つと同時に滑なめらかに後方へ避けたユズカは左足だけを地面にぴたりとつけて、凍こおった地面に軌き跡せきを描えがいていた。


「氷の刃やいばを靴くつに!?　器用なことしちゃって！」


　今の一撃で仕留めるつもりだったのか、余裕の表情に苛いらつきが滲む。


　槍で地面を叩いた瞬間、地面を凍らせたユズカは跳ぶと同時に両足の靴くつ底ぞこに氷の刃を形成したのだ。そして着地した直後、素す早ばやく後方へ滑って追撃を逃のがれた。着地の瞬間を狙われるのは予測していたから。


「だけど、これで最後だ！　君のマテリエ、もらうよ！」


　今度はユズカが滑る軌き道どうを読んで追撃が来る。


　それでもユズカは動じることなく槍を高く放ほうり投げ、後方へ時計回りに弧こを描いて滑ったまま右足を後ろに振り上げた。そして勢いよくつま先で凍った地面を蹴けって跳び、高速で回転して着氷する。着氷後の軌道は反時計回り。今までとは逆方向だ。


「なっ!?」


　軌道の読みが外れ、その動きについて行けなかったサムエルはユズカを見失って焦あせりを見せ──背後に回り込んだユズカは投げた槍を受け止め、靴底の氷の刃をがりがり鳴らして回転し、その遠心力で槍を力ちから一いつ杯ぱい投とう擲てきした。


「後ろか！」


　ユズカが背後にいることに気づいたサムエルが振り返る。


　だが、わずかに遅おそかった。慌あわてて腕うでで叩き落としたが、死角からの攻撃に耐たえきれず均きん衡こうを崩くずし落下する。


「つっ……！　痛いな、くそ……！」


　なんとか足で着地はしたものの、凍った地面に滑って膝ひざをついた。その横に氷の槍が落ちてきて砕くだける。翼で顔を庇かばって破片から身を守ったサムエルが再び顔を上げた時、その眼前には氷の刃の切っ先があった。周囲には彼を包囲する氷の矢が浮いている。


「勝負ありましたね。わたしの質問に答えてください。三等星ペトルーシユカのあなたが、なぜ贋人ギニヨル狩がりをするのです？　マテリエを集めて何をするつもりなのですか」


　睨にらみ下ろし、厳しい口調で問い質す。そうしながら、ジリアンの顔を思い出していた。


　気の良い、ピザ屋の女店主。


　同じ女だからわかる。彼女はきっと、サムエルのことを……。


　憎にくい思いを抑おさえ込み、切っ先を突きつける。訊ききたいことは他にも山ほどあった。捜さがしていた贋人ギニヨル狩りが向こうから来てくれたのだ。逃す手はない。


　ユズカの問いに、サムエルはしばし黙だまり込む。


　そして──笑った。


「教えないよ、ばーか」


　その言葉と同時に視界で影かげが動いた。


　それも複数だ。ユズカが気づいてそちらに注意を向けた時には、その影は集団になって襲いかかってきた。


「カラス……!?」


　ぎゃあぎゃあと甲かん高だかい声で鳴きながら、鋭するどい爪つめを突き立ててきたのはカラスの大群だった。


　どこからこんなに……!?


　その疑問の答えはすぐわかった。今まで舞い散らし、矢のように降らせていた黒い羽根がすべてカラスに変化していたのだ。


　氷の槍でカラスを振り払はらう。だが数が多すぎる。目をやられないよう片腕で顔を庇いながら一いつ旦たん退ひこうとして──脇わき腹ばらを重い衝しよう撃げきが襲った。


「ぐっ……！」


　蹴り飛ばされ、仰あお向むけに転がったユズカは咳せき込む。それでもどうにか立ち上がろうとしたが、体重をかけるように腹部を踏ふみつけられて声にならない呻うめきを漏もらした。


　苦痛で涙なみだが滲んだ。その歪んだ視界の中に、変形し異様に伸のびた爪が飛び込んでくる。


「はい、残念。君のマテリエ、ちょうだいね」


　刃は物もののような鋭い爪。それがユズカの服の、重ねた襟えりに掛かかった。


「渡わたさない……！」


　苦しさを堪こらえ、腹部に乗るサムエルの足を摑つかんで冷気を発するが逆に踵かかとをぐりぐりとねじ込まれて苦鳴を発する。


「大人しくしててよ。じゃないと、ほら、余計な傷がついちゃってもっと痛いよ？　……ん？」


　暴れたことで、爪に肌はだが裂さかれて血が滲んだ。


　しかしサムエルはそれよりも、ずれた襟元から転がり落ちた小さな宝石の欠片かけらを見て驚いたように目を丸くする。


「これ、マテリエじゃないか！　君、なんでこんなの持ってるの？　でも割れちゃってるのかぁ。もう半分はどこ？」


　ユズカが手を伸ばすより先に、奪うように拾い上げたサムエルは興味深そうにマテリエの欠片をつまんで掲げ、月明かりに照らした。


「……もう半分なんて、ありません……。返し、て……」


　苦しみの中、切れ切れに訴うつたえる。


　欠片をアルトゥールが持っているのだと知られたら、彼まで危うくなる。それだけはなんとしても避さけなければ。


　しかし、そんなユズカの様子を見たサムエルはにたりと笑う。


「君がつるんでる人間が持ってるのかな？」


　言い当てられ、顔が強こわ張ばる。するとサムエルは可お笑かしそうに、ぷっと噴ふき出した。


「君、隠かくし事をしたいんならもっと表情には気を遣つかったほうがいいよ？　……けど、どうしたもんかなぁ。彼、君のこと捜してるんだったよね？　君が一いつ緒しよだと歩き回れないし、ここで待ってて他の人間に見られても面めん倒どうだしなぁ」


　思案顔で、うーん、と唸うなるサムエル。気がそれたのか、ユズカの腹部を踏みつける足の力がわずかに弱まった。


　──今だっ！


　右手に冷気を凝ぎよう縮しゆくさせ、氷の剣けんを形成する。


　そして、自身を踏みしだいているサムエルの足に切りつけ……ひょいっと軽々避けられ、次の瞬間、その足のつま先はユズカの脇腹に深々と突つき刺さっていた。


「っ……！」


　呼吸もできないほどの激痛。


　手の中で砕ける氷の刃。


「大人しくしてないと、もっと痛いって言ったでしょ？」


　呆あきれたような嘲笑が、遠のく意識の中で聞こえた。
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　夜の町をアルトゥールは駆けた。


　夜の社交場である繁はん華か街がい。白い石いし壁かべと赤い屋根が並ぶ住宅区。すべての店が閉まってひっそりとしたアーケード街。


　そのどこにも、ユズカの姿はなかった。


　彼女が出て行ってすぐに追いかけたから、そう遠くへは行っていないはずだ。滞たい在ざいしているホテル近くを隈くま無なく捜せばきっと見つかる。


　夜の町は人通りも少ない。たまにすれ違ちがう人はいても、警けい戒かいするようにちらりと一いち瞥べつして足早に去っていく。異国風の服を着た少女を見なかったかと聞こうにも、声を掛ける隙すきもない。


　だったら、次はあそこだ。昼間、彼女を見つけた場所。


　人工的に植えられた樹林の中心にある円形の広場。昼は犬連れのご婦人方や乳う母ば車ぐるまを押した母親で賑にぎわう煉れん瓦が畳だたみの公園は、今はひっそりとして虫の声が時折聞こえるばかりだ。


　公園に踏み行った瞬間、ここにユズカはいたのだとアルトゥールは察した。


　昼と違って今は雨など降っていないのに地面がかすかに濡ぬれている。月明かりの中、きらりと光ったのは解け残った氷の欠片だ。


　氷の欠片を拾い、よく見ると中に黒い鳥の羽根が包まれていた。周囲を見み渡わたしながら声を張り上げて呼ぶ。


「ユズカ!?」


　しかし返事はない。


　彼女はここで能力を使ったのだ。使わざるを得ないことが起こった。なんの理由もなく辺りに氷を撒まき散らすような真ま似ねはしない。それに、この黒い羽根はなんだ。


「ユズカ、どこだ!?」


　もう一度叫さけぶ。そして──それに気がついた。


　公園の中心にある、何かの記念に建てられた女め神がみ像。


　その胸むな元もとに添そえた華きや奢しやな指に、青いリボンが結ばれて風に揺ゆれていた。


　アルトゥールは拾った氷を放ほうり捨て、女神像の台座によじ登る。像そのものは普ふ通つうの女性の等身大で、指に結ばれているリボンには簡単に手が届いた。


　それは間違いなく、ユズカの髪かみを飾かざっていたリボンだった。メリッサが彼女にあげたリボンだ。


「なんでこんな所に……」


　つぶやき、ふと女神像の腕に視線を落としたアルトゥールは目を瞠みはった。


『命の欠片を港に運べ』


　青銅で出来た女神の腕には、そう書かれていた。


　月明かりに照らされたその文字は赤黒い。


　これは──血だ。


「ユズカ……！」


　嫌いやな想像が頭に浮うかぶ。一年前のメリッサの姿とユズカが重なる。そんなこと、考えたくもないのに。


「命の欠片って、マテリエか!?　どういうことだよ、くそっ！」


　リボンを握にぎりしめてアルトゥールは像の台座から飛び降り──


「アルトゥールさん？」


　突とつ然ぜん聞こえた声に、慌てて振ふり返る。


　そこにいたのはブルネットの髪をシニヨンにして三さん角かく巾きんを被かぶった若い女、ジリアンだった。


「何してるの？　……そのリボン、ユズカさんの？」


　アルトゥールが握りしめているものを見て、ジリアンは怪け訝げんそうに問う。アルトゥールは慌ててそれをポケットにねじ込んだ。


「何でもない。それより、ジリアンこそどうしたんだ？」


「サムエルが帰ってこないのよ。たまに一人で夜景を見に行ったりしているんだけど、今日は少し遅いから気になっちゃって……」


「そうか。けど、もう夜遅いんだし帰ったほうがいい。もしサムエルさんを見かけたら、早く戻もどるように伝えておくよ」


「え、でも……アルトゥールさん!?」


　走り出したアルトゥールの背中にジリアンの声が掛かるが、振り返っている暇ひまはない。


　不安で叫んでしまいそうな衝しよう動どうを堪えながら、必死で駆かけた。


　もう何も失くしたくない──！
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　美しい灯台を持つジョワイユ湾わんには、漁船や貨物船が多く停てい泊はくしている。


　客船が寄港している時は夜でも港は賑やかだが、あいにく今はそういった船の姿はない。


　市場や船着き場の辺りには漁師らしき人ひと影かげがちらほら見えた。


　しかし、そこを離はなれて倉庫が建ち並ぶ区画へ入り込むと、とたんにひっそりとして聞こえるのは波の音だけになる。


　釣つり場や船着き場にも行ってみたが、そこに彼女の姿はなく。


　最後にこの場所へ辿たどり着いた。


「ユズカ！」


　叫ぶように名を呼ぶ。


　倉庫の壁に反はん響きようし、あちこちから自分の声が跳はね返って聞こえてきた。しかし、いくら待っても返事はない。


　ここにもいないのか。


　焦しよう燥そう感がこみ上げ、ポケットに手を入れてユズカのリボンを握り、もう一度呼ぼうと息を吸って──静せい寂じやくを切り裂くような、カラスの鳴き声が辺りに響ひびき渡った。


　煉瓦造りの倉庫に反響する鳴き声。


　港なのにカモメではなくカラスだ。しかも、こんな夜に。


　四方八方から聞こえるせいで、その騒さわぎが異常だとわかっても大まかな方角しか把は握あくできない。


「どこだ!?」


　アルトゥールは視線を巡めぐらし、焦あせる気持ちを吐はき出す。


　その時、一いつ瞬しゆんだが回転する灯台の光に照らされてカラスの群れが暗くら闇やみに浮かび上がった。倉庫群が海に面している場所だ。


「あそこか！」


　公園に残されていた、氷こおり漬づけの黒い羽根。あれはカラスの羽根だった。


　ならばきっと、あのカラスの群れの傍そばに──


「ユズカ!?」


　その姿を見つけ、アルトゥールは愕がく然ぜんとした。


　岸がん壁ぺきには何隻せきもの船が係留されている。その中の、少し時代遅おくれ感がある古い小型帆はん船せんのマストに何羽ものカラスがぎゃあぎゃあ鳴きながら留まっていて。


　そこに彼女がいた。


　両りよう腕うでを広げたユズカが、マストの中心に括くくり付けられていた。


　白銀の髪と異国風の服の長い袖そでが潮風になびく。


　薄うす暗ぐらい月明かりの中、白く輝かがやくように浮かび上がるその姿は海の神に捧ささげる供く物もつのようでもあり、美しい翅はねを持ったが故ゆえに捕とらえられた哀あわれな蝶ちようの標本のようでもあった。


　岸壁に打ち寄せる波で帆船が揺れる。ユズカは力なく項うな垂だれ、その揺れに身を任せていた。


「ユズカ！　ユズカ、返事しろ！」


　船に駆け寄り、呼びかける。しかし意識がないのか、彼女は何も言わず、俯うつむいているために表情も窺うかがえない。


　それに、よく見ると襟えりの辺りが赤黒く汚よごれているではないか。


　やはりあの血文字はユズカの血だったのか。


「くそっ……！　待ってろ、今下ろしてやるから……！」


　そうは言ったものの今は引き潮なのか、係留杭くいに括り付けてあるロープはぴんと張って船体が岸壁から遠い。ロープを引っ張ろうにもひとりでは無理だ。


　舌打ちし、アルトゥールは一いつ旦たん岸壁から離れた。そして、じゃりっと靴くつ底ぞこを鳴らして思いっきり駆け出す。


　助走をつけて船に飛び移るのだ。


　ぐんっと加速し、岸壁の縁へりで力ちから一いつ杯ぱい踏ふみ切る。


　──届く！


　勢いは充じゆう分ぶんだった。アルトゥールは船の甲かん板ぱんに、転がるように飛び込んでいき──急に眼前に現れた黒い何かがアルトゥールを岸へと弾はじき返した。


「くはっ……！」


　受け身も取れず、背中から落ちたアルトゥールは苦鳴を漏もらす。


　それでもどうにか立ち上がって頭上を仰あおぎ見る。


　そこには、黒い翼つばさを持った男がいた。


「やぁ、いらっしゃい。伝言見てくれたんだ？　じゃあ、お願いしたものは持ってきてくれたよね？」


　聞き覚えのある声だった。その顔にも、見覚えがある。


「サムエルさん……!?」


　それは間違いなく、ジリアンの店で働く若者その人だった。


　やはり彼は贋人ギニヨルだったのだ。しかし、わからない。


「どうしてあんたがユズカを……。贋人ギニヨル狩がりに襲おそわれて、生き延びた人じゃないのか……!?」


　その問いに、サムエルは肩かたをすくめた。


「あの女が話したのか。まぁ、馬ば鹿かな女だから仕方ないか。素す性じようもわからない男を拾って世話して、言われるままに医者にも黙だまってるような奴やつだからな。親切のつもりで、他人の要求をなんでも叶かなえる。便利な女だよ。一いつ緒しよに暮らしてるのが、あんなに怖こわがってた事件の犯人だなんて思いもしないんだろうな」


　ジリアンのことを言っているようだ。街の悪童どもから彼女の店を守り、心配していた姿が噓うそみたいな嘲ちよう笑しようを浮かべている。


　まるで、人間すべてを嫌っているかのような笑えみだった。


「まさか……あんたが《スターダスト》なのか」


　この男は贋人ギニヨルだ。ロドリクと同じ鳥の獣人型フオーヴ。


　そして感情がある。贋人ギニヨルを創つくり出したシローフォノ軍に欠けつ陥かん品と見なされた、三等星ペトルーシユカ。


「へぇ、知ってるんだ。あの子は知らなかったみたいなのに」


　贋人ギニヨル狩りはシローフォノ軍だけではない。それを知っていながら、ユズカに伝えるのが遅おくれた。ひとりで夜の街に出ることを許してしまった。ジリアンから情報を得ていたのに、サムエルが《スターダスト》だと気づくことができなかった。


　後こう悔かいなんて、もうしたくないと思っていたのに。


　アルトゥールは苛か烈れつな眼まな差ざしでサムエルを睨にらみ上げ、吠ほえた。


「ユズカを返せっ！　今すぐにだ！」


　その要求に、サムエルは困ったように苦く笑しようする。


「嫌だよ。あの子のマテリエ、まだ貰もらってないんだから」


　そう言って、船の上のユズカをちらりと見た。


　では、ユズカのマテリエはまだ抜ぬき取られていないということか。


　状じよう況きようは良いとは言えないが、それがわかって安あん堵どした。メリッサと同じことにはなっていないのだ。


「俺たち《スターダスト》は人間と馴なれ合ってる気持ち悪い贋人ギニヨルからマテリエを没ぼつ収しゆうしてるんだ。だからさ、君が持ってるマテリエの欠片かけらも渡わたしてほしいんだけど。これの残り半分、君が持ってるんでしょ？　どこで手に入れたんだか知らないけど」


　そう言ってサムエルは小さな宝石を指でつまんで掲かかげる。


　黄金色に透すき通る小さな石。


　メリッサのマテリエ。その欠片だ。


　アルトゥールとユズカ、二人で持つことにした、メリッサが生きた証あかし。


「それ……な……」


　アルトゥールは震ふるえる唇くちびるを辛かろうじて動かす。


「え？　何？　聞こえない」


　サムエルは怪訝そうに眉まゆを寄せ、地面に降り立って近寄ってきた。アルトゥールが丸まる腰ごしのただの人間に見えているのだろう。まったく警けい戒かいするそぶりもなく、無ぶ遠えん慮りよに近づいてきて──


「それに触さわるな、くそ野や郎ろう!!」


　雄お叫たけび、アルトゥールは両手を胸の前で打ち鳴らした。


　そして合がつ掌しようのまま右手を握り。


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　鞘さやから抜ばつ刀とうするように、赤い炎ほのおを纏まとった剣けんが左手から抜き放たれた。


「なっ!?」


　予想外のことだったのだろう。サムエルの表情から笑みが失うせる。


　その隙すきをついてアルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》を頭上に構え、駆け寄りざま振ふり下ろした。


　サムエルは慌あわてて翼を広げて逃にげようとしたが間に合わず、伸のばした爪つめで刀身を受け止め、アルトゥールごと弾き返す。


「……ちょっと待ってよ、何だよそれ。君、人間のくせになんでそんなことできるの？」


　炙あぶられてわずかに煙けむりが立つ右手を押さえるサムエル。辛うじて唇を笑みの形に歪ゆがめたが、頰ほおを引きつらせていた。


　アルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》を構え、答える。


「理由なんか知らん。だけど、こいつに存在する意味があるなら、それは仲間を──ユズカを守るためだ！」


　一年前は、メリッサを救えなかった。


　だから今度は絶対守るんだ。


　アルトゥールの言葉に、サムエルは忌いま々いましそうに吐き捨てる。


「何それすっごい気持ち悪い。贋人ギニヨル以上に化け物じゃないか。あぁ、だから贋人ギニヨルとしか仲良くなれないんだ。かわいそうな奴。でも、能力持ってるからって君が人間だってことには変わりないんだよね！」


　言い終えると同時に、黒い翼で風を起こしながら羽根を飛ばしてくる。アルトゥールは前へ飛び出して間合いを詰つめながらそれを躱かわした。


　そしてそのまま《炎龍ヴイーヴル》を振り抜き──


「掛かかったな！」


　サムエルは嬉うれしそうに笑う。その瞬間、黒く蠢うごめく集団にアルトゥールは囲まれていた。


「くそっ、なんだよ！」


　ぎゃあぎゃあ鳴きながら鋭するどい爪を突つき立ててくるのはカラスだ。なんでこんな時に、と思って周囲を見ると、散らばった羽根がカラスに変化しているではないか。つまり、これがサムエルの能力なのだ。


　なら遠えん慮りよはいらない。群がるカラスを片かたっ端ぱしから《炎龍ヴイーヴル》で斬きり払はらう。カラスはぎゃあっ、と悲鳴を上げて燃え上がり──閃せん光こうを発して爆ばく発はつした。


「うわっ!?」


　たまらずアルトゥールは声を上げる。その声を搔かき消し、斬ったカラスは次々に爆煙を上げて弾け飛んだ。目の前で炸さく裂れつした爆発で倒たおれたアルトゥールに、嘲笑が降り注ぐ。


「ばーか、引っかかった！　でもまぁ人間にしてはすごいよ。だいたいの奴は羽根とカラスで怯ひるんで、その隙に爪で斬っちゃうんだけど」


　焼けた爪をぺろりと舐なめて、倒れ伏ふすアルトゥールを見下ろす。


　そしてその切っ先を向け、まるで花でも摘つみ取るように笑顔で手を伸ばし──


「アルトゥール……!?」


　名を呼ばれ、アルトゥールは顔を上げた。


　船のマストに縛しばり付けられているユズカが意識を取り戻もどし、倒れているアルトゥールを見て目を瞠みはっていた。そして自身が拘こう束そくされていることに気づき、もがき始める。彼女をマストに括り付けているのは帆ほを張るための丈じよう夫ぶなロープだが、《氷姫グラス・レーヌ》の能力があれば拘束を解くことも容易なはずだ。──しかし。


「懲こりないなぁ。大人しくしててよ」


　サムエルはちらりと横目でユズカを見やった。その言葉と同時に、マストに留まっていたカラスたちが羽ばたいて彼女に群がり始める。


「ユズカ！」


「心配することないよ。ただし、下手に動いたら爆発しちゃうかもね。いくら贋人ギニヨルが丈夫で回復力に優すぐれてたって、指や耳が吹ふき飛んだら再生しないんだから気をつけたほうがいいよ」


　起き上がってユズカの名を呼んだアルトゥールにサムエルは愉ゆ快かいげに言う。


　カラスたちはユズカの肩や腕うでに留まって、ぎゃあっと甲かん高だかく鳴いた。鋭いくちばしで彼女を攻こう撃げきするようなことはなかったが、ユズカは自身の腕に爪を食い込ませているカラスを憎にく々にくしげに睨みながらも抵てい抗こうをやめる。


　そしてアルトゥールに一いつ瞬しゆんだけ視線を向け、俯いてしまった。


「アルトゥール、ごめんなさい……」


「謝るなよ。すぐに助けるから、ちょっとだけ待っててくれ」


　立ち上がったアルトゥールは一いつ旦たん退いて、サムエルと距きよ離りを取りつつユズカに告げる。


　これ以上、彼女に傷ついてほしくない。


　あらゆる苦痛から仲間を守るために《炎龍ヴイーヴル》は存在するのだ。


　ユズカまで守れなかったら、生きている意味なんてない。


　アルトゥールの声に顔を上げたユズカと視線が交わった。不安げな、氷の色の眼差しだった。


　大丈夫だ。


　絶対に守る。


　二人で生きる。


　その想おもいを込こめ、笑って見せた。しかし、それに反応したのは意図しない相手。


「なに笑っちゃってんの!?」


　人ひと質じちを取られているというのに笑ってみせたアルトゥールの表情が気にくわなかったのか、サムエルは再び羽根を飛ばしてきた。アルトゥールを直接狙ねらう羽根とカラスへ変化する羽根に分かれる凝こりようだ。


　どれを斬っていいものか判断できず、とりあえず相手の周囲をぐるっと回るように走りながら逃げる。


「余よ裕ゆうこいて笑ってたのに逃げるだけとか、ダサすぎなんだけど！」


　サムエルの嘲笑が響ひびく。それと同時にばさりと音がして風が頰を叩たたいた瞬間、眼前に舞まい降りてきたのは一羽のカラスだ。


　それに気を取られて一瞬立ち止まった隙に、またカラスの群れに取り囲まれた。しかし斬れば爆発するとわかっている以上、避よけるしかない。腕で振り払ってどうにか退路を確保しようとして──羽根が降ってきた。


　だがその軌き道どうはアルトゥールを捉とらえてはいない。


　黒い羽根の矢が射い貫ぬいたのは、カラスの群れだ。


　アルトゥールの体に爪を立てて群がっていたカラスが一いつ斉せいに炸裂する。


　爆音。立ち上る煙。肌はだは焼け、裂さけて血が飛び散った。


「アルトゥール！」


　ユズカが悲鳴のような声で叫さけぶ。それに反応したカラスたちが甲高い声で騒さわぎはじめたが、彼女の目には映っていないようだ。


　ここで倒れたらユズカは能力を使ってでも拘束を解こうとするだろう。もしそんなことになったら、彼女が傷つく。


　それだけは絶対にだめだ。


　アルトゥールは歯を食いしばってどうにか踏ふみとどまった。しかし。


「くっそ……これじゃ近づけねぇ……」


《炎龍ヴイーヴル》は斬ったものを燃え上がらせることができる。だが、ユズカのように吹雪ふぶきを起こしたり、ロドリクみたいな雷らい撃げきを飛ばすようなことはできない。投げつけようにも、手から離はなすと火柱を上げて消え、手の中に戻ってしまうのだ。まるで、この体の一部だと言わんばかりに。


　だったらもう、こうするしかない。


《炎龍ヴイーヴル》を構え、炎を踊おどらせる。そしてそのまま、真正面から切り込んでいった。


「闘とう牛ぎゆうみたいだねぇ！　何も考えないで突っ込んでくる感じがそっくりだ！」


　声を上げてサムエルは笑った。その忌々しい顔はすぐにアルトゥールの視界から消える。黒い小さな影かげがいくつも重なって、行く手を阻はばんだのだ。


　アルトゥールはまたしても横に走って逃げる。しかしやがてカラスに追いつかれ、また群がられて──小さな追撃者を迷わず斬った。


　爆音が耳を劈つんざく。爆炎が肌を焼く。それでもアルトゥールはカラスを斬り払いながら、《炎龍ヴイーヴル》から噴ふき出す炎の尾おを引いて走った。


　斬っては炸裂。そのたび、哄こう笑しようが響く。可お笑かしくてたまらないという哄笑が。


「学習しないの？　馬ば鹿かじゃないの？　すっごい面おも白しろいんだけど！」


　カラスを斬っては爆発するごとに、アルトゥールの服は焼け焦こげ血が滴したたった。舞う火の粉が倉庫の屋根や積み上げられた木材に引火する。それでもサムエルには近寄れず、円を描えがくように周囲を回った。


　カラスの親玉を輪の中心にして、ぐるぐると──煙を円形に起こしながら。


　それがどういうことなのか、気づいたサムエルは笑えみを引っ込めて身構える。


「しまっ……どこ行った!?」


　焦あせりの声を上げる。


　だが、その時にはもう立ちこめた煙に取り囲まれ、何も見えなくなっていて──煙えん幕まくを突き破ってアルトゥールは真正面から飛び出して行った。


　サムエルに向かって下段から斜ななめ上に刃やいばを斬り上げた剣に、確かな手て応ごたえ。


「ぎゃっ!?」


　耳みみ障ざわりな悲鳴と共に、赤い炎が獲え物ものを飲み込んだ。


「熱っ、熱い！　羽が燃える……！」


　地面に転がって、サムエルは火を消す。胸を斜めに大きく切り裂いたが、傷は浅かったのかふらつきながらも立ち上がった。


　衣服はアルトゥールと同様に焼け焦げ、黒く穴が開いている。


「闘牛に出し抜ぬかれた気分はどうだよ、闘牛士マタドール」


　もくもくと煙けむる煙幕が風に流されていく中で、アルトゥールは吐はき捨てた。


　カラスが爆発した煙での目め眩くらまし。爆発で傷だらけになるのも厭いとわない強ごう引いんな方法だったが、相手に近づいて一撃を食らわせるにはこうするしかなかった。


　サムエルに少しでも警けい戒かい心があればすぐにばれるような工作だ。気づかず引っかかったのは、人間であるアルトゥールになど負けないという自信が油断を招いた結果だろう。


「人間のくせに、生意気なんだけど……！」


　血が滴る傷を手で押さえ、歯を食いしばりながらも悪態をつく。そんなサムエルに、アルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》の切っ先を突きつける。


「ユズカを返せ。さっきのマテリエもだ」


《炎龍ヴイーヴル》から立ち上る熱気で黒くろ髪かみが逆立つように踊る。


　柘榴ざくろ石いしに似た暗赤色の双そう眸ぼうは、能力に呼応して赤く鋭えい利りな輝かがやきを放っていた。


　しかし、サムエルは相変わらず口の端はしをつり上げて屈くつしない意志を示す。


「嫌いやだね。だって、マテリエなんか人間が持ってたって意味ないんだ。人間に擦すり寄る腑ふ抜ぬけな贋人ギニヨルにもマテリエはもったいない。だから俺たち《スターダスト》がわざわざ集めて回ってるんだよ」


　まるで贋人ギニヨル狩がりが正当な行こう為いであるかのような口ぶりだ。《スターダスト》が人間を恨うらむ気持ちはわからなくもないが、だからといって納なつ得とくはできない。できるはずがない。


「あのマテリエは、贋人ギニヨル狩りに殺された俺たちの仲間のものだ。あいつは……メリッサはただ普ふ通つうに生きていくことを望んでた。それだけだったんだ。なのにお前たち贋人ギニヨル狩りはあいつを……！」


　こみ上げてきたものを、歯を食いしばって堪こらえる。


　メリッサを手に掛かけた贋人ギニヨル狩りは相打ちという形で彼女自身が撃げき退たいした。そうなってでも、彼女はユズカを守り抜いたのだ。


　相手も死んでいるのでは、怒いかりを向ける先がない。シローフォノ軍の贋人ギニヨルだったのか《スターダスト》だったのかもわからない。その虚むなしい思いをサムエルにすべてぶつけたかった。


「《スターダスト》なのか？　メリッサを殺したのは。どうなんだよ……答えろ！」


　怒ど声せいに反応するように、《炎龍ヴイーヴル》の炎ほのおが膨ふくれあがる。


　知ったところでメリッサは帰ってこない。彼女を殺した当人もこの世にはもういない。


　だけど知りたかった。


　もし、あの時の贋人ギニヨル狩りが《スターダスト》なら、メリッサが狙われたのはアルトゥールと仲間だったからということになる。


　それこそ知ってどうなるものでもない。だけど、はっきりさせておきたかった。


　詰きつ問もんされ、炎に煽あおられ、サムエルは身を仰のけ反らし──


「……サムエル？」


　遠くから、微かすかに声が聞こえた。聞き覚えのある女の声だった。


「ジリアン……!?」


　振ふり返ったサムエルがその名を呼ぶ。


　倉庫の陰かげに隠かくれるようにして立っていたのは、ピザ屋の女主人ジリアンその人だった。


「なんでここに……!?」


「公園に……血みたいな文字で、港に、って……何、してるの？　その格好、何……？」


　震ふるえる声で、切れ切れにジリアンは答える。


　きっとユズカの血で書かれた伝言を彼女も見たのだろう。アルトゥールが女め神がみ像の台座に登ってリボンを解いていたところも全部見られていたのかもしれない。


　それで、ここまで来てしまったのだ。


　ジリアンは状じよう況きようが飲み込めないのか、呆ぼう然ぜんとして──その頭上で、何かが動いた。


　炎だ。爆発で散った火の粉が引火して、屋根の建材が燃えて崩くずれてくる。けれどジリアンは気づかず、動かない。


「ジリアン！　くそっ！」


　舌打ちし、アルトゥールは駆かけ出す。だが、それを突つき飛ばすように押しのけたのはサムエルだった。


　アルトゥールがよろけた隙すきにサムエルが翼つばさで風を切る。そしてジリアンの上に降ってきた屋根の建材をその身で受け止めた。


「ジリアン……大丈夫か？」


　その光景を啞あ然ぜんとして見守っていたアルトゥールの耳に、サムエルの声が届く。


　それは決して、彼女を利用しているだけの冷れい酷こくな男の言葉には聞こえなくて──


「……化け物」


　次に聞こえたその声は、恐きよう怖ふに震えていた。


「いやっ！　化け物！　誰だれか助けて！」


　燃える瓦が礫れきを背負って立つサムエルを視界に捉えながら、ジリアンは這はうように彼の傍そばを離れる。そしてどうにか立ち上がると、転げそうになりながら駆け去っていった。


　それを見送ったサムエルは、支えていた瓦礫を力ちから尽ずくで押しのける。


　彼の足あし下もとには一枚の布が落ちていた。刺し繡しゆうが入った三さん角かく巾きんは、ジリアンの頭にいつも巻かれていたものだ。その三角巾に火の粉が落ち、燃え上がり……サムエルの足が、その炎ごと布を踏みしだいた。


「化け物だってよ。そんな奴やつを助けて世話して一ヶ月暮らしてたんだ。笑っちゃうよな」


　口の端を笑みの形に歪ゆがめ、ぐりっと靴くつ底ぞこを鳴らす。ジリアンとの思い出を、踏み消すように。


「あんた……もしかしてジリアンのこと……」


《スターダスト》は人間を恨み、人間に寄り添そう贋人ギニヨルを憎にくむ。


　けれど、今のサムエルはとてもそんな風には見えなかった。


「利用してただけだ」


　強い口調でサムエルはつぶやく。それは自分に言い聞かせているように聞こえた。


「《スターダスト》は腑抜けな贋人ギニヨルのマテリエを狩からなきゃいけないんだ……。この町の贋人ギニヨルを狩るまで居座るのに、あいつは便利で……お人ひと好よしで……好きだったよ」


　最後に吐き出したのは、苦しいくらいの本音だった。


「この町で、何度目かに贋人ギニヨルを襲おそった時に返り討うちに遭あって大おお怪け我がしたんだよ。それをジリアンが助けてくれた。もちろん、それは俺が人間だと思ってたからだけどな……。だから、利用してるだけだって思って、一いつ緒しよにいて楽しいのなんか、気の迷いだって思うようにして……。仲間に知られたら俺のマテリエが狙ねらわれる。ジリアンだって殺されるかもしれない。だから狩りを続けないといけなかったんだ。あいつを守りたかった。だけど……これが現実なんだよ！　あいつが笑ってくれたのは、俺のことを人間だと思ってたからなんだ！　人間なんか好きになっても、俺は贋人ギニヨルなんだ！　化け物なんだよ!!」


　サムエルが叫さけぶのと同時だった。辺りに爆発音が響ひびく。


　倉庫群の煉れん瓦が壁へきに反はん響きようするその音の出所は、船が係留されている岸壁だ。


「ユズカ!?」


　アルトゥールは慌あわてて振り返った。だがその瞬しゆん間かん、腹に拳こぶしが叩たたき込まれる。


　たまらず膝ひざをついたその隙にサムエルは黒翼を広げて飛び立った。向かう先は帆はん船せん──ユズカのもとだ。


「君も諦あきらめたほうがいいよ。人間と贋人ギニヨルなんて、最後はこうなるんだ。だから君のマテリエ、もらうよ。俺は……《スターダスト》の生き方しかできない！」


《炎龍ヴイーヴル》で斬きられた傷と瓦礫に打たれた傷が痛むのか、サムエルは歯を食いしばりながらも自じ嘲ちようするように笑っていた。そして黒い羽根が飛び交かい、ユズカを拘こう束そくするロープを断たち切る。


「マテリエは渡わたしません！」


　拘束が解けたことでユズカは冷気を両手に集中させ吹雪を起こした。しかし、マストから甲かん板ぱんに着地した瞬間、カラスが群がって動きを封ふうじられる。


「だめだ、ユズカ！　動くな！」


　あのカラスは斬れば爆発するのだ。さっきの爆発音も、おそらくアルトゥールの気をそらすために羽根を飛ばして斬ったのだろう。


　下手に抵てい抗こうしてはユズカが傷つく。いくら贋人ギニヨルといえども至近距きよ離りで爆発すれば、取り返しのつかない怪我を負ってしまう。


　アルトゥールの制止が聞こえたのか、ユズカは一瞬動きを止めた。


　腹の痛みを堪えてアルトゥールは駆ける。船に飛び移って、今度こそユズカを助けるのだ。


　だが、その動きを察したサムエルが素す早ばやくユズカを抱かかえ上げた。そしてそのまま空高く舞まい上がる。


「ユズカ！　くそっ……！」


　空を仰あおいだアルトゥールは手を伸のばして叫んだ。しかし、届くはずもない。


　そんなアルトゥールを見下ろし、もがくユズカを抱えたサムエルは、自や棄けになっているような哄こう笑しようを響かせた。


「反はん撃げきしたいならどうぞ！　まぁ、いくら贋人ギニヨルだからって、あんまり高いところから落ちたら死ぬと思うけどね！」


　拘束されたユズカは、そのまま相手を凍とう結けつさせるつもりだったはずだ。しかし上空に連れ去られ、相手の動きを封じてしまったら、飛ぶ能力を持たない身では危険。そしてアルトゥールの《炎龍ヴイーヴル》では、もう炎の先も届きはしない。


　また、何もできない。


　怪かい異いの力なんか持っていても、助けられない。伸ばした手も、炎も届かない。


　見上げているしかないなんて。


　どうしてこんなに無様なんだろう。


《炎龍ヴイーヴル》の柄つかを強く握にぎった手が悔くやしさで震えるのを、堪えることができなかった。


　それを見たサムエルは勝ち誇ほこったように笑う。


「じゃあね。この子はマテリエを取り出したら返してやるよ。その時に、君が持ってる欠片かけらと交こう換かんだ」


　そう言って、見せつけるようにサムエルは悠ゆう然ぜんとアルトゥールの頭上を旋せん回かいして遠ざかっていく。


　アルトゥールは地面に両膝をつき、くずおれる。


　大事な妹だ。血は繫つながっていなくても、たった一人の家族だ。


　何度も何度も、どんなに怒おこらせても、決して離はなれないでいてくれるユズカ。


　メリッサを亡なくした悲しみを堪え、アルトゥールのために立ち上がってくれたユズカ。


　彼女を連れて行かれたら、自分はもう生きている意味なんかないのに。


「アルトゥール……！」


　頭上から声が振ってきた。


　サムエルに抱えられながら、片手を伸ばしてユズカが呼んでいる。見上げたアルトゥールの柘榴ざくろ石いしの瞳ひとみと、ユズカの氷色の眼まな差ざしが交わった。


　助けて、だと思った。


　当然だ。当たり前だ。絶対に──


「ユズカを返せ！」


　今度こそ守ってみせる！


　激情のまま、アルトゥールは立ち上がって《炎龍ヴイーヴル》を地面に叩き付けた。その瞬間、《炎龍ヴイーヴル》はうねる火柱と化して左手の中へ吸い込まれていく。


　それを自然と受け入れ、アルトゥールは両手を打ち鳴らした。


　体の奥から沸わき上がってくる。この感覚は二度目だ。


　一度目は、七年前の出会いの日。


　あの時と同じように、アルトゥールは呼ぶ。


「来い、《飛龍リンドブルム》！」


　右手を握って抜ばつ刀とうする。しかし、引き抜ぬかれたのは《炎龍ヴイーヴル》ではない。


　仄ほのかに青く輝かがやく刀身の剣けんだった。


　形状も違ちがう。《炎龍ヴイーヴル》に比べて細身で刀身も長い。


　力を込こめると、その青い刀身は唸うなって震える。


　名を呼ぶと同時に理解した──いいや、最初から知っていたことを思い出した。そんな感覚に従って、アルトゥールは刃やいばを一いつ閃せんさせる。


　切っ先すら届くはずがない。きっとサムエルはそう思ったはずだ。


　けれど、振るった一閃は唸りを上げて風の刃を生み出した。


　そして空気を切り裂さき、上空高く舞い上がっていく。


「そんなっ!?」


　サムエルが驚きよう愕がくの声を上げる。しかしそれだけだった。予想していなかった追撃に反応しきれず、声を発したと同時にその黒い翼の片側が風ふう刃じんに大きく切り裂かれていた。


「ぎっ!?　あぁぁぁぁ！」


　悲鳴を上げ、黒い羽根と血が舞い散る。抱えていたユズカを放ほうり出し、抗あらがうように羽ばたくが虚むなしく墜つい落らくしていく。


　アルトゥールはすぐさま《飛龍リンドブルム》を投げ捨てた。《飛龍リンドブルム》は空中で小さな竜たつ巻まきとなって左手に潜もぐり込んでいく。それも無視して、アルトゥールは両手を広げた。


　ユズカを抱だきとめるために──しかし。


「アルトゥール、だめです！」


　放り出され、落下しながらユズカは叫んだ。
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　あまりに高いところから落とされたために、受け止めるアルトゥールがただでは済まないと思ったのだろう。


　だけどそんなこと関係ない。絶対受け止める。たとえ粉々に砕くだけても、この両手で摑つかんでみせる。今度こそ。


「ユズカ、大だい丈じよう夫ぶだ！　来い！」


　呼んで、もっと大きく腕うでを広げ──


「おげっ!?」


　潰つぶれたカエルみたいな声を上げて、アルトゥールはユズカを受け止めた。


　腕で華か麗れいに抱きとめるつもりが、支えきれずひっくり返って仰あお向むけに倒たおれ、ユズカの可愛かわいいお尻しりが見事に鳩尾みぞおちを直撃したのだ。


　さっき殴なぐられた箇か所しよに響くうえに、夕飯を食べてないから胃液が出そう。いや、むしろ胃が出そう。


　脂あぶら汗あせを垂らしながらそれを堪こらえていると、アルトゥールを下した敷じきにしていることに気づいたユズカが小さく悲鳴を上げて素早くどいた。そして不安そうな表情でアルトゥールの顔を覗のぞき込んでくる。


「アルトゥール！　ごめんなさい、大丈夫ですか!?」


「あ……ふぅ……うん……だいじょぉぶ……」


　喋しやべると本当に何か出そう。


　情けないけど弱々しい今にも死にそうな声しか出せなかった。


「アルトゥール！　どうか気を確かに！」


　ユズカは泣き出してしまいそうな顔をしている。また泣かせてしまったなと思いつつ、それだけ元気な声が出せるなら彼女の怪我はたいしたことないんだとわかって安心した。


　頑がん張ばって深呼吸して、どうにかこうにか起き上がったアルトゥールをユズカが支えてくれる。そしてユズカは視線を別の方向へ向け、顔をしかめた。


「あれはどうします？」


　あれ、と言って彼女が見ているのは、黒い翼つばさから血をぼたぼたと落としているサムエルだ。根本からもげて落ちそうな翼で、辛かろうじて着地はしたが全身を強く打ったのか地面に這はいつくばっている。


「ユズカはここで待ってろ。俺が行く」


「ですが……」


「お前はまず火を消せ。そんで、何かあったら援えん護ごしてくれ。あいつはシローフォノ軍の贋人ギニヨルじゃない。《スターダスト》っていう三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨル狩がりなんだ」


《スターダスト》の存在をまだ知らないユズカは少し驚おどろいた様子だった。しばし悩なやんだ彼女は、アルトゥールから離れて一歩退いて吹雪ふぶきを起こし、倉庫や木材に燃え移った火を消して身構える。


　ただ見守っているだけではなく、油断ない眼まな差ざしが頼たのもしかった。


　頭から垂れてきた血を手の甲こうで拭ぬぐう。鉄臭くさくてべたべたした。至近距離での爆ばく発はつを何度も食らい、頭を切ったらしい。それでも構わず、倒れ伏ふすサムエルに歩み寄る。


「よぅ、痛いか」


　呼びかけたアルトゥールの言葉に、サムエルは顔を上げて憎にく々にくしげな眼差しを向けた。それでも構わずアルトゥールは続ける。


「メリッサはもっと痛かったし苦しかったんだ」


　強く拳を握る。しかし、それを振ふり上げることはできなかった。


「俺はお前たちとは違う。殺したりしない。殺してやるもんか。そんなことしたら、俺は贋人ギニヨル狩りになるんだからな」


　贋人ギニヨル狩りは憎い。


　だからこそ、同じところに堕おちていくわけにはいかなかった。


「ジリアンのことは同情するよ。だけど、贋人ギニヨルなら誰だれだって同じ苦しみを背負ってるんだ」


　ユズカやメリッサ、アルトゥールだってそうだ。怪異の力を持つ者が人間の社会で生きていくことは難しい。正体を隠かくしていても、成人すれば老おいることのない贋人ギニヨルは、何年も同じ場所に住み続けることはできない。


　仲間が欲ほしいとつぶやいていたロドリクも同じだ。


「さっきの欠片を返せ。二度とユズカに近づくな。贋人ギニヨル狩りはやめろ。ひとつでも守れなかったら、やりたくないけど、力ちから尽ずくでやめさせてやる」


　静かに淡たん々たんと告げながら、アルトゥールは鋭するどく相手を睨にらみ据すえた。


　命までは奪うばわなくても、贋人ギニヨル狩りに必要な能力を削そぎ落とすことはできる。翼をもぐだけで、きっとサムエルは能力の大半を失うことになるだろう。


　本当はそうしてやりたいけど。


　メリッサは、それを望むだろうか。


　彼女はユズカを守るためでなければ、他人を傷つけたりはしなかった。相打ちという最さい期ごがそれを強く物語っている。


　ユズカと生きていくために、メリッサの遺い志しを受け継ついでいたい。


　そして、ユズカを守るためならば鬼おににでもなってやる。


　見下ろし、返事を待つ。いくら回復の早い贋人ギニヨルであっても、この怪け我がではもう抗うこともできないだろう。メリッサのマテリエの欠片を返し、早く目の前から消えてほしかった。


　だけど、その前に訊きいておきたい。


《スターダスト》であれば知っているかどうか望のぞみ薄うすだが、ディニタ・イングリスの行方ゆくえについて訊かないわけにはいかなかった。


「ひとつ訊かせてくれ。ディニタ・イングリスという男がどこにいるか知らないか」


　しかしサムエルは痛みのせいなのか、アルトゥールの声なんてまるで耳に入らないといった様子で何事かつぶやいていた。


「消えたハツカネズミ……。そうか、こいつのことだったのか……七つ首の龍りゆうに寄生された子ネズミだ……」


　頰ほおを引きつらせて虚うつろな笑えみを浮うかべながら、よくわからないことを言う。だが、それはどうやらアルトゥールのことを指しているようだった。


「あんた、俺がなんでこんな能力持ってるのか心当たりあるのか？」


　幼い頃ころの記き憶おくが脳のう裏りにちらつく。


　予防接種だと言われ、打たれた薬。


　その直後に姿を消した孤こ児じ院いんの子供たち。


　それらの答えが、今、目の前にあるというのか。


　返事がないことに苛いら立だったアルトゥールはサムエルの肩かたに手を伸のばす。意識がどこかへ彷徨さまよっているように見えたから、揺ゆすって正気に戻もどそうとしたのだ。


　しかし、それに怯おびえたようにサムエルは這いずって逃にげ──その姿が消えた。


　アルトゥールは驚いて手を引っ込める。消えたと思ったが、抜け殻がらになった衣服がぺたりと地面に横たわっていた。そしてその中から、ばたばたと羽根を鳴らして一羽のカラスが飛び出していく。


　一いつ瞬しゆん、また羽根から変化したカラスだと思ったが様子が違う。片方の翼がもげそうなほど傷ついて上う手まく飛べず、何度も飛び上がっては落ちるを繰くり返しながら逃げようとするのだ。


　ロドリクが言っていた。獣人型フオーヴの贋人ギニヨルには動物そのものに姿を変えられる者もいると。だったら、このカラスはサムエルが変化した姿と考えて間ま違ちがいない。


「おい、待て！」


　何度も地面に叩たたき付けられながら、煉れん瓦が壁へきの倉庫を飛び越こえて逃げ去ろうとするカラス。


　アルトゥールはそれを捕つかまえようと手を伸ばしたが、届かない。


　逃げられる！


　そう思った瞬間だった。倉庫を飛び越えようとしたカラスと、屋根の上から落ちてきた何かの影かげが重なる。


「なんだっ……!?」


　アルトゥールは慌あわてて引き下がり、ユズカを庇かばうように身構えた。


　ユズカも背後にいながら、いつでも能力が使えるよう警けい戒かいし──はっと息をのんだ。


「カラスが……！」


　その言葉に、アルトゥールも目を凝こらしてみる。


　薄うす暗ぐらい月明かりの中、回転する灯台の明かりに一瞬照らし出されたその姿。


　黒い長ちよう髪はつを雑に束ねた、小こ柄がらな少女がそこに立っていた。


　歳としはユズカと同じくらいだろう。簡素なワンピースを着た、いたって普ふ通つうの少女。


　ただし、その手にカラスをぶら下げていなければ、だ。


　首を摑まれたカラスは両りよう翼よくをだらりと下げて動かない。少女はその手に持ったものをじっと見つめ、ぽつりと言った。


「……回収完かん了りよう」


　無感情な一言だった。


　この無機質さには覚えがある。この少女は……。


「まさか、一等星オランピア!?」


　背後でユズカが言うと同時にアルトゥールは両手を合わせた。


「来い、《飛龍リンドブルム》！」


　左手から抜ぬき放ったのは青く輝かがやく刀身。唸うなり声を上げて震ふるえ、風を纏まとう剣けんだ。それを構え、アルトゥールはユズカを守って立ちふさがる。


　一等星オランピアはシローフォノ軍に使し役えきされる贋人ギニヨル。


　つまり、本家本元の贋人ギニヨル狩りだ。


《飛龍リンドブルム》を抜いた瞬間、少女の顔がこちらを向いた。ガラス玉のような目に、青い刀身の輝きが映り込んでいる。


　じっと見つめる瞳ひとみ。そして、かすかに唇くちびるが動いた。


「贋人ギニヨル確かく認にん。マテリエ回収開始します」


　宣言した直後、少女の姿が消え──次の瞬間、ガラス玉の目が息もかかるほど至近距きよ離りにあった。


　何が起きたのか理解する間もなく、胸むな元もとに何かが触ふれる。


「アルトゥール！」


　背後にいたユズカが前に回り込み、少女の横合いから蹴けりを繰り出す。しかし、再び少女の姿が消えて虚むなしく空振った。


「アルトゥール、ご無事ですか!?」


「あ、あぁ……」


　動どう揺ようするあまり、そんな返事しかできなかった。胸元に自分で触れてみても、特になんともない。


　それを見たユズカも、安あん堵どの表情を浮かべた。


「よかった……。ですが、一等星オランピアはどこへ？」


　自然と二人、背中合わせになって辺りに視線を巡めぐらせる。声は、その頭上から聞こえた。


「心音確認。贋人ギニヨルではない。不可解。……待たい避ひします」


　いつの間に登ったのか。倉庫の屋根の上にいた一等星オランピアは片手にカラスの遺い骸がいをぶら下げたまま、もう片方の手のひらをじっと見つめてつぶやき、そして──消えた。


「行った、のか……？」


　波が岸がん壁ぺきにぶつかる音だけが響ひびく中、アルトゥールはつぶやき。


「……そのようですね」


　しばしの間を置き、ユズカが答え。


　二人同時、背中合わせのままその場に座り込んだ。


「はぁぁぁ……。殺やられたかと思ったぁ。なぁ、ユズカ。俺、生きてるか？」
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「はい。鼓こ動どうが聞こえますから」


　くっつけた背中で、二人の声は響き合う。


　鼓動もどくどくと体を揺らすほど鳴っている。


　ひとつ分の鼓動は、アルトゥールが人間でユズカが贋人ギニヨルであることを示していた。


　あの一等星オランピアの少女は《飛龍リンドブルム》を見てアルトゥールを贋人ギニヨルと思ったのだろう。目で追えないほど素す早ばやく懐ふところに飛び込んできて、マテリエを奪おうとした。


　だが、胸に触れて鼓動を感じ、退ひいたのだ。


　人間なのか贋人ギニヨルなのか、判断がつかなくて。


「せっかくシローフォノ軍の贋人ギニヨル狩がりに接せつ触しよくできたのに、なんも訊けなかったな……」


　情報を聞き出すどころか、心臓を抉えぐられかけるなんて。危険を承知で贋人ギニヨル狩りを捜さがしていたが、手も足も出なかったことにため息が出る。


　それに、もしユズカが能力を使っていたら贋人ギニヨルであるとばれてマテリエを狙ねらわれていたかもしれないのだ。辛かろうじて見み逃のがされたが、危ないところだった。


《飛龍リンドブルム》を鞘さや──自身の体に戻し、アルトゥールはのっそりと立ち上がった。力が抜けたことで、体のあちこちが痛み始める。今まで気を張っていて自覚できていなかった傷が悲鳴を上げているのだ。


　それでもどうにか足を動かす。そして、抜け殻になって地面に残されている衣服を拾い上げ……何かが服の中から転がり落ちた。


　アルトゥールはその落ちたものを取り上げて手の中で転がす。


　それは黄金色の宝石の欠片かけら。


　ポケットの中にある欠片を取り出し、割れた断面を合わせる。すると、ぴたりと隙すき間まなく合がつ致ちした。


　間違いなくメリッサのマテリエの欠片だった。


　その欠片を持ち、ポケットからリボンを取り出し、アルトゥールはユズカのもとへ戻る。


　ユズカはまだ座り込んだままで、アルトゥールは彼女と視線を合わせるため再び地べたに腰こしを下ろした。


「ほら、今度はちゃんと持ってろよ。メリッサが拗すねちまうぞ」


　サムエルに捕まった時に取り上げられたのだろう。この欠片はユズカが持っていたものだ。二つに分かたれたメリッサのマテリエを、二人でそれぞれ守っている。


　メリッサが遺した、数少ない生きた証あかしなのだから。


　アルトゥールが差し出した欠片を見て、ユズカはきゅっと唇を嚙かんだ。


「……そうですね」


　俯うつむいて目を伏ふせながら、ユズカは欠片とリボンを両手で受け取って手の中に包む。


　メリッサを亡なくしてまだ一年。辛つらいなら、もっとその感情を表に出していい。だけどユズカは欠片を懐に仕し舞まい込み、毅き然ぜんと顔を上げた。


「あなたは、平気なのですか？」


「あぁ、あちこち傷だらけでそれなりに痛いぞ。でも、お前の怪我がたいしたことなさそうだから、俺はそれでいい」


　ユズカの襟えり元もとには血の染しみがついているが、さすが贋人ギニヨルの回復力と言うべきか、もともと浅い傷だったのか染みは拡がることなく乾かわいていた。


　その他には傷は見当たらず、心底安堵する。


　しかしユズカは困ったように視線をそらしてしまった。なぜだか少し怒おこったように眉み間けんに皺しわを寄せ、頰ほおに朱しゆが差す。


「良いわけがないでしょう、もう……。あまり我が慢まんはしないでくださいね。あなたは能力があるといっても人間の体なのですから。──それと、わたしが言いたかったのはもうひとつ。さっきの剣のことです」


　一瞬、何のことを言っているのか理解できなくて考え込み、あれのことかと思い出す。


「《飛龍リンドブルム》のことか。俺にもよくわからん」


「能力が変化したのでしょうか」


　ユズカは不思議そうに首を傾かしげる。


　確かに、もしかしたらそうなのかもしれないと思ったアルトゥールは両手を合わせて呼んだ。


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　左手という鞘から抜け出る刀身。


　赤い炎ほのおを纏う、まぎれもない《炎龍ヴイーヴル》だった。


「……変化ではなく、増えたということですか？」


「かもな。慣れてるほうが消えるのは不便だから、変化するのは嫌いやだなぁ」


　さらっと答えて、アルトゥールは《炎龍ヴイーヴル》を体に突つき立てた。体には傷がつくこともなく《炎龍ヴイーヴル》は鞘であるアルトゥールの身に戻もどる。


　その光景をじっと見ていたユズカはしばし考え込み、口を開いた。


「わたしたち贋人ギニヨルは物心つく頃ころには能力を自然と自覚していますけど、アルトゥールの能力はおそらく後天的なものです。わたしたちと同じ理り屈くつが通用するとは思わないほうが良いでしょうね。……《炎龍ヴイーヴル》に《飛龍リンドブルム》。まだ何か隠かくれているのでしょうか」


　言われて、アルトゥールも自分の手をじっと見る。


　サムエルは何かを知っている様子だった。消えたハツカネズミというのが、第四クレイドルからユズカたちと逃にげ出したアルトゥールのことを指しているのなら、その後に言われた七つ首の龍りゆうというのがこの能力のことなのか。


《炎龍ヴイーヴル》と《飛龍リンドブルム》で二つ。あと五つ、この身の中に隠れているのか。


　視線を上げると、ユズカがじっとこちらを見つめていることに気づいた。視線が合うと、慌てて俯いて目をそらす。


「どうした？」


「いえ……。昔、《炎龍ヴイーヴル》を初めて使った時にあなたが困こん惑わくしていたのを思い出して……。平気ですか？　わたしは、メリッサのように気の利きいたことは言えませんから……」


「なんだ、そんなことか」


　けろっとした声で答えると、ユズカは目を丸くした。その表情が面おも白しろくて、アルトゥールはつい笑ってしまう。


「だってさ、《炎龍ヴイーヴル》だけで充じゆう分ぶんおかしいじゃん。今さら何が出てきたって、いちいち驚おどろいてられないだろ？　あ、いや、でももし鳩はととか花束とか出たらさすがに困るな。使い道なさそうだし。だけど悩なやんだって能力が消えるわけでもないし、これのおかげでユズカを助けられたんだから得したって思っとけばいいんだよ」


　それを聞いたユズカは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとなって──安堵したように肩かたの力を抜いた。


「アルトゥールが気にしないなら、わたしもそれで良いです。……助けに来てくださって、ありがとうございました」


　ぺこりと頭を下げるユズカ。その頭に、アルトゥールは手を伸のばして白銀の髪かみを撫なでてやった。


　無事で良かった。本当に。


「当然だろ。俺はユズカの兄ちゃんなんだからな。でも、夜にひとりで外出るのはもうやめような」


　そう言ってやると、ユズカは身を硬かたくして俯いてしまった。いつもは、頭を撫でたら嫌がって振ふり払はらうのに。


「どうした？」


「どうした、って……。あなたにとってはその程度のことだったんですか？」


　俯いた顔は真っ赤だった。


　それを見て、遅おそまきながらようやく思い出す。ユズカがひとりで部屋を飛び出していった理由を。


「い、いや、あれは本当にまったく悪気はなくて！　ほら、なんていうか、俺は神様の悪戯いたずらに依え怙こ贔ひい屓きされてるんだよ！　あ、悪戯っていってもそういうアレな意味じゃないぞ！」


　ユズカの頭から慌あわてて手を離はなし、降参するように両手を上げて弁明する。だけど記き憶おくが蘇よみがえると同時に唇くちびるの感かん触しよくまで思い出してしまって、動揺して自分でも何を言っているのかわからなくなった。


　するとユズカは、俯いたままぷいっと顔を横に向けた。


「……わかってます。あなたがわたしに、そんなことを求めるはずがないんです。それに、わたしだって、その、ああいうのはただの生理現象だということくらい知っていますから……」


　袖そで口ぐちをぎゅっと握にぎって、もじもじしながらユズカは言う。最後のほうは声が小さくてよく聞こえなかったが、許してくれるらしいということがわかって心の底から安心し──気が抜ぬけて、ばたんと仰あお向むけにひっくり返った。


「アルトゥール!?」


「だめだ……さすがにちょっと疲つかれた……。もうここで寝ねたい……」


　血を流しすぎたのか、頭がくらくらする。今日は一日でいろんなことがありすぎた。腹も減っているけど、今はそれより休みたい。


　返事があったことに、ユズカはほっと息をついた。けれど、すぐに表情を引き締しめる。


「いけません、こんなところで。風か邪ぜを引いたらどうするんです？」


「五分……五分でいいから……ぐぅ」


「いけませんってば！」


　叱しかるようなユズカの声が遠い。


　揺ゆすられても、その揺れが心ここ地ちよくて、アルトゥールは意識を手放す。


　その間ま際ぎわに何かを見た気がした。


　元気に跳はねる金色の髪。嬉うれしそうに細めた緑の瞳ひとみ。


　──ユズカを守ってくれてありがとう──


　そんな声が聞こえたのは、褒ほめてほしいだなんて子供じみた願望のせいだったのだろうか。


　それとも──




　Memoria







　子供の頃の夢を見た。


　七年前の、あの日の夢だ。


　瓦が礫れきと炎と血の臭においが怒ど濤とうのように思い出される。そして、


「アルは人間じゃないの？」


　彼女の声が聞こえた。


　振り返ると、ユズカを背後に庇かばいながらメリッサが険しい顔で訊たずねてくる。しかし、視線の先にいるのはアルトゥールではない。


　彼女が見ているのは辺りに倒たおれている灰色の軍服の若者たちだ。軍服は所々が焼け焦こげ、尚なお且かつ吹雪ふぶきに晒さらされたように霜しもが降りている。そして木の根と枝で縛しばり上げられていた。


　取り囲まれてから、ユズカが吹雪で抵てい抗こうするも相手の数が多すぎて。


　だけど、アルトゥールはこの少女たちを守りたいと思った。


　瓦礫の中から自分を見つけてくれた、天使たちを。


　そう強く願った時、本能のように、巡めぐる血の一いつ滴てき一滴が訴うつたえるように沸わき上がってきて。


　その名を呼んだ。


《炎龍ヴイーヴル》と。


　その叫さけびが引き金になったかのように、次に自分がすべきことも自然に理解できた。祈いのるように両手を合わせ、右手を握って振り抜く。


　それはまるで抜ばつ刀とうする剣けん士しのように。


　左手という鞘さやから引き抜かれた剣は、炎を纏まとった片かた刃ばの長剣。銀色にぎらつく刀身の上で踊おどる炎の蠢うごめきは小さな龍のようだった。


　それが何なのか頭ではさっぱりわからないのに、意識は自然とその存在を受け入れて扱あつかい方をアルトゥールに教えていた。さなぎから羽う化かした蝶ちようが、羽を広げたとたんに飛ぶことを知るように。


　アルトゥールは無我夢中で剣を振るった。子供の腕うでには重すぎる衝しよう撃げきに耐たえながら。


　斬きったものが燃え上がる。それでも灰色の軍人たちは意思のない人形のように迫せまってきた。


　それを援えん護ごしてくれたのが、ユズカの吹雪だ。氷の刃やいばを含ふくむ吹雪で相手の動きを封ふうじた隙すきに、メリッサが植物の矢を撃うち込んで、その矢から成長した木の枝で縛り上げていった。


　灰色の軍人たちは死んだわけではない。呼吸はしている。


　だからメリッサは、まだ警けい戒かいを解かないままで先の言葉を発したのだ。


「ねぇ、どうなの？」


　すぐ隣となりに並び立ってアルトゥールへ詰つめ寄る。アルトゥールはどうにか立ち上がったが、なんと答えたらいいのかなんてわからなかった。


「どう、って……。わかんないよ」


　右手に持ったままの燃える刀はどうしたらいいのやら考えつかなかったし、なんでこんなものが手の中から出てきたのか、自分が知りたいくらいだ。


《炎龍ヴイーヴル》と自分が呼んだ剣。名前も使い方もわかるのに、どうしてそれがわかるのか、わからない。


　困り果てたアルトゥールは剣が出てきた左手をじっと見て、出てきたんだから入れることもできるかなぁと漠ばく然ぜんと思いついて手のひらに切っ先を近づけてみた。


　刃の上で踊る火が手のひらを炙あぶる。怖こわくて、やっぱりだめだと思った。けれど手を引こうとした瞬しゆん間かん、《炎龍ヴイーヴル》は溶とけて消えるように左手の中へ吸い込まれてしまった。


「うわっ!?」


　びっくりして飛び上がったが、熱くもなかったし傷も何も残っていない。自身の左手をまじまじと見つめた。ひっくり返して甲こうを見ても、切れ目すらない。


　手品みたいだ、としか思えなかった。


　眉まゆをゆがめてアルトゥールは首を傾かしげる。すると、ふいに柔やわらかいものがぶつかってきた。またびっくりして後あと退ずさろうとしたが、ぶつかってきたもの──メリッサがそれを許さない。


　彼女は身をかがめるようにして抱だきつき、頭の横側をアルトゥールの胸に押しつけていた。


「お、おい、やめろよ！　何するんだよ！」


　ばくばくと鼓こ動どうが速くなる。メリッサの後ろでは、ユズカが顔を赤くして困ったように俯うつむいている。


「心臓の音はする……。やっぱり人間だよね？　それとも、まさか怪精フアンタズマ？」


「ち、違ちがう！　死んじゃったけど、父さんも母さんもずっとシローフォノの田舎いなかに住んでたんだ！　だから、人間だよ！　こんなことだって初めてだし、俺なんか本当に普ふ通つうの人間で、特別なことなんか……」


　物語に出てくる、人を襲おそう化け物なんかじゃない。そう言いたくて捲まくし立て、メリッサを引き離しながらアルトゥールはふと気がついた。


　特別なこと。ひとつだけある。


　孤こ児じ院いんで、予防接種だなんだと言われて薬を打たれ。一いつ緒しよに接種を受けた友達は、誰だれ一人その後の姿を見ていない。里親が見つかった子がある日突とつ然ぜんいなくなることは間々あったから、きっと彼らは引き取られていったんだと思っていた。健康診しん断だんや予防接種は新しい家に行くために必要なもので、自分にも近々新しい家族が出来るんじゃないかと期待もしていた。


　それが、いきなり戦場へと放ほうり込まれた。


　その状じよう況きようが特別でなくて、なんだというのだ。


　おかしな力を使えるようになった、その原因はあの時の薬なのではないか。子供の頭でも、そう思い至った。だって、昔から使える力なら、父さんも母さんも死んでいない。この力で救えたはずなんだ。


　今よりずっと幼い頃ころの記憶を思い出したことと、自分の体におかしな薬を入れられた悔くやしさと恐きよう怖ふがまぜこぜになって苦しくなった。


　唇を嚙かんで拳こぶしを握り、俯いて──下を向いた視界の中に、柔らかそうに跳はねた金きん髪ぱつが映り込んだ。若葉の上の朝あさ露つゆみたいな艶つややかな瞳で何度も瞬まばたきし、微笑ほほえむでも怒おこるでもない感情の読めない顔つきでメリッサは首を傾げる。


「アルはわたしたちのこと好き？」


「……はぁ？」


　あまりに予想外すぎる言葉に、思わず間の抜けた声が出た。怪精フアンタズマじゃないかと訊きかれ、彼女はきっとこの力を怖がっているんだと思ったから尚なお更さら。


　そもそも、たった今会ったばっかりで何を言い出すんだ。そう思うと一気に顔が熱くなった。なのにメリッサはお構いなしで、もっと顔を近づけてくる。


「ねぇ、好き？」


「そんなの、急に言われてもわかんないよ……」


「じゃあ嫌きらい？」


「……嫌い、じゃない」


「嫌いの反対は好きだよね？」


「えっと、うーん……うん」


　押しに押されてとうとう頷うなずいた。すると、待ってましたと言わんばかりにメリッサの笑顔が弾はじける。


「良かったぁ。じゃあ人間でも怪精フアンタズマでもなんでもいいや。さっきは助けてくれてありがと。アルって頼たよりになるね。男の子ってやっぱり強いな。いいなぁ」


　アルトゥールの左手を取って、メリッサは羨うらやましそうにその手のひらを見つめた。


　どうやらこの少女は、思いついた疑問をよく考えることなく口に出してしまうようだ。その問いかけによって何かを責めるつもりなんて、ないのだ。


　彼女はただ単に、《炎龍ヴイーヴル》に興味を持っただけ。それも羨せん望ぼうの気持ちを抱いだいて。


　仕方なく、アルトゥールは自らそのことに言げん及きゆうする。


「俺、変なんだぞ？　人間なのに、あんな力が使えるんだ。気持ち悪くないのかよ」


　自分で言うと、また悔しくなって唇くちびるを嚙んだ。するとメリッサは、小鳥のような仕草でくりっと首を傾げる。


「アルはわたしたちのこと好きなんだよね？　だったら、それでいいじゃない？　ね、ユズカ？」


　背後を振ふり返って、メリッサは同意を求める。いきなり水を向けられたユズカは、びくっと震ふるえて、こっくり頷いた。そして彼女は人見知りが激しいのか、さっとメリッサの背中にもじもじしながら隠かくれてしまう。


「ほらね。ユズカもこう言ってる。わたしたち、もう友達……ううん、兄弟がいいな。わたしがお姉ちゃんでアルが弟、ユズカが末っ子だよ。決ぃーめたっ！」


　えへへ、と嬉うれしそうに笑ってメリッサはアルトゥールとユズカの手を摑つかみ、万ばん歳ざいするように天高く掲かかげた。いきなりな行動だったのでアルトゥールもユズカも少しよろける。目が合ったユズカは、気まずそうに視線を背そむけてぼそぼそっと小さな声で言う。


「ごめんなさい。メリッサ、いつもこうなんです。悪気はないので……」


　いつもこんなのに付き合わされていることがよくわかる諦あきらめたような表情に、アルトゥールは乾かわいた笑いしか返せなかった。


　暴走馬車みたいにすごい速さでいろんなものを巻き込んで走っていく。メリッサはそういう少女なのだ。巻き込まれたほうは諦めて引きずられていくしかないのだ。


　でも、不思議と清すが々すがしい気分になった。


　アルトゥールの左手は今、メリッサの手の中にある。彼女を通じてユズカとも繫つながっている。


　たったそれだけのことで、さっきまでの苦しさが些さ細さいなことのように思えてきた。メリッサが言うところの、なんでもいいや、というやつだ。


　メリッサとユズカが、この二人の少女が恐おそれないで傍そばにいてくれるなら、それでいいじゃないか。


　繫いだ手は温かかった。メリッサの、あっけらかんとした性格に指先から染められてしまいそうだ。呆あきれたために浮うかんだ苦く笑しように、自然と口元が柔らかくなって──


「あれは……！」


　ユズカが遠くを見て緊きん張ちようした声を上げた。つられてそちらを見たアルトゥールの目に、灰色の軍服姿が映った。


　瓦が礫れきと炎ほのおを乗り越こえ、こちらに近づいてこようとしている。


　メリッサは掲げていた手を下ろし、ぎゅっと指に力をこめた。


「……逃にげよっか、三人で。どこか遠くに」


　そう言ってメリッサは駆かけ出す。きっと、あてなんてない。どこに行けばいいのかなんて誰だれにもわからない。


　それでもメリッサは、アルトゥールとユズカの手を引いて走った。
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　五　生き続けてやる







　街の夜景が見み渡わたせるホテル最上階の部屋で、スイートルーム専用電話のベルが鳴った。


「はいはーい」


　マニキュアの瓶びんを手に持ち、椅い子すを一脚きやく引きずりながら、少女は電話を取りに向かう。そして受話器を取り上げ、椅子にどっかりと座った。


「ハァイ、ボス？」


　電話機と一体になっている送話器に向かって開口一番、そう問いかける。すると相手は一いつ瞬しゆん黙だまり込んで、電話の向こうで小さく笑った。


『いつから私は君のボスになったのだろうね、ミヌー』


「気分よ、き・ぶ・ん。今ね、素す敵てきなドレス着てるの。マフィアの女幹部みたいなやつ」


『あぁ、なるほど。そういうことか』


　今度は声を上げて笑った。穏おだやかな話しぶりはまったくボスっぽくなくて、少女──ミヌーは肩かたをすくめる。


「それで、何の用？」


　問いながら、ミヌーは片手で器用にマニキュアの蓋ふたを開けた。片足を立て膝ひざにして、足の爪つめに真っ赤なペディキュアを塗ぬり始める。


　着ているのは丈たけの長い黒いドレスだが、スリットが入っているから足を椅子の上に載のせるのは楽だった。


『この間、君が報告してくれた件だよ。例の二人は、君の見立て通りだったかい？』


「んー、そうねぇ。男のほうはちょっと野や暮ぼ天てんだわ。女の子は美人だった」


『そうかい。でも、私が訊いているのはそういうことではなくて』


「本人で間ま違ちがいなかったわよ。アルトゥール・ドルークと、《氷姫グラス・レーヌ》のユズカ。《木霊ドリユアス》のメリッサは思った通り一年前にマテリエを破は壊かいされてる」


　話しながら、慣れた手つきで小さな刷は毛けをさっと刷はいて、むらなく爪を赤く染めていく。


　電話の向こうでは、ため息まじりの声が聞こえた。


『そうか……。では、彼らに見込みはありそうかな？』


「どうかしら。それはさすがに、誘さそってみるまでわからないけど。でも、あたしの個人的な意見を言って良いなら、おすすめするわ」


『気に入ったのかい？』


　受話器からそう聞こえた瞬しゆん間かん、手元が狂くるって足の指に赤い色をべったり塗ってしまった。


　ミヌーはむぅっと頰ほおを膨ふくらませる。


「そんなことないわよ。調査の結果に基もとづいた意見を言っただけ」


　塗り損じた不満を込こめてそう答えると、電話の向こうの人は可お笑かしそうに笑った。


　電話ではお互たがいの様子は見えないし、いくら言っても言い訳にしか聞こえないだろう。


　むすっとして、ミヌーは黙だまり込む。すると電話の相手はミヌーが本当に怒っていると察したのか、語調は穏やかなまま砕くだけた態度を正した。


『君の判断に任せるよ。良いものを見つける君の目め聡ざとさ、とても頼りにしているから』


「あっそ。ありがと」


　失敗した箇か所しよをまじまじと見つめながら、ミヌーは気のない返事をする。電話の向こうでは、ミヌーの機き嫌げんを損そこねたことを察したのか困ったような沈ちん黙もくを挟はさんで声が届いた。


『……では、よろしく頼たのむよ。遅おそくに連れん絡らくして悪かったね』


「まったくだわ。夜よ更ふかしはお肌はだに悪いのよ」


『そうだね。では、切るよ』


「はい、じゃあね。『彼女』にもよろしく」


　ミヌーはそう言って受話器を耳から離はなす。その間ま際ぎわ、微かすかに返事が聞こえた。


『……あぁ、ありがとう』


　聞き届け、ミヌーは受話器を置いた。そしてそのまま、もう片方の足の爪も塗っていく。


「さてと、最後は除光液ね」


　手元が狂って肌についたマニキュアを落とすために、ネイル専用のバニティバッグを取りに向かう。スイートルームだからテーブルが遠い。裸足はだしで広い部屋を横切って、ふと鏡が目に映った。


　黒いドレス。丈の長いものは普ふ段だんあまり着ないけれど、これはなかなか気に入った。


「お揃そろい、だって」


　色が一いつ緒しよなだけなのに。


「馬ば鹿かみたい」


　鏡の中の自分に向かい、ふんっ、と鼻を鳴らして笑ってみせた。
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　駅の建物はアーチ状の煉れん瓦が造りで天てん井じようも高く、行き交かう人々の声がよく響ひびく。


　その建物の前にトランクを置き、それを椅子代わりにして座り込んだアルトゥールは、そんな人々から好こう奇きの視線を浴びていた。


　冬でもないのにコートを着て、額や頰にガーゼをいくつも貼はり付けた黒くろ髪かみぼさぼさの少年がいれば、そりゃあ目立つだろう。悪い意味で。


　黒いコートは破れた箇所をユズカに縫ぬってもらって直ったが、傷のほうはそう簡単にはいかない。


　ポーターはちらりと見るだけで寄ってもこない。一等客室に乗るであろう立派な髭ひげを生やした紳しん士しや裾すその長いドレスを着た淑しゆく女じよにだけ恭うやうやしく声を掛かけている。


　運んでもらうほどの荷物は持っていないし、別に構わないけれど。


「お待たせしました」


　トランクの上に座ったアルトゥールに、小走りで駆け寄ってきたのはユズカだ。買ってきた二枚の切きつ符ぷのうち、一枚をアルトゥールに手て渡わたしてくる。


　今日でこの町から出て行くのだ。


　あの日から数日、怪け我がを治すためにホテルに引きこもっていたが、歩き回るのに支障がない程度には回復したので早々に移動することにした。この町でもディニタ・イングリスに関する情報は得られなかったのだから。


　新聞を賑にぎわせていた事件は、あれ以来まったく鳴りを潜ひそめている。やはりこの町で贋人ギニヨル狩がりをしていたのはサムエルだけで、少女の姿をした一等星オランピアは関かかわっていなかったのだ。


　求めていた情報に近づいたと思ったら、また遠ざかっていった。


　だけど、今さらこのくらいで諦めるわけにはいかない。ユズカと二人、生きていくためには諦められない。


　とはいえ、もしあの一等星オランピアが援えん軍ぐんを引き連れて戻もどってきたら厄やつ介かいだ。情報欲ほしさに贋人ギニヨル狩りと接せつ触しよくしようとはしていたが、シローフォノ軍と争う気はない。


　いまだ贋人ギニヨルを生み出し続けている現状を思うと心苦しくはあるものの、二人でそれを止めるなんて無理なのはわかりきっている。


　だから、ユズカを守ることだけを考えればいいのだ。


　ユズカは駅の大きな時計を見上げてからアルトゥールに目を向け、言う。


「行きましょうか。それとも、何か食べてから乗ります？　発車までもう少し時間がありますし」


「そうだな。ここ最近ずっと部屋で食ってたから、外で何か食いたいな」


　怪我が良くなるまで、ホテルの部屋から出ないようユズカに言いつけられていたから仕方がない。その間、食べるものは彼女が買ってきてくれたから飢うえることはなかったが、やはり自分で好きなものを頼んで伸のび伸び食べたいものだ。


「本当は、最後にジリアンの店で食いたかったけどな」


「そうですね……」


　駅に来る前に、ジリアンの店にも行ってみた。けれど、ドアに掛かっていたのは『閉店』のプレート。


　近所の店で訊きいてみたら、ジリアンは何かに怯おびえるように引っ越してしまったらしい。そう遠くないうちに、あの辺りに大きなホテルが建つことだろう。


「仕方がないと思います。普通の人間には、恐おそろしい光景だったでしょうから」


　贋人ギニヨルは化け物。自分に対して言われたわけでなくても、ユズカにとっては辛つらい言葉だったのだろう。表情が寂さみしげに陰かげる。


「サムエルさんが言ったように、これが人間と贋人ギニヨルの現実なのかもしれません」


「現実か……。だったら尚なお更さら、普通の人間になる方法を探さないといけないよな。でも、もし見つからなかった時は、俺は根こん性じようで生き続けてやる。よぼよぼのじいさんになってもユズカを独りにしない。その時は介かい護ごよろしくな」


　冗じよう談だんめかして言ってやる。するとユズカは少し俯うつむいて、頰を赤くした。


「ここ数日で予行演習はできましたから、お引き受けします。もっとも、今までもだいぶ介護していたように思いますけど。そろそろ自分の下着くらい自分で洗ってほしいです」


　最後のほうは声が小さくなり、代わりに顔の赤みは倍くらいになった。


　その様子が可愛かわいくて、直視できない。


　あれからずっとこんな調子だ。それまでは、可愛いとは思っても微笑ほほえましい気分になっていたのに。こっちの顔まで赤くなるのがわかって、焦あせってしまう。


「わ、悪いな、いつも。でも、お前のほうが洗うのも干すのも畳たたむのも上手だし、部屋も一緒だからつい……」


　服や下着は滞たい在ざいしているホテルの浴室や洗面台で手洗いして、部屋にロープを張って干す。脱ぬぎっぱなしのアルトゥールの洗せん濯たく物ものは、気づくといつもユズカが洗ってくれていて、つい任せてしまっていた。何せ彼女は器用で、下着類を隠かくすように服やタオルで囲んで干すのが上手で……。


　その光景を思い出し、また顔が熱くなった。


　隠していても、たまにちらりと見える洗濯物の下着。今まで、そんなのただの布きれにしか見えなかったのに。


　それだけじゃない。彼女がシャワーを浴びている音も気になるようになったし、隣となりで眠ねむっている寝ね息いきや衣きぬ擦ずれについ聞き耳を立ててしまってなかなか寝付けなくなった。


　ユズカをそんな対象に見てしまうなんて、絶対だめなのに。


　でも、もしこの先、勢い余ってあれやこれやなんてことがあったら……。


「あ、あのさ、ユズカ」


「なんです？」


　ユズカはまだ赤みの残る顔を隠すように俯き気味のまま、視線だけこちらに向けた。


　顔が上気しているせいか、艶つややかな唇くちびるも心なしかいつもより赤くて熟うれた桜おう桃とうみたいで、視線が吸い寄せられてしまう。そして感かん触しよくを思い出し、言葉に詰つまった。


「いや、あの、つ、次……へ、へ……」


　次の町では部屋を別々にしよう。


　たったそれだけが言えない。


　だって、よくよく考えたら、そんなことを言ったら彼女に対して健全でない目で見てしまっていると白状しているようなものだ。


　だけどもしこのまま一緒の部屋にいて、間違いでも起きたら……。


「へ、へや、へ……へへ……へへへ」


「何か可お笑かしいことでもありましたか？」


　怪け訝げんそうに眉まゆを歪ゆがめたユズカの頰は、もう赤くはなく、いつもの色白に戻っていた。


「いや、なんでもない……」


　結局言えなくて、ため息をこぼす。


　こうなったら、自力で精神を制せい御ぎよするしかない。今までできていたんだから、きっと大だい丈じよう夫ぶ。やればできる、はず。


　ひっそりと一人で決意するアルトゥールを見てユズカはまだ不思議そうにしていたが、微び妙みように残った気まずさを振ふり払はらうように切り出した。


「なんだかよくわかりませんが……とりあえず、食事するお店を探しましょうか」


「そ、そうだな。そうしよう。うん」


「あたしパスタが良い！」


「パスタかぁ。パスタの店ならその辺にたくさんあるよな」


「では、適当にその辺りのお店で……」


　誰だれかの提案に同意しかけ、アルトゥールとユズカはぴたりと止まる。


　今のは、女の声だったがユズカの声じゃない。この甲かん高だかく甘ったるい声は──


「美お味いしいお店、あたし知ってるよ。ここから近いし、行く？」


「うわ出た！　露ろ出しゆつ狂きよう！」


　振り返ってその姿を見るなり、アルトゥールは飛び退すさって身構えた。


「露出狂じゃないし。流行知らないとか超ちようダサ。ねぇ、ユズカちゃん。こんな男のどこがいいの？」


「えっ、どこがって、えっ？」


　音もなく背後に忍しのび寄ってきてごく自然に会話に混ざった少女からいきなりおかしなことを訊かれ、さすがにユズカも狼狽うろたえていた。働くために今はだいぶ克こく服ふくできているが、子供の頃ころの人見知りな性格が一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえる。


　それに、この女は最もユズカに近づけてはいけない種類の女。


　本日の出いで立ちもまた派手だった。黒いレースのついた、チェリーピンクのワンピース。丈たけは当然のように短くて、肩かた紐ひもを首の後ろで結ぶホルターネックが胸むな元もとを強調している。


　ユズカの視線は自然とその胸元に吸い寄せられ、水色の瞳ひとみは世の終わりを見たかのような悲ひ愴そう感に彩いろどられた。


　間近で見るのは初めてだから、そりゃあ衝しよう撃げき的だろう。


「メリッサよりも……大きい……？」


「ミヌー、下がれ！　百歩くらい下がってくれ頼たのむから！」


　たぶん無意識なのだろう、ユズカの可か憐れんな唇から低い声がずるりと漏もれる。それを聞いた瞬間背筋が凍こおり付いたアルトゥールは野の良ら猫ねこを追い払うかのように、しっしっ、と手を振って叫さけんだ。


　しかし、その必死の説得にもかかわらず少女──ミヌーは動かない。


「なにそれひどい。まどろっこしい言い方でどっか行けって言われた。ひどい」


　むぅっと頰ほおを膨ふくらませる子供じみた仕草は、体つきの大人っぽさと乖かい離りしているはずなのにまったく違い和わ感がない。凶きよう器きみたいなヒールを履はいているのに背はユズカより少し高い程度という小こ柄がらさが、その相反するものを相乗効果で高め合っているようだ。


　そしておそらく、この女はそれを自覚したうえでわざとやっている。


「……あなた、情報屋ですね？　何のご用です？」


　頰を引きつらせながらも、ユズカが問う。視覚の暴力に耐たえる姿がとても痛々しい。


　そんなユズカに、ミヌーは親しげに微笑みかけた。


「見かけたから挨あい拶さつしようと思ったの。彼、すごい怪我じゃない？　もしかして、あたしのせいで喧けん嘩かしちゃったのかなぁと思って。もしそうだったらごめんね？」


　両手を顔の前で合わせ、きゅっと小首を傾かしげる。……わざと可愛さを作っているとわかっているのに、あぁ可愛いなと認めてしまいたくなる仕草だった。


　だが、認めたらミヌーの思う壺つぼだ。あえて無視し、二人の間に割って入る。


「これはユズカがやったんじゃないぞ。こないだの分はビンタ一発で済んだからな。期待はずれで残念だったな」


「へぇ、ビンタは食らったんだ」


「アルトゥール、余計なことは言わなくて結構です」


　ミヌーはにやりと笑い、ユズカは鋭するどい目で睨にらんでくる。


　ユズカの不ふ機き嫌げん指数が今にも振り切れそうだ。怖こわい。超ちよう怖い。


　だけど黙だまるわけにはいかなかった。


「ミヌー。お前、金返せよ。お前が言ってたユズカを尾び行こうする男だけど、あいつ贋人ギニヨル狩がりじゃなくてただの夢見る付きまといだったぞ」


　もともとはディニタ・イングリスの情報を教えてくれる約束で金を渡わたして、機嫌を損そこねて何も教えてくれないまま去っていった。その際、渡した代金分だと言って教えてくれた怪あやしい男は確かにある意味怪しかったし贋人ギニヨルだったけれど、贋人ギニヨル狩りではなかった。


　これは立派な詐さ欺ぎだ。


　しかしミヌーは、勝ち誇ほこったように笑う。


「あたし、あの時『絶対贋人ギニヨル狩りだ』なんて言ってないけど？　尾行してる奴やつが本当にいたんなら、あたしは噓うそを教えたわけじゃないわ」


「うっ……たしかに言われてみれば……」


　よくよく思い出してみると、その通りだった。言い返せず、言葉に詰まる。そしてユズカの視線が痛い。


　こうなったら、改めて交こう渉しようだ。


「そうだな。お前は一流の情報屋だ。だったら、今度こそ情報を売ってくれよ。いくら払えばいい？」


　なんたって今日は財さい布ふの紐を握にぎるユズカが一いつ緒しよだ。彼女と視線を合わせてみると、不機嫌ながらも頷うなずいてくれた。


　こちらの情報を言い当てたミヌーの実力は、ユズカも認めているらしい。


　ミヌーは大きな青い目をきらりと輝かがやかせて、楽しそうな顔で二人を交こう互ごに見た。


「そうねぇ、どうしようかな。教える代わりにご飯奢おごってもらおうかな」


「食事だけですか？　思ったより良心的なんですね」


　ミヌーの言葉に、ユズカは拍ひよう子し抜ぬけしたように目を丸くした。


　今にも承しよう諾だくしてしまいそうな様子に、アルトゥールは慌あわてて待ったをかける。


「だめだ、ユズカ。簡単に頷くな。こいつの腹は異次元に繫つながってるんだ。下手すると全財産吸い取られるぞ」


　もし高級レストランに連れて行かれてあの食いっぷりを発揮されたら洒しや落れにならない。


　だが、その光景を見ていないユズカは怪訝そうに眉を歪めた。


「……あなたは何を言っているんです？」


「ねー。超ウケるー。異次元とかマジ本気？」


「なんでお前が便乗するんだよ！　自分で言ったんだろ不思議空間がどうのとか！　俺が言ったら痛い人扱あつかいか！」


　ユズカの言葉尻じりに乗ってけらけら笑うミヌーを前にして、握り拳こぶしが震ふるえる。女を拳げん骨こつで殴なぐりたいと思ったのは生まれてこの方初めてだ。


　そんなアルトゥールの様子を見て、ユズカはますます眉をひそめた。


「アルトゥール、たしかにこの方はあなたから盗ぬすみをはたらこうとしましたし、悪いところも多々あるでしょうけど、おかしな言いがかりは失礼ですよ？」


　白い目で見られたアルトゥールは頭を抱かかえる。


　それを見て、ミヌーはにやりと悪あく魔まのような顔で笑った。


　なんということだ。何も知らないユズカをだまして、さらっと味方につけてしまっている。本当に狡こう猾かつで油断ならない。


　こうなったら、自分一人で戦うしかなかった。上限いくらとか具体的な数字を決めないと先日と同じことになるに決まっている。


　できれば現金で取引したい。そのほうが後あと腐くされなくて良いはずだ。


　だが、ミヌーは楽しそうに笑いながらアルトゥールの間近に歩み寄ってきた。


「今の、なかなか面おも白しろかったわ。この間のデートで足りなかったぶん、これでチャラにしてあげる」


「え？　ってことは……」


「ジャッロ・コリーナに行ってみて」


　アルトゥールの言葉を遮さえぎって、ミヌーはそう告げた。


　それは、町の名前。


　生しよう涯がい忘れることができないであろう場所の名前だ。


　ミヌーはそのままアルトゥールの脇わきをすり抜ぬけて、すっと足音もなく背後に回る。


　そのすれ違ちがいざまに見せた艶然とした笑えみは、ぞくりとするほど美しかった。


　隣となりにいたユズカにも聞こえていたのだろう。彼女はその町の名を、硬かたい表情で反復した。


「ジャッロ・コリーナ……」


　その声に我に返ったアルトゥールは慌てて振り返った。だが、ミヌーはこちらに背を向けて、駅前の人ひと混ごみに消えていく。


「待て、ミヌー！」


　ユズカをその場に残し、アルトゥールは走り出した。


　あの町に何があるというのだ。


　彼女は間違いなく、告げたこと以上の何かを知っている。


　それは一体、何なのか。


　人混みを抜け、ミヌーはするりとカフェの隣の曲がり角を曲がった。その後を追いかけ──


「……いない!?」


　曲がり角の先は袋ふくろ小こう路じだった。三方を壁かべに囲かこまれていて、人が通れる隙すき間まもない。


「アルトゥール！」


　遅おくれて追いかけてきたユズカは、二人分のトランクをその場に下ろして辺りを見み渡わたす。


「彼女はどこへ？」


　その問いに、アルトゥールは答えられなかった。


　ユズカもそれで察したのだろう。無人の袋小路を見つめたまま、胸元に添そえた手をぎゅっと握った。


　そこにはメリッサのマテリエと幼い頃の二人の写真が収められている。


「ジャッロ・コリーナと、あの方は言いましたね……」


「あぁ」


「あの方はメリッサのことも知っていたのでしたね。それと何か関係があるのでしょうか」


「さぁな、わからん。だけどあいつは間違いなく何かを知ってる。知ってるくせにあんな言い方をしやがったんだ。たぶん、いくら金積んだって同じだったろうな」


「わたしたち、試ためされているのですね」


　あれはただの情報屋ではない。何かの目的をもって動いている。その目的に、アルトゥールとユズカを巻き込もうとしているのだ。


　それは二人を希望に導く好機なのか、陥おとしいれるための甘い誘さそいなのか。


　迷うように、掠かすれた声でユズカは言う。


「……行きますか？」


　罠わなかもしれない。それは重々わかっている。


　だけど、危あやういものを避さけていては先には進めない。


「汽車の切きつ符ぷ、買い直しだ」


　行き先はジャッロ・コリーナ市。


　メリッサが眠ねむっている、美しい丘おかの町。






　　あとがき







　はじめまして。淡あわ路みち帆ほ希まれと申します。


　お久しぶりの皆みな様さま、今作もお手に取ってくださりありがとうございます。





　新作です。でも、私にとっては懐なつかしい作品だったりします。


　前作が終わった時点でいくつか企き画かくを出していて、当時の担当様はこう仰おつしやいました。


「『○○○○』という作品が良いと思います。これをやりましょう」


　それを聞いて私はこう思いました。


「え、何それ。私そんなの出してない」


　いえ、出してました。もう何年も前、前作『花守の竜りゆうの叙リ情リ詩カ』が始動すらしていなかった頃ころのことです。初代の担当様にお出しして結局だめだった企画で、自分でも存在を忘れていたそれを二代目の担当様が発はつ掘くつしてくださいました。たしか前作もそんな感じだったと思います。


　企画段階でのタイトルは（仮）でつけるので、すぐには思い出せませんでしたが、フラッシュメモリを漁あさったらちゃんと当時の記録が出てきました。ファイルの更こう新しん日は二〇〇七年でした。五年前です。





　こうして私自身予想していなかった復活を遂とげた『グロリアスハーツ』ですが、数年寝ねかせたことが思わぬ幸運を呼び寄せたようです。


　挿さし絵えを担当していただけることになりました、文あや倉くら十じゆう様。「イラストレーターさんが決まりました」と連れん絡らくを受けた時は仰のけ反るほど驚おどろきました。大変ありがたく、そして心強いです。


　この企画を掘ほり起おこし、発見してくださった前担当様。ありがとうございました。


　今現在お世話になっている現担当様、今後もよろしくお願い致いたします。





　最後に、ここまでお読みくださった皆様へ最大の感謝を申し上げます。







淡路　帆希





グロリアスハーツ





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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